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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「凜り莉り様、大変です！　美人会に出る為ために、百人を超こえる姫ひめが麗れい華か宮ぐうに集まるそうです！」

　息せき切って部屋に飛びこんできた涼りよう果かを見て、凜莉は思わず目を丸くした。

「百人!?　煌こう翔しよう様の四し妃ひ候補がそんなにいるの？」

　ここは神しん瑞ずい国こくの皇太子である煌翔の後宮だ。麗華宮と呼ばれる建物には、現在十人ほどの姫が住んでいる。まだ麗華宮はできたばかりで、もうすぐ煌翔の后こう妃ひ候補となる四人の側室を選ぶ美人会が行われる予定だった。自分付きの女官である涼果が息を整えつつ、目の前に座る。

「神瑞国一の美形で、科挙を首席で通過した官人がひれ伏ふすほど賢かしこく、皇こう帝てい陛下の代わりに政治でも采さい配はいを振ふられているのが煌翔様です。その煌翔様の正妃になりたいという姫は、この国にたくさんいます。先日、美人会が行われると正式に発表されてから、一気に入にゆう宮ぐうを希望される姫が増えたそうですよ」

　世間一いつ般ぱんで噂うわさされている煌翔の評判に、思わず腕うで組ぐみして首を傾かしげた。

「確かに煌翔様はびっくりするぐらい恰かつ好こういいし、頭もいいし、ご病気の皇帝陛下が全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおくくらい、政治的な手しゆ腕わんにも優すぐれているんだろうけど……」

　もとは貴族だったが、いろいろあって下町暮らしが長かった。事情があって麗華宮に入宮する事になったが、実際に会った煌翔は世間で知られる彼の姿とはかなり違ちがっていた。

「見み掛かけと外面は完かん璧ぺきな煌翔様の真の姿を知った姫達が、がっかりしないか心配だわ」

「凜莉様、そんな心配をしている場合ではありません。その姫達と競きそって四妃に入らなければならないのですよ！」

　四妃とは、貴き妃ひ、淑しゆく妃ひ、徳とく妃ひ、賢けん妃ひと呼ばれる四人の側室達の事だ。彼女達の地位は高く、四人が話し合って麗華宮を取り仕切る事になる。その四妃に入りたいのには、訳があった。

　神瑞国では香こうが薬と同等に重宝されている。自分の特技は、どんなわずかな香かおりも嗅かぎ分ける絶対嗅きゆう覚かくだ。その鋭するどい嗅覚を使って、香を調合するのを得意としていた。

　夢は伝説の『秘ひ宝ほう香こう』を作り上げる事だ。四妃になれば、自分専用の建物である宮を用意されるという。秘宝香の調合に専念する為にも自分の宮を手に入れたかった。

　煌翔にも、実は初はつ恋こいの人ともうすぐ会えそうなので、四妃に入って后妃になるのを拒こばんで彼女と会えるまでの時間を稼かせいでほしいと言われていた。意外に一いち途ずな彼の一面を見て、驚おどろいたと同時に心臓にちくりと何かがさしたような痛みを感じたのを、ふと思い出す。

（煌翔様の初恋の相手ってどんな女性なんだろう……？）

　ずっと気になっているが、まだ煌翔には聞けないでいた。

「どうかしましたか？　凜莉様」

　涼果が首を傾げつつ、顔をのぞき込んできた。慌あわてて顔を上げて、笑えみを浮うかべる。

「何でもないの。……でも、百人以上の姫と美人会で競いあって勝つのは、かなり厳しそうね」

「凜莉様なら、四妃に入れる可能性はなくはないと思います。四妃に入るには、知識や美しさはもちろんですが、何か特技を持っていると注目されやすいんです。凜莉様は麗華宮で唯ゆい一いつ香を調合できる特技をお持ちなので、それを魅み力りよくの一つとして訴うつたえられるといいんですけど」

　涼果はそう言ってから、ふとにんまりした。

「それに、凜莉様は煌翔様のお気に入りですし。その辺りも少しは考こう慮りよされると思います！」

「お気に入りって……。わたしは麗華宮でも身分が低い才人で、本当は煌翔様のお顔を見る事すら叶かなわない立場よ。いろいろあって煌翔様とお話ぐらいはできるようになったけど、お気に入りと言われるほどではないと思うわ」

　なぜとつぜんそんな事を言い出したのかと戸と惑まどっていると、涼果は満面に笑みを浮かべて白い包みを差し出した。

「でもさきほど煌翔様からお菓か子しが届いたんですよ。後宮にまったく興味をもたれなかった煌翔様から贈おくり物を賜たまわるなんて、すごい事だと思います。気に入られている証しよう拠こですよ！」

　興奮気味な涼果に、思わず目を見開いた。

　傲ごう慢まんで口が悪くて意地悪で、それが煌翔の本当の姿だ。その彼が贈り物だなんて、どういう風の吹ふき回しだろうと怪け訝げんに思っていると、涼果が白い包みを開いた。

「わあ！　椿つばい餅もちだわ」

　包みの中には二枚の椿つばきの葉に包まれた餅が二つ入っていた。

　甘あま葛ずらと呼ばれる甘かん味み料で粉を練って作った餅は、大好物の一つだ。

「椿餅に使われている甘葛って、ツタって植物の樹液から作られるのよ。この香りからすると、かなり甘葛の量が多く入っているわ。つまりそれだけ甘いって事ね。……煌翔様がわたしに贈り物だなんて珍めずらしい事だけど、せっかくだから頂こうかしら。涼果も一つどうぞ」

　菓子を手に取って残りの一つを涼果に勧すすめると、彼女は大きく首を横に振った。

「とんでもない！　皇太子様からの贈り物を頂くなんて恐おそれ多くて、喉のどを通らないです」

　二人で話していると、ふいに戸が開いた。

「おい。凜莉。いるか」

　目をやると、皇太子である煌翔が立っていた。二十歳はたちになったばかりだという煌翔は、琥こ珀はく色いろの地に、皇族のみが着る事を許されている昇のぼり龍りゆうの刺し繡しゆうが背中に入った直ちよく裾きよを身につけている。皇族特有の赤い髪かみと灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみを持ち、噂に違たがわない美形っぷりだ。

　すぐに立ち上がり、背の高い煌翔を見上げて、礼をする。

「煌翔様、ご機き嫌げん麗うるわしく」

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつはいい。それより四妃に入ってくれと頼たのんでいたが、何か対策は考えたのか？」

　今日は珍しく、柔やわらかい口調だった。そういえばと、ふと思い出す。

　最近の煌翔は、なぜか自分に対して接し方が柔らかくなっていた。しかし他ほかの人に対してはやはり傲慢な態度をとる事が多いので、彼の変化が不思議でもあった。

（煌翔様と話してみてわかったけど、口ほど悪い人ではないような気がするのよね。誤解されやすいのかもしれない）

　四妃に入ってほしいと頼んできたのも、秘宝香を麗華宮で調合できるようにしてくれたのも、自分に気を許してくれているからかもしれない。彼の信頼を得られたのなら、嬉うれしかった。

「美人会では家柄や容姿、品位や美び貌ぼう、舞まいや行ぎよう儀ぎ作法などさまざまな審しん査さが行われると聞きました。ですがはっきりどんな事をするのかはまだわからないので、詳くわしい事が発表されてからすぐに対応策を考えようと思っています」

「そうか。何か必要なら俺に言え。お前にはぜひ四妃に入ってほしいんだ。……そうそう。差し入れに果物を持って来た。食べるといい」

　差し出されたのは大きな桃ももだった。甘くて芳ほう醇じゆんな香りは、桃が食べ頃ごろだと示していた。

　桃は滅めつ多たに手に入らない高級品だ。いままでの人生で食べたのは数回しかない。

「うわぁ！　ありがとうございます。菓子も頂いたのに、桃までなんて」

　手を合わせて喜ぶと、煌翔の眉まゆ根ねが寄った。

「菓子？」

　隣となりの涼果が膝ひざをついて頭を下げつつ、おずおずと声を上げた。

「今朝、煌翔様からだと従者の方が持ってこられました」

　煌翔が椿餅とこちらを交こう互ごに見て、ふいに口角を上げた。

「そういえば贈ったかもしれないな。だが甘い椿餅を食べると、せっかくの桃の味がわからなくなるぞ。椿餅はまたあとにして、いまは桃を食べたらどうだ？　桃は食べ頃だ」

　確かに桃は熟していて、美味おいしそうだった。

「そうですね。では先に桃を頂いて、椿餅を食べるのは夕食のあとにします」

「そうしろ。……ああ、だが椿餅は時間が経たつと固くなってしまうんだ。だからあとで新しいものを届けさせてやろう」

「でもそんな、もったいないです」

　慌てて首を振ったが、煌翔はやや強ごう引いんに椿餅を二つとも手に取った。

「お前は麗華宮の才人だ。貧びん乏ぼう臭くさい事を言うな。椿餅は俺が処分しておいてやる。じゃあな」

　煌翔が片手をひらひらさせながら、戸から出ていった。

「何か、いまの煌翔様、変じゃなかった？」

　うまく言葉にできないが、妙みような違い和わ感かんがあった。涼果もそう思ったのか怪訝な顔をしている。

「皇太子様のお考えは私達のような下々の者には想像もできません。……凜莉様。せっかく頂いたんですから、桃を食べましょう」

　気を取り直した様子の涼果に頷うなずきつつも、煌翔が出ていった戸を見つめて首を傾かしげた。
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　朝から小こ雨さめが降っていた。凜莉は部屋の戸を開けて、廊ろう下かに面した庭を見つめる。

　庭にある置き石が濡ぬれそぼち、雨のせいか白いもやが辺りを覆おおっていた。

「今日は裏庭で香が焚たけないな」

　ため息をつきつつ戸を閉めて、文ふ机づくえの前に座った。

「困ったわ。一日でも早く秘宝香を作り上げたいのに……」

　皇こう帝ていとの約束で、煌翔が皇帝の座を継つぐ約十ヶ月後までには秘宝香を作らなければならなかった。毎日秘宝香の調合に励はげんでいるが、なかなかうまくいかないでいる。

　麗華宮で内密に秘宝香作りに挑ちよう戦せんしているが、調合してできた香を焚くと、悪あく臭しゆうがする時があった。香こう道どう省しようの調合室などは香りを外に漏もらさないよう特別な造りになっているらしいが、麗華宮ではそうもいかない。悪臭のせいで周りに迷めい惑わくをかけてしまう事もあった。

　だからいつもは人の来ない裏庭で秘宝香作りに励むが、雨の日は中止せざるを得なかった。

「仕方ないわ。今日は調合だけにして、焚くのは明日あした雨が上がってから外でやろう。香を焚かなければ悪臭はでないし、周りに迷惑をかけないですむわ」

　文机にある乳にゆう鉢ばちに目を向ける。乳鉢は傷や染みがついている年季の入ったものだ。後宮に来てから新品の乳鉢をもらったものの、やはり昔から使っているものの方が手になじんでいるので、最近はこれでばかり調合していた。陶とう器きで出来た乳鉢には、幾いく種類かの香料を入れて混ぜ合わせた練り香こうがある。それに伽きや羅らと白びやく檀だんを少しずつ足して混ぜ合わせた。

　汗あせの香かおりで相手の感情さえ嗅かぎ分ける嗅きゆう覚かくで、亡なくなった父が作っていた秘宝香とまったく同じ香りがするものを作る、それがいまの目標だ。わずかな分量の差でぜんぜん違ちがう香りになってしまうのが香だ。だから香料の配合には、一番気を遣つかう。

　混ぜ合わせた香料を再び蜜みつで練って固め、できあがった小指の先程ほどの黒い練り香を白い包みに入れた。本当はすぐにでも香を焚いて香りを確かめたいが、ぐっと我が慢まんする。

　白い包みを文机に置いて、ふとある事を思い出した。

「あ、そういえば香料の文ぶん献けんを読もうと思っていたんだった。今日は雨だし、いい機会だわ。じっくり読書しよう。確か、ここに……」

　壁かべ際ぎわにある簞たん笥すに近付いた。煌翔に頼んで取り寄せてもらった文献をそこに入れたはずだった。しかし見当たらなくて首を傾げる。

「凜莉様。お茶をお持ちしました」

　声は涼果だ。振ふり向いてどうぞと返事すると、彼女が茶器の載のった盆ぼんを持って入ってくる。

「お茶はそこに置いておいて。……そうそう、涼果に頼まれていた痛みを和やわらげる香を作っておいたわ。そこにあるから持って行って」

　再び簞笥を探さぐりながら、涼果に話しかけた。

「ありがとうございます。昨日から歯が痛くて痛くて」

「そうなの？　じゃあいま焚いたらいいわ」

　いつも調合し終えた練り香は、壁に作り付けられた棚たなに置いてある。練り香を包んだ紙に涼果の名を書いたので、すぐにわかると思った。

「ああ、これですね。では、香こう炉ろをお借りします」

　背中で涼果の声を聞きつつ、簞笥の奥にあった目当ての文献を見付けて、顔を綻ほころばせた。

「あった！……ん？」

　声を上げたと同時に、ぷんっと嫌いやな香りが鼻をついた。

　まるで魚が腐くさったかのようなとんでもない悪臭に、真っ青になって振り向く。

「涼果！　それは違うわ……！」

　涼果が香炉で焚いていたのは、さきほど調合したばかりの香だった。

　慌あわてて涼果が香炉に蓋ふたをしようとしたが、遅おそかった。

「臭い……！」

　嗅覚が鋭するどい分、悪臭には弱かった。鼻を押さえてこみ上げて来た吐はき気をどうにか堪こらえる。

　涼果も鼻と口元を押さえて目を真っ赤にした。

「ううっ……！」

　すぐに駆かけ寄って白い煙けむりを上げている香炉に蓋をした。しかし悪臭はすでに部屋全体に広がっている。このままではどうしようもないと、部屋の戸を大きく開け放った。

　そして綺き麗れいな空気を吸い込もうと、大きく深呼吸する。

「何よ！　この臭においは！」

　右隣の部屋の戸が大きく開いて、びくっとした。出てきたのは、自分より少しばかり年上の美しい女性だ。整った顔を怒いかりの色に染めて、彼女が詰つめ寄ってきた。

「またあなたね。凜莉姫ひめ！　部屋で調合するのはやめてって言ったでしょう！」

　左隣の戸も開いて、青い曲きよく裾きよで着き飾かざった女性が走り出てくる。

「ちょっと、凜莉姫。香の調合ができるから麗華宮に入にゆう宮ぐうを許されたんでしょう？　どうしてこんな嫌な香りの香ばかり焚くのよ。迷惑だって何度言ったらわかるの！」

　二人の女性から怒ど鳴なられて、慌てて跪ひざまずいて手をついた。

「申し訳ありません！」

　涼果も同じように膝をついて、頭を下げる。

「違うんです。いまのは私が間違って香を焚いてしまって……」

「間違ったかどうかなんて、私達には関係ないわ。いま問題なのは、あなたが作る香は強きよう烈れつな悪臭がするって事よ！　いい、凜莉姫。二度と部屋で調合しないでちょうだい」

「それは……」

　伝説の秘宝香の調合に挑戦しているのは、みんなには内ない緒しよだ。だから彼女達に事情を話すわけにはいかなかった。戸と惑まどっていると、目の前に立った姫が腰こしに手を当てた。

「こんな臭いがしょっちゅうするんじゃ鼻がおかしくなってしまうわ！　調合する許可を煌翔様に頂いているらしいけど、みんなこの悪臭には迷惑しているんだから、全員で困っていると訴うつたえるわ。そうしたら、煌翔様も考えてくださるはず」

　麗華宮に集まっているのは、良家の姫達だ。彼女達が一丸となって訴えれば、煌翔も無視はできないだろう。悪臭を放っているのは事実だから、迷惑をかけているのは間違いなかった。

「今回だけは見み逃のがしてあげるけど、今度悪臭がしたら本当に煌翔様に訴えるから、そのつもりでいなさい」

　姫達がぷんぷん怒おこりながら部屋に戻もどっていった。彼女達の姿が見えなくなってから、涼果と一緒に立ち上がって部屋に戻り、しょんぼりと俯うつむく。

「すみません、凜莉様。私が間違ってしまったせいで」

「ううん。違う香を出しっ放しにしておいたわたしも悪いの。涼果のは棚にあるからってひと言言えばよかったのに、文献を捜さがすのに夢中になってしまって。でもまずいわ。やっぱり部屋で香を焚くのはもう無理ね」

「明日は晴れると思うので、裏庭で調合するしかありませんね」

「いまのところそれしか手はないわね。でも本当は内密で秘宝香の調合をしているんだから、裏庭で調合するのもよくないのよね。天候にも左右されちゃうし。……やっぱり美人会で優ゆう秀しゆうな成績をとって四し妃ひに選ばれて自分の宮を手に入れるしかないわね」

　そうはいっても、美しい良家の姫達と競きそって勝てるとはとうてい思えない。

　悩なやんでいると、戸の外から声がした。

「凜莉、いるか？」

　麗華宮の中なのに聞こえたのは男の声だった。

　涼果が戸を開けると、鉄の胸当てをした背が高い男が廊下に立っている。

「我が嵐らん、どうしたの？」

　彼は豪ごう我嵐。短い黒くろ髪かみに大おお柄がらな身体からだ付きをしていて、男らしい顔立ちだ。神瑞国の軍を束ねる大将軍で、宮きゆう廷ていの守りを任されている。皇族以外で後宮に許可なく入れる唯ゆい一いつの男だった。

　肩かたからかけている黒い大きな布には、神瑞国でも吉きつ兆ちようの獣けものとして尊ばれている翼つばさを拡ひろげた鳳ほう凰おうが金糸で縫ぬわれている。皇帝の次に位が高いといわれている鳳凰の称しよう号ごうを持つ我嵐は、鋭い黒い瞳ひとみでこちらを見つめた。

　本来なら口を利きくのも恐おそれ多い相手だが、呼び捨てにできるのは友達になったからだ。

　我嵐が手招きした。後宮に許可なく入れる我嵐だが、さすがに理由なく部屋に入る事は許されていない。涼果と一緒に廊下に出ると、我嵐が声を潜ひそめた。

「凜莉、詳くわしい美人会の内容が発表になったんだ。知っているか？」

「本当？　まだ何も聞いていないわ。教えて」

　我嵐が腕うで組ぐみして頷うなずいた。

「美人会はまず予備選考が行われるようだ。予備選考では、行ぎよう儀ぎ作法や神瑞国の歴史や国政についての知識が問われるらしい。審しん査さ官達が二手に分かれて一人一人の姫と面談し、そこで十人に絞しぼってから最終選考を行い四妃を選ぶそうだ」

　とうとう美人会が開かい催さいされるのだと思うと、緊きん張ちようで手が震ふるえそうになった。

　そんな気持ちを抑おさえつつ、我嵐を見上げる。

「つまり、予備選考と最終選考の二つを突とつ破ぱしないといけないわけね。まずは予備選考か」

　考え込んでいると、涼果が身を乗り出した。

「行儀作法なら、凜莉様は優秀な成績をとれる可能性があると思います。子どもの頃ころから宮廷でご奉ほう公こうさせて頂いていて、いろんな姫達を見てきましたが、凜莉様の所作は出しゃばりすぎず引きすぎず、美しいといつも思って見ていたんです」

　そんな事を褒ほめられたのは初めてだった。驚おどろいて見つめると、涼果が更さらに続けた。

「私がこんな事を言うのは不ふ遜そんかもしれませんが、行儀作法や所作は子どもの頃からのしつけの問題だと思うんです。凜莉様はきっと御ご両りよう親しんにちゃんとしつけを受けられたのだろうなと初めてお会いした時から思っていました」

（確かに父さまも母さまも行儀にはうるさかったわ。下町で貧びん乏ぼう暮らしをしていても、母さまが行儀作法は大事よって、そこだけは厳しくしてたし）

　両親がこつこつとしつけてくれた成果が、いまになって発揮されるのかもしれない。

「あくまで私の意見ですが、知識を問われる試験で優秀な成績をとれれば、凜莉様が予備選考を突破する事は夢ではないと思います」

　たくさんの姫達を見て来たであろう涼果の言葉は、自信へと繫つながった。

「じゃあ行儀作法は何とかなるかしら。でも問題は知識よね。香の事ならともかく、国に関する知識はもっと勉強しないとまずいわ」

　考え込んでいると、我嵐が厳しい顔付きになった。

「そうはいっても、予備選考まであと三日だ。独学で勉強しても間に合うかどうか疑問だな」

「え!?　あと三日なの？」

　思わず声を上げると、我嵐が神しん妙みような顔で頷く。

「正確には予備選考が数日かかるだろうから、面談の順番次第ではもう少し時間はあるかもしれない。だが初日の面談を想定しておいた方がいい。美人会は良家の姫達が参加するのが前提だから〝できてあたりまえ〟という感覚で行われるんだ。みんなできる中でどれほど美しい所作ができるか、どれだけ知識が深いかが求められる」

「うっ！　厳しそうね。あと三日で他ほかの姫達に勝てる程ほどの知識を手に入れるなんて、本当にできるのかしら？」

「凜莉、実はその事で提案があって来たんだ。よかったら俺が神瑞国や国政についての講義をしよう。予備選考の問題を作る方を知っている。彼が出しそうな問題を予想してきたから、その辺りを押さえた講義をする。しっかり覚えられれば、予備選考突破も夢じゃない」

　笑えみを浮うかべた我嵐は男らしい顔立ちも相まって、一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまいそうになった。

「本当に？　そうしてくれたら嬉うれしいけど、でも我嵐はお仕事で忙いそがしいでしょう。講義に時間を割さいてもらうのは申し訳ないわ」

「かまわない。煌翔様がお前に四妃に入って欲しいと仰おつしやっていて、俺に講義するよう命じられたんだ。それにお前は友達だ。できる限り協力したい」

（煌翔様が……？　そうか。煌翔様は初はつ恋こいの人と会えるまでの時間を稼かせぐ為ためにわたしに四妃に入ってほしいって仰ってたわ）

　煌翔なりの考えがあって我嵐を助けに寄よ越こしてくれたのだろう。

　顔を綻ほころばせて胸に手を当て、彼を見上げる。

「ありがとう。我嵐が手伝ってくれるのなら、勝てる望みが出てくるかもしれないわ。よろしくお願いします」

　頭を下げると、我嵐が頷いた。そしてそっと辺りを見回して、声を潜める。

「それと、もう一つ聞きたい事がある。木もく蓮れんの事だ」

　その名前を聞いて、心臓が止まりそうになった。隣となりにいる涼果も、顔を強こわばらせている。

　木蓮は、香こうの師し匠しようだ。そして自分にとっても涼果にとっても恩人だった。

　木蓮の事は信しん頼らいしていたし大好きだった。

　しかし彼は神瑞国の皇こう帝ていへ反旗を翻ひるがえし、革命を起こそうとしていた闇やみ香士団の長おさだった。

　闇香士団とは、もともとは皇帝直属の暗殺部隊だったそうだ。

　だがある失敗がきっかけで、宮廷から追放された。

　彼らは見捨てられたと皇帝を恨うらんで、この国を手に入れようと虎こ視し眈たん々たんと暗あん躍やくしている。

　涼果が俯き加減で震える声を出した。

「木蓮様はどうして、皇帝陛下を暗殺しようなんて恐ろしい事をされたのでしょうか？」

　皇帝暗殺未み遂すい事件があったのは、先月の事だ。皇帝の御前で行われた調香会で、香を嗅かいだ皇帝の朱しゆ令れい聞ぶんが血を吐はいて倒たおれた。毒香を使ったと言われて、自分が犯人として疑われた。

　しかし本当の犯人は木蓮だった。彼は暗殺未遂事件の全ぜん貌ぼうを煌翔に知られ、宮廷を去った。

　木蓮の事件は、国秘である闇香士団が関わっている為、関係者以外は詳しい事情を聞かされていなかった。涼果も木蓮が事件を起こした事は知っているものの、はっきりとした事は知らされていなかった。我嵐がそっと目を伏ふせる。

「木蓮はもともとは、凜莉の記き憶おくに眠ねむっている秘宝香の調合法を思い出させるつもりだったようだ。調合法を知ったあとは、秘宝香を自分が調合したと偽いつわり〝麒き麟りん〟の称号を戴いただいてこの国に革命を起こすつもりだったらしい」

　この国を統すべる皇帝が『龍りゆう』の称号を戴き、皇帝の守り神とされる『鳳凰』の称号を軍を司つかさどる大将軍が戴き、仁の心で国を守ると言われている『麒麟』の称号を正香士が戴く。

　鳳凰と麒麟の称号を持つ者は、皇帝に従ってこの国の政まつりごとを司る事になっていた。

　龍と鳳凰の称号は、代々の皇帝となる者と、大将軍となる者に与あたえられる。

　しかし麒麟だけは、地位や生まれは関係なく、秘宝香を作れる正香士が戴く事になっていた。

「どうして木蓮様は革命なんて恐ろしい事をされようとしたんでしょうか……？」

　涼果は涙なみだぐんでいた。我嵐が膝ひざをついて、彼女と目線を合わせた。

「木蓮は闇香士団の長として、九きゆう尾びの狐きつねという闇の称号を持っているらしい。九尾の狐は皇族の守り神だが、主人に徳がないと判断した場合は、革命を促うながすそうだ。彼は煌翔様に、闇の称号が示す意味に従って、革命を起こすと宣言したそうだ」

　涼果が小さく嗚お咽えつを上げた。そんな彼女の肩にそっと手をやる。

　木蓮のその宣言は自分も聞いていた。何とかして彼を止めたい、そう強く思っていた。

「我嵐……木蓮の行方ゆくえはわかったの？」

　つい一いつ緒しよに泣きたくなったが、ぐっと我が慢まんした。我嵐が小さく首を振ふる。

「いいや。それがまだなんだ。かなりの数の兵を使って捜さがしているんだが、宮廷を出てからの足取りがまったく摑つかめない。それで、お前と涼果は木蓮と親しかっただろう。あいつが行きそうな場所に心当たりはないかと思って」

　涼果と目を見合わせる。彼女が我嵐に顔を向けた。

「木蓮様が宮廷を去られてからは何の連れん絡らくもありませんし、宮廷の外でお会いした事はほとんどないので、行きそうな場所にも心当たりはありません。お役に立てなくてすみません……」

　俯うつむいた涼果に、我嵐が慌あわてたように片手を上げた。

「辛つらい事を思い出させてすまない。何の手がかりも摑めないものだから、お前達が何か知らないかと、わらにもすがる思いだったんだ。木蓮の目的は凜莉の記憶に眠る秘宝香の調合法だ。きっとまたしかけてくるだろう。だから、一刻も早く捕つかまえたくて」

　秘宝香は、記憶を操あやつるという使い方によっては恐おそろしい効能を持っていた。

　具体的には、『記憶を消す香』と『記憶を取り戻もどす香』の二つが揃そろって、初めて秘宝香と呼ばれるものになる。実は幼かった自分は、内緒でよく香道省の長だった父に宮きゆう廷ていに連れて行ってもらっていた。そこで秘宝香の調合を見ていたらしい。

　しかしその時の記憶は、父が作った秘宝香によって消されていた。父は六年前に亡なくなったので、調合法を知るには自分の頭に眠っている記憶を呼び起こすしかなかった。

　我嵐が心配そうな視線をこちらに送る。

「もし凜莉が記憶を取り戻して、秘宝香の調合法を木蓮に知られたら、この国を揺ゆるがすような最悪の事態になるだろう。その前に木蓮の身み柄がらを押さえたい」

　涼果が膝に置いた手をぎゅっと握にぎり締しめた。

「私もお手伝いできる事があれば何でもします。木蓮様は病気だった母を香で救ってくださいました。とても優やさしくていい方なんです。革命だなんて恐ろしい事はやめて欲しいんです」

　涼果の言葉に頷いた。

「ええ。木蓮は悪い人ではないわ。下町にいた子どもの頃、彼にはたくさん助けてもらった。木蓮はわたしに親切にしたのは秘宝香の調合法を探さぐる為だったと言ってたけど……」

　木蓮の事を思うと、心臓がぎゅっと締め付けられるような気がした。

「でも、わたしも木蓮を嫌きらいにはなれない。きっとわかり合える日が来るはずだわ」

　木蓮は、男も女も身分すら関係ない平等な国を作りたいと言っていた。それは自分の理想でもある。しかし秘宝香を作り上げられれば、戦わずとも理想の国を作る事は可能だと思っていた。秘宝香を作って自分が正香士となれれば、この国の中ちゆう枢すうに女性が入る事になる。

　そうなったら、木蓮が革命を起こさずとも国を変えていけると信じていた。

　そしてこの考えを、次期皇帝である煌翔も、鳳ほう凰おうの称しよう号ごうを持つ我嵐大将軍も支持してくれている。

「木蓮を復ふく讐しゆうという悲しいさだめから救う為にも、まずは彼を捕まえよう。それは俺に任せてくれ。凜莉、お前は秘宝香の調合を進めてくれ」

　我嵐の言葉に頷うなずいた。煌翔の計らいで、秘宝香に必要な貴重な香料と道具は手に入った。

　次は調合に専念できる環かん境きようが必要だ。

　秘宝香の効能は国秘で、知っているのは皇族と一部の香士だけだった。

　その調合に挑ちよう戦せんしているという事は秘密にした方がいいと、皇帝や煌翔と相談していた。

　だから香道省ではなく、あえて人目につかない麗華宮で調合を行っていた。

　我嵐がゆっくりと微笑ほほえむ。

「調合に専念する為にはまず、宮ぐうが必要だな。凜莉、お前はまず四し妃ひに入る事だけを考えろ。俺もできるだけ応おう援えんするから」

　百人を超こえる姫ひめ達に勝てるなんて思っていなかったが、我嵐や涼果がこれだけ応援してくれるなら何とかなるかもしれない。そう思うと、心に勇気がわいてくる。

「ありがとう。我嵐、涼果」

　我嵐や涼果と目を見合わせて、大きく頷いた。
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「凜莉の様子はどうだ？」

　煌翔は布張りの椅い子すに座っていた。飾かざり気のない椅子は、皇太子が使うにしては地味だと言われるかもしれないが、座りやすくて実用的で気に入っている。

　宮廷の無む駄だにきらびやかな装そう飾しよくには子どもの頃ころから疑問を持っていたので、あえて自分の部屋は落ち着いた色合いにした。傍かたわらで跪ひざまずいている我嵐に目を向けると、彼が一度頭を下げた。
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「講義をするという理由で護衛していますが、いまのところ狙ねらわれている様子はありません」

　それを聞いて、少しだけ胸をなで下ろした。凜莉が自分から贈おくられてきたと言っていた椿つばい餅もちを頭に思い浮うかべる。同時に怒いかりがこみ上げて来た。

「俺から贈られてきたなどと、いったい誰だれが書いた筋書きだ。毒入りの菓か子しなどよくもまあ麗華宮に持ち込めたものだ」

　椿餅を見た時、不ふ審しんに思った。そんなものを贈った覚えはないからだ。嫌いやな予感がして、うまく言いくるめて椿餅を食べさせなかった。椿餅を回収して調べさせたところ、案の定毒が入っていた。

　警護は万ばん全ぜんなはずだ。しかしあの時凜莉は毒の入った椿餅を、食べようとしていたところだった。気づくのが遅おくれていたらきっといまごろ、彼女はこの世にいなかっただろう。

　そう思うと、身体からだが震ふるえるほどの恐きよう怖ふを感じて、目を閉じた。

　凜莉と初めて会ったのは六年前だ。母が亡くなってすぐの頃だった。

　当時は、皇太子としての立場があり母が亡くなった哀かなしみを表に出せず、心の中は苦しさでいっぱいだった。父親ですら気づかなかった哀しみに、凜莉の〝嗅きゆう覚かく〟は気づいてくれた。

〝あなたから悲しい香かおりがするわ〟と凜莉は言った。そして堪こらえていた気持ちに気づいて一緒に泣いてくれた。彼女の前では、素す直なおに泣く事ができた。

　あれが初はつ恋こいだった。

　彼女は秘宝香のせいで、その時の事を忘れてしまっている。

　無理に思い出させると命の危険もあるので、いまは様子を見ていた。

　凜莉が大事だ。六年間、ずっと彼女を思い続けてきた。徐じよ々じよに距きよ離りを縮めて、凜莉の記き憶おくを取り戻したいと思っていた矢先、何者かが彼女を狙っているとわかった。

　自分が狙われているなら返り討うちにしてやると戦せん闘とう的な気分にさえなるのに、狙われているのが凜莉だと思うと、不安でたまらなくなる。

　凜莉を守りたかった。どんな手を使ってでも。

「しかし不思議な事が一つある。毒が入っていたなら凜莉の嗅覚なら気づけたはずだ。あいつは香りを嗅かいだだけで、どんな香こう料りようを使って作られた香かわかるほど嗅覚が鋭するどいんだぞ。それなのに、どうして椿餅に入った毒に気づかなかったんだ？」

　首を傾かしげると、我嵐が顔を上げた。

「薬やく道どう省しようで調べさせていますが、毒は無味無む臭しゆうだった事がわかりました」

「凜莉の嗅覚でも気づけないなんて、そうとう特別なものだな。簡単には手に入らないだろう。特別な知識を持った者が犯人か、大金を払はらって毒を買った者が犯人か」

　我嵐が何か言おうとして口を開きかけたが、ためらうようにやや俯うつむいた。

「どうした？」

「……憶測ですが、麗華宮の姫達の誰かが犯人の可能性があると思われます。凜莉が美人会に出るのを知って犯行に及およんだのではと。申し上げにくいのですが、調香会が終わってから煌翔様が凜莉にお声をかける事が多いように思います。姫達もそれに気づいたのではないかと」

「つまり、俺が凜莉を気に入っていると思った姫達の誰かが、嫉しつ妬とで毒を仕込んだと？」

　それはあり得ると心の中で頷いた。それと同時に、数年前の悪夢が頭に蘇よみがえる。

　思い出すだけでも、怒りと悲しみで握った拳こぶしが震えた。

「はい。あの時とまったく同じ状じよう況きようだと、俺は思いました」

　我嵐の声は戸と惑まどうように揺れていた。幼い時から宮廷に出入りしていた我嵐は、数年前のあの惨さん事じを見聞きした一人だ。大きく息を吸い込んで、感情を抑おさえ込む。

「……あの時の俺はまだ子どもで、何の力も持っていなかった。だがいまは違ちがう。絶対にあの時と同じ結果にはさせない。必ず凜莉を守ってみせる。……我嵐、毒の分ぶん析せきを急がせろ。犯人を絶対に見つけ出してやる」

　我嵐が跪いたまま頷いた。彼に目をやって、やや声を潜ひそめる。

「ただし、犯人捜さがしは極ごく秘ひに行え。凜莉が毒に気づかなかったのは、不幸中の幸いだ。毒が仕込まれていた事は凜莉に話すな。お前はそのまま講義する名目で凜莉に張り付いて警護しろ」

　凜莉を不安にさせたくなかった。あらゆる危険から守ってやりたかった。

　彼女は自分にとって〝特別〟だ。

「御ぎよ意い」

　我嵐が礼をして、足音も立てずに部屋を出て行った。

「俺のそばにおいたが為ために危険な目にあわせたのかもしれない。だったら、凜莉を守る為にいま一番必要な事は……」

　自分にとって辛つらい選せん択たくだが、ある計画を実行するしかないと、決意した。
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　凜莉は緊きん張ちようで心臓が飛び出そうになっていた。予備選考が始まって四日目になっていた。運良く最終日に面談を受ける事になったので、この七日間行ぎよう儀ぎ作法の所作を再さい確かく認にんしつつ、我嵐につきっきりで神瑞国の歴史や国政についての講義を受けた。

　そしていよいよ今日は、美人会の予備選考である面談が行われる日だった。

　広間に一人一人呼び出されて、挨あい拶さつや所作を見られ、審しん議ぎ担当の官人と相対して一問一答を行うらしい。部屋で待機していると、開け放たれた戸の向こうにいる我嵐が、腕うで組ぐみをした。

「凜莉、深呼吸しろ。顔も身体もがちがちだぞ」

　目の前にいる涼果も頷うなずいていた。

「わかっているけど、緊張するの。どうしよう。失敗したら。……そうだ。こんな時こそ！」

　右手にある文ふ机づくえに小さな香こう炉ろがあった。

　棚たなから布ぬの袋ぶくろを取り出して、中にあった練り香を香炉に入れて火をつける。

「これは気分を落ち着ける香なの。これを焚たけば……」

　白い煙けむりが上がると、涼果がほっとした顔付きになった。

「わあ、甘あま酸ずっぱくていい香りですね」

「ええ。これだったら、隣となりの人も苦情を言わないと思うわ」

　大きく息を吸い込んでゆっくりと吐はき出した。

　香を身体に取り込むと、肩かたの力が抜ぬけていくのが自分でもわかった。

「香はよく眠ねむって心身を清せい浄じようにし、精神を統一して災わざわいを除くとされているのよ。薬と違って常に用いても、障さわりがないのが香のいいところなの。……少しずつどきどきがとれてきたわ。身体から余分な力も抜けてきたし」

　目を瞑つぶって香に身を任せていると、ふいに声が聞こえた。

「凜莉姫ひめ、審議官がお呼びでございます」

　目を開けると、廊ろう下かに従者が跪ひざまずいている。深呼吸して背筋を伸のばした。

「はい」

　ゆっくりと立ち上がり、我嵐と涼果に目配せする。そして頷いてから部屋を出た。







　香のおかげか、息苦しいぐらいの緊張はとれていた。

　凜莉は広間に向かい、戸の前で礼をとった。

「失礼いたします」

　頭を下げると、広間の中から声がした。

「どうぞ」

　中にいたのは黒い組くみ領えり襦じゆ裾くんを着た三人の官人達だ。

　彼らに一いつ斉せいに見つめられて、一いつ瞬しゆん息が止まりそうになる。

（落ちついて。怖おじ気づいては駄だ目め。だけど、堂々としすぎても駄目。慌あわてず、ゆっくりと）

「蓮れん凜莉姫ですね。お座りください」

「失礼します」

　指先にまで緊張の糸を張っているが、香のおかげで余分な力は抜けていた。

　しずしずと進み出て腰こしを下ろすと、正面に横一列に並んだ官人達の真ん中にいる男が口を開いた。

「私は、内ない侍じ省しようの長おさで明めい後こう輪りんと申します。お会いするのは初めてですね」

　内侍省は宮きゆう廷てい内において後宮を管理する部署だ。その長という明後輪は四十代前半で、黒くろ髪かみを丁てい寧ねいに結ゆい上げていた。細くて鋭い目でじっと見つめられて、緊張が一気に高まる。

「はい。初めまして。お会いできて光栄です」

　麗華宮の才人である自分は、本来なら内侍省の長とこうして話をする事じたい、恐おそれ多い事だった。頭を下げると、後輪は口元だけでわずかに微笑ほほえんだ。

「麗華宮での暮らしはいかがですか？」

「みなさまにとてもよくして頂いております」

　あまりよけいな事は言わない方がいいかと、口元には笑みを絶やさず言葉少なに答えた。

「美人会は、次期皇こう帝ていとなられる煌翔様に仕える四し妃ひを選びます。四妃は麗華宮を取り仕切る、いわば責任者でもある。美しさや礼儀作法も必要ですが、百人を超こえる姫達をまとめられる力も必要になってきます。あなたはその責任を負えますか？」

　身分の高い姫達をまとめるのはかなり難しいだろう。いままでは自分の宮ぐうが欲しいばかりに四妃を目指していたが、改めて大変な役目なのだと思った。

「……はい。全身全ぜん霊れいをかけて、煌翔様の為にお仕えしたいと思います」

　その気持ちは噓うそではなかった。煌翔は皇帝になったら、女性でも香士になれるような世の中を目指すと言っていた。その彼の気持ちに添そっていきたいと思っている。

「いいお返事だ。あなたはかなり意志が強いとお見受けする。四妃となればあらゆる誘ゆう惑わくが襲おそいます。四妃はその誘惑に負けない強い意志が必要だと、私は思います」

　後輪は淡たん々たんとした口調だった。彼の噂うわさは涼果から聞いたことがある。

〝賄賂わいろを贈おくろうとした翼よく舞ぶ宮ぐうの姫を、一いつ喝かつして追い払った〟と涼果は話していた。

　その姫の父親は宮廷でもかなりの地位にあったらしいが、後輪は頑がんとして賄賂を受け取らなかったらしい。後宮でのさまざまな事を決められる立場にある彼にはそうした誘惑も多いだろう。

（すごく恐こわそうな人だけど、でも涼果の話からすると一本筋の通った人みたい……）

　顔付きは鋭くて、蛇へびに似ていると思った。

　細い目がこちらに向けられると、まるでじろっと睨にらまれているように思えた。

　ついびくっとしてしまいそうになる自分を律して、背筋を伸ばす。

「いまのお言葉、肝きもに銘めいじます。四妃となった暁あかつきには、神瑞国の発展の為、あらゆる誘惑に負けず麗華宮をもり立てて煌翔様の為に尽つくします」

　真しん剣けんな顔で頷くと、後輪がやや微笑んだ。笑うと、意外と優やさしそうな顔つきになった。

「なかなか見所があるようですね。……そういえばもうずいぶん前ですが、私には尊敬する方がおりました」

　急に話し始めた後輪に、思わず目を瞬またたかせた。

「その方は、香道省の長でした。いろんな香こうを調合して病気で苦しんでいる人々を助けていた。私も救われた一人です。その方もどんな誘惑にも負けずに香の調合に一生を捧ささげられていた。……あなたは、やはりあの方によく似ている」

　後輪の言うあの方が自分の父親である央おう西さい堂どうだと、すぐにわかった。

　最初は身元を偽いつわって麗華宮に入ったが、父が央西堂だというのは、以前行われた調香会に出ていた者達には知られていた。後輪もおそらく、知っているのだろう。

　父の無念を晴らしたい気持ちももちろんあるが、香士になるという夢を叶かなえる為にも、秘宝香の調合に必要な環かん境きようを整えたい。

　それにはこの予備選考をどうあっても乗り切る必要があった。

「わたしも香の調合が好きです。その方に負けないよう香の道に精しよう進じんしたいと思っています。香の力は無限です。その力で煌翔様のお役に立ちたいと思っています」

　後輪が満足そうに頷いた。

「そうですか。それを聞いて安心しました。では始めましょう」

「はい」

　静かに返事しつつ、心の中で気合いを入れ、予備選考に臨のぞんだ。
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　後輪からはかなりの数の質問を受けた。すらすらとまではいかなくても、それなりに的確に答えられたと、凜莉は思った。張り詰つめた緊きん張ちようを少しでも逃のがそうと、小さく息をつく。

「……では、これが最後の質問になります」

　後輪の言葉に、表情は引き締しめたまま心の中でほっとした。

「神瑞国についての質問です。神瑞国の周りにはどんな国がありますか？」

　それは我嵐から何度も説明されていた。必ず質問されるから、絶対に覚えておけと。

　我嵐に感謝しつつ、まっすぐに後輪を見つめた。

「大陸の東側に位置する神瑞国の東と南と北には海があり、西には湖こ蘭らん国こくがあります。そして湖蘭国を挟はさんだ大陸の西側には、蔡さい倫りん国こくがあります」

「では、湖蘭国との間にある鉱山の事はご存じですね」

「はい。鉱山からはたくさんの金が採れます。鉱山を挟んだ隣りん国ごくである湖蘭国とは、鉱山の利権を巡めぐって諍いさかいが絶えませんでした。しかし朱令聞皇帝陛下の代になってから、一度も戦いくさは起きていません。陛下は外交によって、湖蘭国との友好を保っています」

「鉱山の利権は、いまはどちら側にありますか？」

「神瑞国です。鉱山で採れた金の四分の一を湖蘭国に渡わたす事で、両国が合意しています。陛下が合意をとりつけた二十年前の三さん平へい安あん国こく儀ぎは、伝説となって今後も語り継つがれるでしょう」

　我嵐が教えてくれた事を自分なりにまとめて話すと、後輪が感心したように頷うなずいた。

「ほう。三平安国儀の事もご存じのようですね。では、その内容も聞かせてもらいましょう」

「三平安国儀は二十年前、神瑞国と湖蘭国、そして蔡倫国の皇帝が一堂に会して行われました。朱令聞皇帝陛下は神瑞国の皇帝になられたばかり。長く続いていた不和を解決する為ため、湖蘭国の皇帝に採れた金の四分の一を渡す事を条件に、鉱山の利権を正式に手に入れられました」

　言葉にすれば簡単な事のように思える。

　しかし金が採れる鉱山を、湖蘭国もやすやすと諦あきらめるはずがない。

　だからこそ長い間の戦いの歴史があったのだ。

　三平安国儀で行われた三人の皇帝による話し合いの様子は、詳くわしくはわからないらしい。

　しかし、朱令聞皇帝が蔡倫国の皇帝を味方につけて、湖蘭国の皇帝をやり込めたというのがもっぱらの噂だった。無表情だった後輪が、わずかに微笑んだ。

「……なかなかいい答えです。四妃は皇帝を支えるのが一番の仕事です。皇帝の話し相手となるには、国政をよく理解している必要がありますから」

　後輪が持っていた紙を目の前の文ふ机づくえに置いて、手を膝ひざに置き直した。

「では、これで終わります。結果は明日あす発表しますので、それまでお待ちください」

「はい」

（なかなかいい答えだと言ってもらったから、きっと褒ほめられたのよね？　よかった……！）

　嬉うれしかったが、顔には出さずに頭を下げた。

「では、失礼致いたします」

　しずしずと、最後まで気を抜ぬかずに部屋を出る。
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　戸をそっと閉めてから、大きく息をついた。

　褒められはしたが、油断はできないと思った。

　子どもの頃ころから、知性と美しさを磨みがき抜かれた姫ひめ達に、そう簡単に勝てるはずがない。

　それでもまだ希望はもてると気持ちを奮い立たせ、涼果と我嵐が待つ裏庭へ向かった。




[image: ]




　凜莉は、裏庭にある小さな東あずま屋やで待っていた我嵐と涼果に歩み寄った。

　涼果が立ち上がり、東屋から飛びだしてくる。

「どうでしたか？　凜莉様」

「やるだけやったわ」

　目の前に立った我嵐も、心配そうな顔付きをしていた。

「質問はどうだった。俺の予想は当たっていたか？」

「ええ。ばっちりだったわ。ありがとう。我嵐のおかげで何とか答えられたわ」

「凜莉がしっかり覚えたから答えられたんだ。よかったな」

　我嵐の言葉が何より嬉しかった。後輪から出される質問はかなり難しいものが多かったが、直前に気分を落ち着ける香を焚たいたおかげで、冷静に答えられた。

　自分に出来る精いっぱいの事ができて、ほっとしていた。

「結果は明日発表されるそうよ。あとは結果を大人しく待ちましょう」

　我嵐がわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「一いつ緒しよに結果を聞きたかったが、明日は無理なんだ。さっき部下から連れん絡らくが来て、ちょっと忙いそがしくなりそうでな。一緒にいてはやれないが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ。わたしは大丈夫だけど、何かあったの？」

　軍を司つかさどる大将軍の我嵐が忙しいというのは、心配だった。

　首を傾かしげると、我嵐が困ったような顔になる。

「実は数日前から湖蘭国の皇太子が我が国を訪おとずれているらしい。お忍しのびで滞たい在ざいしていて、明日には宮きゆう廷ていに挨あい拶さつに見えられるようだ」

　腕うで組ぐみをした我嵐に、思わず目を見張った。

「湖蘭国って隣国の？」

　頷いた我嵐を見て、涼果と目を見合わせた。

「湖蘭国とは、神瑞国との境にある鉱山の事で対立していたのよね。さっきも後輪様からその質問を受けたわ」

「ああ。皇こう帝てい陛下の外交手しゆ腕わんのおかげで、戦は避さけられているが、いつ何なん時どき何が起こるかわからない緊張状態にある。湖蘭国の皇太子に我が国で何かあればかなりまずい事になるだろう」

　神瑞国の皇帝、朱令聞は長い神瑞国の歴史の中で唯ゆい一いつ戦を行っていない皇帝だ。賢かしこく平和の為に尽じん力りよくした皇帝だと、神瑞国がある大陸の国だけではなく、船で交易する海の向こうにある国々からも尊敬されていた。我嵐がため息混じりに息をつく。

「もっと早く来る事がわかっていれば、宮廷に入る前に止める方法を探せたが、明日来ると言われてはもう受け入れるしかない。門前払ばらいはさすがにできないしな。しかし、正直なところ来ないでほしい。いや、来るなと正面から怒ど鳴なりたい」

「いやだ、我嵐ったら、似合わない冗じよう談だんを……」

　笑おうとしたが、我嵐の顔を見て表情が固まった。

「我嵐、すごく恐こわい顔をしているわ。いまの、もしかして本気で言ってたの？」

　我嵐は礼儀にうるさくまじめな人間だ。隣国の皇太子にそんな言い方をするはずがなかった。

　しかし我嵐は大きく頷いた。

「ああ、本気だ。湖蘭国の皇太子には何度か会った事がある。不ふ遜そんな言い方だが、あまり親しくしたいとは思えないお方だ。何より、煌翔様と昔から性格が合わなくて、二人の取りなしをするのが俺の役目だった。はっきり言うがうんざりだ」

　我嵐がここまで言うからには、湖蘭国の皇太子はそうとう性格に難ありな人物だと思った。

「湖蘭国の皇太子様は宮廷に何をしにいらっしゃるの？」

「香道省の視察らしい。湖蘭国にも香こう士しはいるが、神瑞国ほど地位は高くないそうだ。香も神瑞国ほど発展していないらしい。湖蘭国でも香を用いて病人の治ち療りように当たりたいので、香道省がどんなところか見たいという話だ」

　湖蘭国には行った事はないが、山と美しい湖があると聞いていた。我嵐が大きく息をつく。

「とにかく煌翔様にいつもの毒どく舌ぜつは控ひかえて頂くようお願いしなくては。湖蘭国の皇太子様には、傷一つ負う事なく帰って頂くのはもちろんだが、嫌いやな気持ちにさせるのもまずい。あちらの皇帝にどうねじまげられて伝えられるかわからないからな。気を遣つかいすぎるくらい遣わなくては」

　我嵐はかなり気が重そうだった。

「大変そうね。わたしにできる事だったら何でも協力するわ。言ってね」

　我嵐がようやくいつもの優やさしい笑えみを浮うかべた。

「ありがとう。そう言ってくれるだけで嬉しい」

　微笑ほほえみあっていると、我嵐の視線がふと頭上を越こえて自分の背後へと向けられた。

「煌翔様」

　我嵐の声で振ふり向くと、煌翔が姫を四、五人連れてこちらに来るところだった。

　その様子を見て、思わず首を傾げる。

（珍めずらしいわね。煌翔様が麗華宮にいらっしゃるなんて。しかも姫達にずいぶんにこやかな顔をされているわ。いままでは自分の後宮なんていらないって言って、姫達を避けていたのに）

　疑問で頭がいっぱいになったものの、まずは跪ひざまずいた。煌翔は皇太子で、姫達は自分より身分が高い女性ばかりだ。礼を尽つくすのが麗華宮での自分の立場だった。

　我嵐も片膝をついて、頭を下げる。

「明日あす、湖蘭国の皇太子様がお見えになりますが」

「知っている。せいぜい歓かん迎げいしてやって、おだててやれ。そしてさっさと帰ってもらえ」

「まあ、煌翔様。ひどい言い方」

　くすくすと笑う姫ひめ達に煌翔が微笑んだ。

「そうそう、湖蘭国の皇太子はかなりの女たらしだ。誘さそわれてふらふらしないでくれ。俺が寂さびしくなる」

（なに!?　いまの台詞せりふ！　煌翔様の声だったけど、絶対に煌翔様が言いそうにない台詞よね）

　驚おどろいて見つめたが、煌翔は姫達に微笑んだままだ。

　どうやら自分の聞き間ま違ちがいではないようだった。隣となりにいる我嵐も目を丸くしている。

　煌翔が姫達の肩かたを抱だいた。

「さあ、行こうか、姫達」

　煌翔が一歩踏ふみ出そうとすると、姫達の一人が声を上げた。

「煌翔様。凜莉姫はお茶会に誘われないんですか？　お気に入りだと伺うかがいましたが」

　笑顔だが、目は笑っていないのは蘭らん々らんだ。彼女は以前から身分が低い自分が麗華宮に入った事が許せないらしく、目の敵かたきにしていた。煌翔がちらりとこちらに目を向ける。

「誰だれがそんな噂うわさを立てた。こんな色気もなくて容姿も中ちゆう途と半はん端ぱな娘むすめがお気に入りなんて。趣しゆ味みが悪いと思われるからやめてくれ。この娘は鼻が利きいて便利だからたまに話をするだけだ」

　一いつ瞬しゆん何を言われたかわからなくて、目を見開いた。見つめると、煌翔はふんっと鼻を鳴らす。

　姫達を連れて、煌翔が去って行く。後ろ姿を見送りながら、呆ぼう然ぜんとした。

（どうしたんだろう。いまの言い方、ずいぶん刺とげ々とげしかったけど……）

　桃ももと菓か子しを贈おくってくれたのはつい先日だ。あの時といまの彼はまったく態度が違っている。

　煌翔の口が悪いのはよくわかっているが、いまの態度は以前の彼とも違っていた。

（まるで、わたしを嫌きらっているみたいな言い方だった。でも四し妃ひに入って欲しいって煌翔様から言われているのに、いまの態度はどういう事なんだろう。もしかして何か事情でもあるのかな……？）

　煌翔の考えている事はわからない。冷たい物言いも多いが、懐ふところは大きい人なのではないかと思っていた。そんな彼のとつぜんの態度の変化は、きっと考えがあっての事だろう。

　彼が何も言わない以上、こちらから理由を聞いたりするのはよくないのではとも思う。

　考えた末に、次に会ったらそれとなく、どういう事なのか聞いてみようと心に決めた。
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　麗華宮にある大広間には、色とりどりの曲きよく裾きよと呼ばれる着物を着た姫達が座っていた。

　頭にはそれぞれ花や鳥をあしらったかんざしをさし、みんな綺き麗れいに化け粧しようしている。

　大広間の後方に座った凜莉は、百人を超こえる姫達の姿に圧あつ倒とうされていた。

（この中から、予備選考を通過した十人が選ばれるのね。もうすぐ後輪様がいらっしゃって発表なさるって聞いたけど、緊きん張ちようするわ！　それにしても麗華宮の姫達が全員揃そろったのを見たのは初めてだわ。みんな綺麗な方達ね……）

　息苦しいぐらいの緊張感の中で姫達を見つめた。

　みんな高価な着物や装そう飾しよく品を身につけていて、豪ごう華か絢けん爛らんな光景だ。

　自分も赤い曲裾をまとい、花のかんざしをさしている。これは後宮に入る際に、木蓮が買ってくれたものだ。かなり高価なものなので、衣い装しようや装飾品だけなら他ほかの姫達にひけはとらない。

　しかし顔立ちがよく品のいい姿をした姫達を差し置いて、自分が選ばれるなんて事が本当にあるのかと不安が襲おそった。

　落ち着かない気持ちになりつつもじっと待っていると、後輪が従者を二人引き連れて大広間に入ってきて、姫達に向かいあうように正面に座った。

「姫達よ。お集まり頂き、ありがとうございます。いよいよ麗華宮においての四妃が選ばれる事になりました。姫達は全員、煌翔様にお仕えする為ために麗華宮に参られたと思います。后こう妃ひ候補となる四妃は、皇帝となる煌翔様に尽くし、麗華宮を取り仕切って側室達を束ねるのが役目」

　後輪が姫達をゆっくりと見回して言葉を続けた。

「美しさはもちろんの事、行ぎよう儀ぎ作法や国政についての理解が必要です。予備選考で一人一人と話をさせてもらい、知識や行儀作法の所作を審しん査ささせて頂きました。────これより、上位十人を発表します」

　凜りんとした声が響ひびいた。姫達にも緊張が走ったのが、空気でわかる。

　心臓がきゅっとなったが、何とか呼吸して緊張を逃にがした。自信があるわけではないが、我嵐や涼果に協力してもらって、やれるだけはやった。あとは結果を待つのみだ。

「まず、首席、壬じん翡ひ翠すい」

「はい」

　呼ばれたのは、宰さい相しようの娘として麗華宮での身分が一番高く、美しさにおいても他を圧倒する翡翠だ。人形のように整った顔立ちの彼女は、初めて会った時は何を考えているかわからなくて、近寄りがたい印象があった。しかしひょんな事から二人だけで話をした時、徳の高い方の妻になるのが女の幸せだと教えられて育てられた事に不満を覚えていると話してくれた。

　翡翠は本当は自立したいようだった。

　結けつ婚こんも、煌翔が本当に好きなので彼の妻にはなりたいが、好きでもない人とはどんなに相手の徳が高くても嫌なのだと。純じゆん粋すいな彼女の気持ちには共感できた。

　翡翠は堂々とした仕草で返事をして、頭を下げた。周りにいる姫達からも羨せん望ぼうの眼まな差ざしが向けられている。翡翠が首席で合格したのに異論を唱える者などいなかった。

　後輪が再び名前を呼んだ。

「漢かん蘭々。栄えい珠しゆ華か……」

　聞き覚えのある名前が聞こえて、見覚えのある姫達が礼をしている。

　しかし自分の名は、一向に呼ばれる気配はなかった。

（まずい……！　もう次が十人目だわ。次に呼ばれなかったら終わりよ。どうしよう）

　焦あせりと不安で汗あせが額を伝った。じっと黙だまって待っていると、後輪が一つ息をついた。

「では、十人目。最後の一人」

　どきっとして、息が止まりそうになった。

「────蓮、凜莉」

　聞き間違いかと思ったが、姫達の視線が一いつ斉せいにこちらに集まったので間違いではなさそうだ。嬉うれしくて思わず微笑ほほえむ。

「はい！」

　返事すると、後輪がこちらに目をやり、一つ頷うなずいた。

「以上十人が四妃候補として最終選考を受ける事になります。最終選考の内容は明日発表されるので、それまで待っていてください」

　立ち上がった後輪に、全員で礼をした。頭を下げたまま、心の中で拳こぶしを握にぎる。

（何とか最終選考を受けられるわ。これで希望は繫つながった！）

　後輪が大広間を出たので、一呼吸置いてから腰こしを上げた。廊ろう下かに出ようとする姫達の邪じや魔まにならないようしばらく待つ。残り数人になってから、戸へと向かおうとした。

「お待ちなさい」

　ふいに腕うでを引っぱられた。驚いて振ふり返ると、珠華だった。彼女の後ろには蘭々を始め、数人の姫達が立っている。まなじりを決した彼女達は美しい分、迫はく力りよくがあった。

「なんでしょうか……？」

　あっという間に囲まれた。戸と惑まどいつつ、目の前にいる珠華を見ると、明らかに怒おこっている表情をしていた。右隣にいた蘭々も同じような表情をこちらに向ける。

「あなた、美人会に出るつもりなの!?　参加は自由なはずだから、当然辞退すると思っていたのよ。だってあなた、煌翔様の妻になりたくて麗華宮にきたわけではないって言ってたでしょう」

　詰きつ問もんするような口調だった。珠華が頷く。

「そうよ。ここにきたのは香こう士しになる夢を叶かなえる為だって言ってたじゃない。それなのにどうして煌翔様の四妃になる為の美人会にでたの？　私達はてっきりあなたは参加しないものだと思っていたのに」

「それは……」

　秘宝香を調合する為に自分の宮ぐうが欲しいから、という理由を伝えるわけにはいかなかった。

　極ごく秘ひ裏りに行っている国秘に関かかわる事を、軽々と口にするわけにはいかない。それに煌翔から初はつ恋こいの人に会う為に四妃に入ってくれと頼たのまれているが、それも彼女達には言えなかった。

「どうしたの？　理由があるならはっきり言いなさい」

　珠華に詰つめ寄られたが、答え方次し第だいではまずい事になると頭を巡めぐらせた。

（秘宝香の事は絶対に言えない。だけどうまくごまかす噓うそもとっさには思いつかないわ。何とかこの場を乗り切らないといけないのに）

　噓は苦手だ。適当に言えばいいとわかっていても緊張する。

　無言でいると、蘭々達の怒いかりが更さらに強くなるのがわかった。

「夢だなんて言って、結局は煌翔様の后妃の座を狙ねらっているんでしょう！　黙っているのは言い逃のがれができないからじゃないの？」

　蘭々達に睨にらまれて、身を竦すくませた。

「待ちなさい」

　鈴すずの転がるような声は翡翠だった。

　見ると、蘭々の後ろで翡翠がいつもの無表情な顔付きで佇んでいた。

「翡翠姫ひめ」

　全員が頭こうべを垂れた。翡翠は麗華宮の中でも一ひと際きわ目立つ存在だ。

　以前調香会で皇こう帝ていを毒殺しようとした犯人だと疑われて捕つかまり、牢ろうから逃げ出した時、翡翠は追っ手を追い払はらってくれた。翡翠は自分の力で夢を摑つかみたいと言った言葉に共感してくれたのだ。その時の事を思い出しつつ見つめると、翡翠はさっと目をそらした。

「……結局は凜莉姫も夢より煌翔様の妻の座を選んだのよ」

　翡翠の言葉に、目を見開いた。しかし、すぐにそう言われても仕方ないとも思った。

（傍はたからみたら、確かにわたしの行動はそう見えるわ……）

　翡翠にだけは本当の事を話したい気持ちになったが、周りに他の姫もいる状じよう況きようでは何も言えなかった。どうしようもなくて黙り込むと、翡翠がふうっと息をついた。

「何も言わないの？　もしかしたら事情があるのかもと思っていたけど、黙っているという事は、あなたが私に噓をついたという事ね。私も馬ば鹿かだわ。後宮にはまじめなふりをしていくらでも噓をつける女性がいるってわかっていたはずなのに。一いつ瞬しゆんでもあなたを信じてしまった」

　わずかに翡翠の口角が上がった。皮肉を込めた表情とこちらに向けられた目は冷たかった。

　どうすればいいかと思っていると、ふいに背後から声が聞こえた。

「これはこれは。美しい花達が咲さき誇ほこっているね。まるでここは楽園のようだ」

　涼すずやかな男の声とともに、あまり嗅かいだ事のない香かおりがした。

　声と香りがする方を向いて、思わず我が目を疑う。声と香りの主は二十代前半の男だった。

　さらさらとした銀色の長い髪かみを結ゆい上げていて、薄うすい茶色の瞳ひとみをしている。

　華はなやかな髪の色にも負けないような整った顔立ちをしていて、細身で背も高い。

　神瑞国の民たみは龍りゆうの血を引くという皇族以外、黒髪に黒い目だ。

　銀ぎん髪ぱつに薄い茶の瞳を持つ者など見た事がなかった。

　何より、彼から漂ただよう匂におい香は、神瑞国ではあまり使われない麝じや香こうを基本にしたものだった。

　麝香は動物の分ぶん泌ぴつ物からとれる香りで、温かく深みがあってやや甘い、とてもいい香りだ。

　しかし神瑞国には麝香を分泌する動物が生息していないので、手に入れる事が困難だった。

　子どもの頃ころから香に接しているが、麝香の香りを嗅いだのは数回だけだ。

「誰だれなの!?」

「麗華宮に男性が入って来たわ!?」

　ざわつく姫達を手で制して、翡翠が男を見つめた。

「ここは麗華宮です。男性は皇族と許可を得た方以外立ち入り禁止です。珠華姫、衛兵を呼んで」

　珠華が慌あわてて駆かけ出そうとした。

「待って。私はあやしい者ではないよ」

　男は堂々としていた。身なりがよくて、とても侵しん入にゆう者には見えない。

　この国では見た事もない風ふう貌ぼうも相まってか、翡翠が戸惑うような目を向けた。

「もしや、他国からのお客様でしょうか？」

　彼が他国からの客人であれば、やたら侵入者扱あつかいをすれば失礼になるかもしれない。

　衛兵を呼んでしまうと彼に恥はじをかかせる事にもなるだろう。

　翡翠もおそらく同じ事を思っているのか、不ふ審しんげな視線を送っているものの、言葉遣づかいは丁てい寧ねいだった。

「まあ、そんなところかな。それにしても、君は美しい花達の中でも特別に可か憐れんな花だね」

「……お褒ほめにあずかりましたが、私は花ではなく人間ですので」

「ああ、その冷たそうな返しがいいね。君の美貌にぴったりだ」

　翡翠が何を言っても男性は堂々とした態度のままで、姫達を見回した。

「何か揉もめているみたいだが、どうしたんだ？　綺き麗れいな女性が怒っている姿もなかなか素す敵てきだが笑っている顔の方がいい。私は君達が笑っている顔が見てみたいな。よかったら見せて？」

　男が首を傾かしげて微笑む様は、まるで絵物語に出てくる美麗な天人のようだ。

　珠華達がぽうっとなった表情のまま、彼の言葉に合わせてにっこり笑う。

「やっぱり君達の笑顔は可愛かわいいね。煌翔がうらやましい。美女揃ぞろいの後宮をもっているなんて」

（ん？　いま、煌翔様の事を呼び捨てにしたわよね。いったい、何者なの、この人！）

　驚おどろいていると、廊下を走る音が聞こえてきた。

「聖せい雷らい様！」

　目を向けると、駆け寄って来たのは我嵐だった。

「困ります。ここは麗華宮です。勝手に入らないでください」

　聖雷と呼ばれた男は、わざとらしく驚いた顔をした。

「ああ、すまない。我嵐がふらふらどこかに行ってしまうから、はぐれてしまって。捜さがしているうちに迷ってしまったんだ」

　我嵐は無表情だったが、頰ほおがわずかにひくついているのに気づいた。

「俺はずっとそばにいました。あなたが俺の隙すきをついて姿をくらましたんでしょう。それにはぐれたのはここからずっと離はなれた宮きゆう廷ていの北側です。ここまで歩いて来るとかなりの距きよ離りがあります。偶ぐう然ぜん迷い込んだなんてずいぶん無理がありますが」

　理路整然と言い返されても、聖雷は涼しい顔だった。

「いいや。偶然だよ。それとも私が勝手に君とはぐれて、勝手に後宮に入り込んだと言いたいのかい。後宮に許可なく入った男は死し刑けいだ。私の首もはねるのかな？」

　強気な言い方だった。我嵐が一瞬黙だまり込んで、そして小さく息をついた。

「いいえ。聖雷様はここに迷い込まれたようですね。はぐれてしまったのも俺の責任です。どうか、お戻もどりください」

　我嵐はまったくそうは思っていないような口ぶりだった。聖雷はふっと笑う。

「大人になったね。我嵐。昔はこうと思ったら絶対に曲げなかったのに。いまは状況を考えられる余よ裕ゆうが出たみたいだ。……前の意固地な感じの君が可愛かったのに。からかいがいがなくなってしまったね」

　最後の言葉は小声だったが、我嵐にはしっかり聞こえていたと思う。

「もう一度言います。お戻りください。聖雷様」

　慇いん懃ぎん無礼な様子でわざとらしくお辞じ儀ぎをした我嵐を見て、聖雷がため息をついた。

「仕方ないな。……ん？」

　聖雷がそっと目を閉じた。

「沈じん香こうの香りがする。好きな香りだ。誰かの匂い香かな。これは初めて嗅ぐ香りだが」

　呟つぶやくような声に、胸むな元もとに手をあててはっとした。そしておずおずと声を上げる。

「香にお詳くわしいんですか？」

「いま勉強中なんだ。これは君の匂い香かな？」

「はい。こちらです」

　身なりや我嵐に対する話しぶりから、聖雷は身分が高いのだろうと思った。

　失礼にならないよう気を遣いながら、胸元から青い布ぬの袋ぶくろを出す。

　それは先日作った匂い香だった。

　自作の香は失敗する事が多いのだが、これはなかなかうまく調合できたと自負している。

　聖雷が布袋を手に取って鼻に近づけた。

「……いい香りだ。甘すぎず、刺し激げきも少ない。女性が身につける匂い香としては最適だよ。何より、私は沈香が好きだ。しかしあまり我が国では使われないので、残念だと思っていた」

「我が国……？」

　ふと、昨日の我嵐の話を思い出す。

　我嵐は、隣りん国ごくの皇太子が宮廷に挨あい拶さつに見えられると言っていた。

（他国の方だとは思っていたけど、まさかこの方は隣国の……？）

　聖雷の話に首を傾げていると、ふと彼がこちらに目を留めた。

「これはもしかして君が調合したのかい？」

　頷うなずくと、聖雷が満面に笑みを湛たたえた。そしてそのまま大おお仰ぎような仕草で跪ひざまずく。

　絵物語に出てくるような麗うるわしい男性が、目の前で両手を拡ひろげ、甘く囁ささやいた。

「では、君が噂うわさの凜莉だろう。初めまして、凜莉。私は燈とう聖雷。湖蘭国の皇太子だ。────君に会いに来たんだ」

　あまりに予想外の言葉を向けられて、頭が混乱した。

（やっぱり……！　でもわたしに会いに来たってどういう事!?　噂ってなに!?　ああ、どれから驚いていいのかわからない！）
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　どう返事していいかわからず、跪いた聖雷と思わず見つめ合ってしまった。







「聖雷殿どの！　何をやっておられるのですか！」

　聖雷に跪かれて固まっていた凜莉は、煌翔の声にはっとした。

　大広間に入ってきた煌翔はこちらを見て、呆あきれたような怒おこっているような表情になる。

「姫ひめ達は部屋に戻れ」

「そう言わないで、煌翔。もっと可愛らしい花達と戯たわむれたいよ」

　聖雷が胸に手を当てた。煌翔が怒いかりを堪こらえた表情で、彼の前に立つ。

「聖雷殿、ここは俺の後宮で……」

「殿なんてつけるのは他人行儀だ。私と君の仲じゃないか」

「いいえ。親しき仲にも礼儀ありですから」

「そんな態度をとらないでよ、煌翔。私と君と我嵐は子どもの頃ころからの友達だろう。もっとざっくばらんに」

　にこやかな聖雷に対して、煌翔は無表情だ。しかしいまにも怒りを爆ばく発はつさせそうなのは、見ていてもわかった。煌翔は聖雷ではなく、こちらに顔を向けた。

「姫達。早く部屋に戻るように」

　翡翠達が戸と惑まどいつつも大広間をあとにした。続こうとすると、聖雷にさっと手を握にぎられる。

「待て。凜莉。君に会いに来たと言っただろう。話を聞いてくれ」

　頼たのむような口調だが、握った手は力強くて有う無むをいわせないという意志が伝わってきた。

　とつぜんの事にどうしたらいいかと躊ちゆう躇ちよしていると、煌翔がさっと反対側の手を握ってきた。

　そのまま彼の方へと強ごう引いんに引き寄せられる。

「湖蘭国の皇太子殿をおもてなしできるほど、まだ側室達のしつけができていません。失礼な事をしては申し訳ないので、ご勘かん弁べんください」

　煌翔の笑えみは、辺りを凍こおり付かせるかのように冷たかった。

　しかし聖雷は気にした様子もなく、くすっと笑った。

「俺の女に触さわるなってはっきり言ったらどうだ？　それぐらい強引な男が女性は好きだよ」

「さっきから気になっていましたが、どうして凜莉の名前を知っているんですか。それに凜莉に会いに来たってどういう事です？」

「さっき香道省の香士から、女性で香の調合ができる者が麗華宮にいると聞いたんだ。私が神瑞国に来たのは、湖蘭国でも香をもっと広めたいと思っているからだ。それで神瑞国の香士に香道省を案内してもらったり香についての話を聞かせてもらいたいと思っている。だけど香士は男ばかりだろう」

　聖雷は派手にため息をついた。

「むさ苦しい男が焚たいた香より、可愛かわいらしい女性が焚いた香の方がよく効く気がするんだ。話をするのだって、男よりも女性との方が楽しいし。だから神瑞国にいる間、凜莉に案内を頼みたいと思っていたんだ」

「……つまり、凜莉を探して麗華宮に入り込んだと認めるわけですね」

　鋭するどく聞いた煌翔に、聖雷がぶんぶんと首を振ふった。

「いや、違ちがうよ。わざと入り込んだとしたら、首を切られるじゃないか。迷ってしまったんだ。そして偶ぐう然ぜん凜莉と会った。この偶然はきっと運命だ。凜莉と私が結ばれるというね」

　大げさに両手を拡げて歌うように高らかな声を上げた聖雷に、煌翔が片かた眉まゆを上げた。

「湖蘭国でもそうやって運命だからと女性を口説きまくって、お父上である皇こう帝ていが困っておられると伺うかがいましたが？」

「煌翔。冷たい言い方をしないでくれよ。友達の恋こいを応おう援えんしてくれてもいいじゃないか。凜莉を案内役に貸してくれ」

　聖雷に親しげに肩かたを叩たたかれて、煌翔は怒りの炎ほのおを瞳ひとみに宿した。

「……湖蘭国一の頭脳を持つと言われるあなたに友だと仰おつしやって頂くのは光栄です。その頭脳を女性を口説く事以外にもお使いになれば、湖蘭国はもっと繁はん栄えいするでしょう」

　煌翔がにっこり笑った。しかしその灰はい褐かつ色しよくの目は、まったく笑っていなかった。

　聖雷が意地の悪い笑みを返した。

「神瑞国の皇太子は、皇帝の代わりに政まつりごとを行う有能な男だと他国でも評判だ。君の方こそ、その有能さを伴はん侶りよを得る事に費ついやしてみたらどうだ。女性と接するのは、国を安定させるのに大きく役立つと思うけど」

（この二人……相あい性しよう悪そう）

　二人の言い分を聞いていると、まったく考えが正反対なのがわかった。それでも、お互たがい皇太子という立場がある以上、表立って激しい口争いをしないだけの理性はあるようだ。

「あなたの恋れん愛あい至上主義のお話は、また今度ゆっくり拝はい聴ちようさせて頂きます。ただ、凜莉は麗華宮の才人です。後宮から出るのも禁止されている。案内などはできません」

「凜莉が君の特別な人じゃないというならいいじゃないか。私がいる間だけ凜莉が麗華宮から出てもいいと、君が許可さえ出してくれればいいはずだ。私は凜莉が気に入ったんだよ」

「駄だ目めです。香道省の香こう士しを案内役につけますから」

「私は湖蘭国の皇太子だよ。国こく賓ひんをもてなすのは、妃きさきの務めだろう？」

　聖雷が腕うで組ぐみして、ほくそ笑んだ。

「それともまさか、麗華宮には国賓をもてなすこともできないぐらい、程度の低い姫しかいないのかな？　そんな姫達が集まっているような後宮を君がもっていると、うっかり私がよその国で話してしまったら、君の面目は丸つぶれじゃないかな？」

　聖雷は楽しそうだった。その反面、煌翔は眉根を寄せている。

　聖雷が煌翔に顔を近づけて、ゆっくりと口を開いた。

「朱令聞皇帝の翼舞宮は美び姫き揃ぞろいで、賢かしこさも国賓のもてなしも群を抜ぬいていると我が国でも噂うわさになっている。そのあとを継つぐ君の後宮の姫が国賓ももてなせないなんてね。完かん璧ぺきな皇太子だと各国に思われている君が、姫の教育もできない男だというのはなかなかの醜しゆう聞ぶんだ。みんな面おも白しろがって噂を広めるだろう。ああ、でももちろん私はそんな話をばらまいたりしないけど」

　聖雷の声は明らかに面白がっていた。

　話をばらまかないと言っているが、絶対に噓うそだとわかった。

（このままではまずいのではないかしら。後宮を管理できない皇族だとでも思われたら、煌翔様の名前に傷がつくわ）

　見ると、煌翔は無言になっていた。

　さすがに聖雷にこの調子で話をばらまかれるのは、まずいと思っているのかもしれない。

　顔には出していないが、煌翔からは思案している時に出る汗あせの香かおりがした。

「お話し中、失礼します。煌翔様、わたしでよければ、案内役と香のお話をさせて頂きますが……」

　声を出すのはかなりの勇気がいった。しかし煌翔の為ために何かしたいと思った。

　彼が皇帝に進言してくれたおかげで、秘宝香の調合に挑ちよう戦せんできるようになった。

　感謝してもしきれない。

　煌翔と我嵐は目を見開き、聖雷は喜びで満面に笑みを浮うかべた。

「何を言っているんだ。凜莉！」

　煌翔が声を上げた。思わず首を竦すくめたものの、何とか口を開く。

「わたしでは力不足かもしれませんが、湖蘭国の皇太子様に香の素す晴ばらしさを紹しよう介かいできるなら、これほど名めい誉よな事はありません」

　聖雷が胸に手を当てて、煌翔に目を向けた。

「ほら、凜莉だってこう言っているじゃないか。煌翔、君の後宮は私の後宮。君の才人は私の才人。だから凜莉に案内役を頼みたい」

　思わず啞あ然ぜんとしてしまう理り屈くつだった。

　だが聖雷は本気でそう思っているのか、余よ裕ゆうのある笑みを浮かべたままだ。

（聖雷様の言い分はかなりずれているような気がするわ。でも彼は湖蘭国の皇太子。ここには視察の為に訪おとずれていて、失礼があってはならないわよね）

　煌翔は首を横に振って口を開きかけたが、我嵐が先に話しかける。

「俺が責任を持って二人の警護をします。それでいかがでしょうか。決して危ない目にはあわせません」

　我嵐の言葉には、緊きん張ちよう状態にある湖蘭国の皇太子への配はい慮りよが見え隠かくれしていた。

　それはさすがに煌翔にも伝わったようだ。煌翔は思案している表情でこちらに目を向けた。

　そんな彼を両手を組んで見つめる。

「煌翔様。湖蘭国は神瑞国ほど香が発展していないと伺いました。でしたら、香のいいところを湖蘭国の皇太子様にお伝えしたいんです。湖蘭国でも香が病を癒いやすのに使われれば、たくさんの人々の役に立てると思います」

　香士になって心身の不調で苦しんでいる人々を楽にする手伝いがしたい。それが香士を目指す一番の理由だ。願いを込めて見つめると、煌翔が小さく息をついた。

「仕方ない。いいだろう。我嵐、二人の警護を怠おこたるな」

　ようやく色よい返事をもらえて、ほっと胸をなで下ろした。

　聖雷が満面に笑みを湛たたえて、手を叩く。

「よし、話は決まった。これからよろしくね。凜莉」

　こんなに気安く男性に話しかけられる事はいままであまりなかった。

　慣れないながらも、何とか笑みを浮かべてお辞じ儀ぎした。
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　朝になって、凜莉は着物を着き替がえつつ鏡を見つめた。

　香の視察に来た聖雷を案内する役目を賜たまわったのだが、正直に言うと気は重かった。

「気づかないうちに、失礼な事をしてしまったらどうしよう……」

　気を引き締しめないとと思っていると、ふいに部屋の戸が開いた。

「凜莉様、美人会の最終選考の内容を知らせに、さきほど官人の方が見えられました！」

　飛びこんできたのは涼果だった。すぐに彼女に向き直る。

「本当!?　いったい、どんな内容なの？」

　昨日、我嵐の護衛付きという条件で、聖雷を案内する為なら麗華宮から出てもいいという正式な許可をもらった。

　聖雷が滞たい在ざいしている間は忙いそがしくなるが、美人会の準備も怠るわけにはいかない。

（最終選考でどんな事をするかはわからないけど、予選は突とつ破ぱできたんだから、内容次し第だいではもしかしたら何とかなるかも。どうか〝あれ〟だけは審しん査さ対象になりませんように！）

　目の前に座った涼果を見つめた。涼果は興奮しているのか頰ほおを紅潮させて口を開く。

「美人会の最終選考は『蘭らん陵りよう王』の舞ぶ踏とうだそうです！　宮きゆう廷てい舞踏として有名な楽曲ですよ。凜莉様も舞踏はたしなんでいらっしゃいますよね？　よかったですね。凜莉様……え？」

　嬉うれしそうな涼果の顔がとつぜん曇くもった。その理由はわかっている。

　自分の顔が真っ青になっているのに気づいたのだろう。

「ええ!?　凜莉様、何ですか、その暗い顔は！　ま、まさか……」

　涼果が目を見張った。彼女の言いたい事はわかっていたので、頷うなずいた。

「舞踏なんて、一度も踊おどった事がないわ……」

　前に煌翔から美人会では家柄や容姿、品位や美び貌ぼう、舞まいや行ぎよう儀ぎ作法などが審査されると聞いていた。どれもいまひとつ自信がなかったが、一番審査対象になると困るのは舞だと密ひそかに思っていた。

　震ふるえる声を出すと、涼果が詰つめ寄ってきた。

「ええっ!?　本当なんですか？」

「父さまは行儀作法とかには厳しかったけど、習い事をする時間があるなら香の調合を覚えろっていう考えで」

　少しだけ残っている子どもの頃ころの記き憶おくをすべて思い出しても、舞踏を習った覚えはない。

「父さまはわたしの絶対嗅きゆう覚かくが悪用されるのを心配していたみたいで、外にもあまり出してもらえなかったの。屋や敷しきには使用人もいたと思うけど、わたしの世話をしてくれたのは母さまだったわ。わたしは香以外の事はほとんど何も知らないまま、子どもの頃を過ごしていて」

　それが嫌いやだった記憶はない。

　何より香が好きだったので、他ほかに習い事をしたいなんて思った事はなかった。

「父さまが亡なくなって母さまと下町に移り住んでからは習い事なんてする余裕がなかったから、舞踏はまったく経験がないの」

　涼果と話していると、部屋の外から声が聞こえた。

「凜莉、迎むかえに来た。そろそろ聖雷様を香道省にご案内する時間だ」

　涼果が慌あわてたように戸を開ける。

　廊ろう下かに面した庭先に、我嵐がいた。涼果が辺りを見回して、そっと声を潜ひそめる。

「我嵐様、よろしいですか？」

　涼果に招かれて、我嵐が廊下まで上がってくる。

「我嵐様、大変なんです。美人会の最終選考の内容がわかったんですが……」

　涼果がいままでの話を手短に伝えると、我嵐の眉まゆ根ねが寄せられた。

「舞踏か……。凜莉、本当にまったく経験がないのか？」

　頷くと、我嵐と涼果が目を見合わせた。

「まさか、舞踏を見た事すらないとは言わないだろうな」

「子どもの頃に何度か母さまが父さまに踊って見せていたのを覚えているような、覚えていないような……」

　その辺りの記憶もかなり曖あい昧まいだった。

「……凜莉。何度か見た事があるなら、雰ふん囲い気きぐらいは摑つかめているだろう。いま、少しここで踊ってみろ。どのぐらい踊れるかで今後の対応が決まる」

　冷静な我嵐の声だった。確かにその通りだと思って立ち上がる。

（確かこんな風に腕うでを上げて背をそらせて、足はこんな感じで……）

　音楽も何もないが、頭に母が踊っていた時の様子を思い浮かべて、その通りに踊った。

　しばらくして、ふいに部屋に流れる重苦しい空気に気づく。

　動きを止めて我嵐と涼果を見ると、二人とも真っ青な顔で呆ぼう然ぜんとしていた。

「……もしかして、わたしの舞踏はひどいの？」

　おそるおそる聞いてみる。涼果は目をそらし、我嵐は腕組みしながら考え込んで、頷いた。

「凜莉、友達だからこそあえて言おう。お前のは舞踏じゃない。ただ単に手足を振ふり回しているだけだ。優ゆう雅がでもなければ美しくもない。いまのままでは四し妃ひになるのは絶対に無理だ」

　がつっと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。自分でも踊れない事はわかっていたが、そこまで言われるほどひどいのだと改めて自覚した。我嵐が話を続ける。

「しかも、最終選考は姫ひめ達全員で蘭陵王を踊ると聞いた。蘭陵王は後宮に入るような貴族の姫なら踊れて当然だ。いまのままだとお前一人が踊れなくて悪目立ちするだろう。このままではまずいぞ」

「もしかして、みんなの足を引っぱる事になるの？」

「ああ、いまの状態だと間ま違ちがいなく」

　再度頭を殴られたような衝撃が襲おそって、そのままくずおれる。我嵐が小さく息をついた。

「すまない。きつい事を言って。だが、客観的に見た事をお前に伝えた方がいいかと思って」

「ううん。教えてくれてありがとう。涼果、最終選考っていつなの？」

「半月後だそうです」

「けっこうすぐね。他の姫達だって練習……」

　そこまで口にしてはっとした。

「そうか。貴族の姫なら踊れて当然だっていうくらい有名な舞踏なのよね。いまさら大した練習はいらないから、半月もあれば十分って事なんだわ」

　我嵐が腰こしに手をあてて大きく頷いた。

「ああ、そうだ。おそらく何度かはみんなの動きを揃そろえる為ために練習があるだろうが、お前の舞踏は、はっきりいってみんなとの練習に参加できる程度にも仕上がっていない」

　思わずがっくりと項うな垂だれた。

「どうしよう……」

　悩なやんでいると、我嵐が言いにくそうな口ぶりで話しかけた。

「凜莉、落ち込んでいるところ悪いが、聖雷様をご案内する時間だ。お前の夢の為にも舞踏の練習をさせてやりたいが、聖雷様を放ほうっておくわけにもいかない」

　我嵐の声に慌てて顔を上げた。そしてすぐに立ち上がる。

「もちろんよ。自分で聖雷様の案内をしたいと言ったんだもの。聖雷様が神瑞国にいる間、傷一つつけず、機き嫌げん良く湖蘭国に帰ってもらう為に、わたしにできるお手伝いをするわ」

　美人会の事を考えると途と方ほうに暮れたが、何とか気合いを入れて部屋をあとにした。
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　凜莉は我嵐と一いつ緒しよに聖雷を迎えに、客間のある迎げい賓ひん宮ぐうへとやってきていた。

「聖雷様、お迎えにあがりました」

　部屋の前で膝ひざをつくと、同じく隣となりで礼を尽つくした我嵐がうやうやしく声をかける。

　すると、戸がゆっくりと開いた。見上げると、聖雷が微笑ほほえんでいる。

「やあ、凜莉。今日も可愛かわいいね。とても素す敵てきな笑顔だ」

　挨あい拶さつとともにさらりと褒ほめ言葉を口にする。いままでそんな男の人には会った事がなかった。聖雷の柔やわらかな笑顔を見て、面めん食くらいつつも頭を下げた。

「ご機嫌麗うるわしく、聖雷様。ふつつかですが、ご案内させて頂きます」

「そんなに仰ぎよう々ぎようしくしないでくれ。女性に頭を下げさせるのは好きではない。もっと気楽にしてくれた方がいい。凜莉は私の運命の人なのだから」

　あまりに白々しい口説き文句だったが、聖雷ほど容姿が整っている人に言われると、つい本気にしてしまう女性もいるのではと心配になった。

「運命……ですか」

「そう。君と私は運命の糸で結ばれている。二人だけで楽しもう」

「俺もいますが」

　低い声はすぐ近くにいる我嵐だ。聖雷が我嵐に目をやって、わざとらしく驚おどろいた顔になる。

「おや、我嵐。気づかなかった。いつからそこに？」

「凜莉姫と一緒に来たので、さっきからずっといました。凜莉姫と聖雷様の護衛をさせて頂きます。どうぞよろしくお願いします」

　我嵐に姫と敬けい称しようをつけられて呼ばれるのは、何だか気き恥はずかしかった。

　しかしいくら友達でも、人前では節度を守ろうとするのは、まじめな彼らしかった。

「無ぶ粋すいだな。せっかく可愛い凜莉と二人で楽しく時を過ごせると思ったのに。……まあいい。では、さっそく香道省に向かおうか。凜莉」

「はい。聖雷様。ですがその前に一つ承知して頂きたいのですが、わたしは麗華宮から出た事がなく、香道省についてはほとんど存じません。同行致いたしますが、香道省の案内と説明は香こう士しが致します」

　本当は子どもの頃から父に連れられて、香道省に出入りしていた。

　宮きゆう廷ていに来てからも事情があって麗華宮を抜ぬけ出して香道省に行った事がある。

　しかしそれは公おおやけには出来ないので、まったく知らないふりをした。

「いいよ。君がいてくれればそれで。男ばかりのむさ苦しい香道省に君という一輪の可か憐れんな花が咲さいていれば、少しは心も晴れるというものだ」

（すごいわ。どうしてこうぺらぺらと歯の浮うくような台詞せりふが出てくるのかしら）

　呆あきれるやら感心するやら不思議な気持ちになった。聖雷が先に立って歩き出す。

「さあ、行こうか」

　みんなで歩き出そうとすると、ふと我嵐が足を止めた。

「お連れの方々は、ご一緒されないのですか？」

　我嵐の目は、部屋の方へと向いている。見ると、開いた戸の向こうに数人の従者がいた。

　彼らは座ったまま、頭を下げている。

「彼らは留守番だ。ぞろぞろ連れだって歩くのは、あまり好きではなくてね」

「しかし、警護が必要では？」

　戸と惑まどった顔をしている我嵐の肩かたに、聖雷が軽く手を置いた。

「君がいるじゃないか。神瑞国一の槍やりの使い手である我嵐大将軍。しっかり私の警護を頼たのむよ」

　にっこり笑った聖雷に、面食らった様子の我嵐が頷うなずいた。

「……わかりました」

　聖雷は満足げな表情で廊ろう下かを歩き始めた。

　しばらく行くと、宰さい相しようの壬功徳と煌翔が二人でこちらに来るところだった。

　宰相が立ち止まって、両手を顔の前で組んで頭を下げる。

「これは聖雷様。視察に出向かれるのでございますか？」

「ああ、神瑞国の香を作る現場を直接見学させてもらえるのは光栄だ。香道省に入る許可をありがとう。煌翔」

　聖雷が煌翔に目をやった。煌翔は冷静な顔付きで、小さく頷いた。

「いえ。湖蘭国の香の発展の為に協力できてこちらこそ光栄です」

　言葉は丁てい寧ねいだが、聖雷に対してまったく気を許していないのが、その表情から見て取れた。

（うーん。やっぱりこの二人、仲良くはなれそうにないわね）

　心の中で呟つぶやくと、聖雷は煌翔の様子など気にしていない顔付きで、話しかけた。

「そういえば、聞いた話だが近々煌翔の四妃を決める美人会の最終選考があるそうだな。麗華宮の姫達十人ほどで蘭陵王をやるとか。ぜひ私も舞ぶ踏とうを見たいのだが」

　最終選考の舞踏の事を聞くと胃がきりきりした。一時でも惜おしんで舞踏の練習をしたいが、聖雷の案内をする役目もおろそかにはできない。悩なやんでいると、宰相の声が聞こえた。

「後宮の事ですのにお耳が早うございますね。ですが、美人会の最終選考の舞踏は半月ほどしてから行われます。聖雷様がお帰りになったあとではないかと」

「半月ほどしてからだと!?　それは私としては納なつ得とくできない話だな」

「……はい？」

　宰相が戸惑うような声を上げると、聖雷は胸に手を当てた。

「私は舞踏が大好きだ。湖蘭国でも一番の踊おどり手だと言われていて、皇こう帝ていの御ご前ぜんで何度も舞踏を披ひ露ろうしている。麗華宮は美人揃いだ。彼女達が踊る姿をぜひ拝見したい！」

　にこやかな笑みを浮かべて、聖雷は煌翔に詰つめ寄った。

「煌翔。私を歓迎するつもりがあるなら彼女達の舞踏を見せてくれ。ああ、そうだ！　私を歓迎する宴うたげを開くというのはどうだ？　その時に彼女達の舞踏が見たい。私は美女の舞踏が見られて嬉しいし、君達は美人会の最終選考を行える。一石二鳥じゃないか」

　確かにそうかもしれないが、それでは案内役と美人会の最終選考の準備を同時に行わなければならない。

（うそっ！　やめて！　お願いです。その提案、絶対にのまないでください）

　両手を組んで祈いのったが、宰相は戸惑った顔をしたあと、煌翔を見上げた。

「いかがいたしましょうか？　煌翔様」

　聖雷が煌翔を見つめて、ふと意地の悪い笑みを浮かべた。

「君の後宮はできたばかりだと聞くよ、他国の皇太子を歓迎する宴で見事な舞踏を披露したら、きっと他ほかの国でも話題になるだろう。皇族の後宮には各国それぞれ注目している。ここで舞踏を成功させられたら、次期皇帝である君の名前も上がるだろう」

　聖雷がほくそ笑むと、煌翔が皮肉気な笑みを返した。

「湖蘭国の皇太子殿どのの舞踏好きはかなり有名です。あなたの前で踊るからには、相当準備しないといけないでしょう。麗華宮の姫ひめ達では、少しばかり荷が重いかと」

　断る方向の答えだと察した。心の中で、必死で煌翔を応おう援えんする。

「そうだね。だけど、それぐらいできてあたりまえではないかな。それともまさか、神瑞国の皇帝となる煌翔の後宮にいる姫達が、他国の皇族を歓迎する為ための舞踏も披露できないなんて言わないよね。もしそうなら煌翔の後宮の姫達の品位が疑われるよ」

　聖雷はわざと腹が立つ言い方をしているのだと思う。

　煌翔は冷静な顔付きだが、怒いかりを堪こらえているのか、拳こぶしをぎゅっと握にぎっている。

　様子を見ていた宰相が一歩前に進み出た。

「煌翔様。聖雷様がここまで仰おつしやるのですから、宴を開いて舞踏を披露してはいかがでしょう」

　できれば断ってほしいと固かた唾ずを吞のんで様子を窺うかがっていると、煌翔が一度目を瞑つぶった。

「────湖蘭国の皇太子がそうお望みなら」

　この状じよう況きようでは神瑞国の皇太子としてはそう言わざるを得ないのだろう。しかし時間稼ぎがしたかった自分としては心の中で項うな垂だれるしかない。聖雷が満足そうに頷いた。

「美女が綺き麗れいな衣い装しようを着て踊る姿を見るのは至福の喜びだ。そうそう、私は舞踏にはうるさい方だ。中ちゆう途と半はん端ぱなものは見たくない。あと十日ほど神瑞国に滞たい在ざいする予定だから、宴は私が帰る前の日にでも行おう。その間じっくり練習してくれ」

（十日後!?　待って、舞踏は半月後の予定だったのに、それはまずいわ！）

　青ざめていると、宰相が慌あわてたように目を瞬またたかせた。

「ですが聖雷様を歓迎する為の宴を開くというなら、そんなに時間があくのは……」

「私を見送る目的の宴にすればいい。姫達にしっかり練習してもらって、最高の舞踏で私を送り出してくれ」

　宰相の肩に聖雷がぽんっと手を置いた。

「楽しみにしておこう。では、失礼」

　しずしずと聖雷のあとを歩きつつ、頭の中ではいろんな事がめまぐるしく駆かけ巡めぐっていた。

（まずいわ。準備時間が短くなってしまった。聖雷様が帰る前の日の宴で舞踏を行うのなら、正確にはあと九日しかない。明日あした行うとか言われるよりましだけど、あと九日で何とかなるのかしら……？）

　はなはだ疑問だったが、まずは聖雷の案内をしっかり行うしかなかった。
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「こちらが調合室でございます」

　現在の香道省の長おさである還かん送そうが、香こう道どう宮ぐうの中を案内してくれた。

　還送のあとに聖雷、我嵐が続く。彼らの後ろにいた凜莉は、歩きながら辺りを見回した。

（少し、前と様子が違ちがっている気がするわ）

　以前と比べて、香士たちの数が少なくなっているような気がした。それに前はもっと調合の道具が散乱していて雑然としていたが、いまは綺麗に整理されている。

　聖雷が前方にある、開いた戸から見える調合室に目を向けた。

「調合室はとても広いようだな。調合の道具も揃そろっているみたいだ。さすがは香が盛さかんな神瑞国だ。湖蘭国でもこの規模の香の専門施し設せつが作れればと思っているんだ」

　調合室では、十人ほどの香士達が座って乳にゆう鉢ばちに入れた香料を混ぜ合わせたり、香こう炉ろで香を焚たいたりしていた。

（ここが調合室ね。初めて見たわ。わたしもいつかここで香士として働きたい……！）

　目を輝かがやかせて聖雷に続いて調合室に入ろうとすると、ふいに還送が腕うでで進路を塞ふさいだ。

「えっ……？」

「調合室に女性を入れるわけにはいきません。これは香道省ができた時からの決まりでございます。ここでお待ちを」

　厳しい声だった。六十を過ぎた還送は、大おお柄がらで迫はく力りよくがある。

　厳格な香士として有名で、長らく香道省を支えてきた人物だと聞いた事があった。

　戸惑っていると、聖雷が肩を竦すくめる。

「彼女は特別だ。私が案内を頼んだんだから、一いつ緒しよに入ってもいいだろう」

「特別を一度許してしまうと、他にも特別な待たい遇ぐうを望む者が現れるでしょう。ですから、たった一度でも許すわけにはいきません。女性を入れないというのは、昔からの決まり事です」

　我嵐が一歩前に出た。

「還送殿。凜莉姫の父親は以前香道省の長だった央西堂です。凜莉姫も香の調合には香士同様詳くわしい。聖雷様も同行を望んでおられますし」

　長年香道省にいるという還送は父の事も知っているはずだった。

「それもわかっております。ただ父親が誰だれかは関係ありません。香道省の決まり事ですので」

　還送は譲ゆずらなかった。なおも説得しようと口を開きかけた我嵐を、凜莉は手で制した。

「わかりました。わたしは外でお待ちしています。ごゆっくり見学なさってください」

　微笑ほほえみを浮うかべたが、内心では悔くやしかった。女性だという理由だけで、どうして調合室に入れないのかと。心の中では徹てつ底てい的に還送と話し合いたい気持ちだが、今回は聖雷の視察の為に香道省を訪おとずれたのだ。ここでもめると、彼の視察に影えい響きようが出る。邪じや魔まはしたくなかった。

　聖雷がこちらを見つめて、少しだけ微笑んだ。

「では、私もここで失礼しよう。調合室を視察しなくても、使っている道具などを記した資料をもらえればそれでいい」

　慌てて彼に近寄り、首を大きく振ふった。

「いけません。聖雷様。視察なさる為に神瑞国にいらっしゃったんでしょう？」

「そうだが、男ばかりのむさ苦しい調合室に凜莉なしで入るのは嫌いやなんだ。それに私も少しは香の知識がある。必要な道具類がわかればそれでいい」

　聖雷は還送に目を向けて、ゆっくりと微笑んだ。

「それにしてもあなたは骨がある。神瑞国に来てから、みんな私に腫はれ物でもさわるような扱あつかいをするのに、こんなに思い通りにいかないのはここに来て初めてだ」

　聖雷は気を悪くした風ではなかった。むしろ、好敵手を見付けた戦士のように嬉うれしそうだ。

「申し訳ありませぬ。規則ですので」

「その頑がん固こな感じがいいね。私は好きだ。人生、思い通りにならない事もある。そんなぴりりと辛からい思いをするのもまた一興だ」

　このままではまずいと思った。本当に聖雷は視察を断念してしまうだろう。

「まってください。視察をなさってください。湖蘭国でも、香をもっと取り入れてもらいたいんです。香には無限の可能性があります。香が盛んになれば、心と身体からだの不調で苦しんでいる人達が救われるかもしれません」

　香は生まれた時から身近にあった。いろんな場面で香に救われてもきた。

　その素す晴ばらしさを彼にも、そして湖蘭国の民たみにも知ってもらいたかった。

　だからこそ、聖雷の視察の案内を名乗り出たのだ。

　聖雷が考え込むように顎あごに手を当てる。

「わかった。凜莉がそう言うなら視察しよう。でも君が一人で待っているかと思うと心配だ」

「大だい丈じよう夫ぶです。ここからでも調合室は見られるので、わたしも香士様達の調合の様子を見て勉強させてもらいます」

　微笑むと、聖雷が小さく息をついた。

「じゃあ、すまないが待っていてくれ」

　聖雷達を見送ると、一番後ろにいた還送がふと目の前で立ち止まった。

「……香に対しての気持ちは父親と同じですな。西堂様は性格には難がありましたが、香の調合にだけは熱心に取り組んでおられました。いつか女性の香士が認められる日がくれば、規則が変わる日も来るかもしれません」

　小声だったが、さきほどよりもやや温かみがある声に感じた。

（いまの言葉って、つまり規則が変われば堂々と調合室に入れるって言ってくださったのよね）

　彼なりの応援の言葉のように思えた。還送が調合室に入っていくのを見て、頭を下げる。

「還送様……。ありがとうございます」

　思いもしない人物からの励はげましは、何よりも心の励みになった。
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　視察が終わり、凜莉は聖雷と一緒に香道省をあとにした。

「凜莉、待たせてすまなかった。視察も終わったし、今度は君の香の知識を披ひ露ろうしてもらいたい。私の部屋でゆっくりお茶でも飲みながらどうだろう。せっかく二人っきりだし」

　聖雷の囁ささやくような甘い声にいち早く反応したのは、後ろを歩いていた我嵐だった。

「さきほども言いましたが、二人っきりではありません」

　聖雷が立ち止まって腰こしに手を当てる。

「我嵐、君は相変わらず気が利きかない男だ。こういう時は私と凜莉を二人きりにするものだ」

「いいえ。それはできません。絶対に二人にするなと煌翔様からご命令を受けております。もう一つ言うと、凜莉姫ひめが聖雷様のお部屋へ迎むかえにいくのは許可されていますが、部屋の中には決して入らぬようにとも言われております」

「そんな！　では凜莉とどうやって二人になって口説けばいいんだ？」

「お忘れのようですが、凜莉姫は煌翔様の才人です。口説いたりはできません」

　冷静に言い返されて、聖雷が頰ほおを膨ふくらませた。

「部屋に連れ込むのは駄だ目めか。じゃあ凜莉の部屋に行こうか？」

　諦あきらめるという言葉は、聖雷の頭にはないらしい。慌あわてて大きく首を振った。

「とんでもありません！　後宮には許可のない男性の方は入れませんから。……今日は天気がいいですし、迎賓宮の庭でお茶はいかがですか？　香のお話をさせて頂きます」

　聖雷は不満そうだが、渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「仕方ないな。今日のところは、君とゆっくり話ができるだけで満足しよう」

　微笑みはくらりとするほど麗うるわしいが、惑まどわされてはならないと自分に言い聞かせる。

　我嵐が先頭に立って聖雷を促うながした。

「では、こちらに」

　我嵐が案内したのは、迎賓宮でも一番眺ながめがよい庭だった。

　白い玉たま砂じや利りが敷しき詰つめられ、整えられた松の木が植えられている。

　傍かたわらには色とりどりの牡ぼ丹たんが品よく植えられていた。

　我嵐は朱しゆ色いろの東あずま屋やに聖雷を案内し、手で迎賓宮の方へと合図を送った。

　すると、すぐに女官がお茶と菓か子しを持ってくる。

　東屋にある小さな机にお茶が差し出されると、聖雷がやや困ったような顔になった。

「すまないが、温かいお茶は苦手なんだ。冷たいものを頂けないか？」

「申し訳ございません！」

　女官が頭を下げると、聖雷がにっこり笑った。

「いいんだよ。我嵐。私の好みの茶の入れ方を教えてあげて」

「しかし、そばを離はなれるわけには……」

「大丈夫だ。君の事だから見えないところに部下を配置しているだろう。彼らに見張らせておけばいい。それに私もここから動かないと誓ちかおう。凜莉とはお喋しやべりをするだけだ。喉のどが渇かわいたから美味おいしいお茶が飲みたい」

　我嵐が右斜ななめ方向に目をやった。そこには大きな木が植えられている。

　さきほどから、その辺りで人がいるような香かおりがするのには自分も気づいていた。外なのではっきりしないが、二種類の香りがするので二人いるようだ。おそらく我嵐の部下だろう。

「では、お茶の用意をして参ります。すぐに戻もどりますので」

　我嵐が仕方なさそうに一礼し、女官を連れてその場をあとにする。

「凜莉、こちらにどうぞ」

　聖雷に促されて彼の前に座り、持って来ていた布ぬの袋ぶくろの中から数十枚の紙を取り出す。

「さっそくですが、香こうについてのお話をさせて頂きます。まずは香料や調合法について基本的な事をここにまとめてきました。こちらを参考にされるといいかと思います。それと……」

　何枚もある紙には香料や道具について細かく書いてある。

　聖雷に香の素晴らしさを説明したくて、あれもこれもと夜なべして作った資料だ。

「ええっと、こちらに、あ……！」

　聖雷に渡わたそうとしたが、緊きん張ちようしていたのか手が滑すべって紙を落としてしまった。

　慌てて拾い上げようとすると、聖雷の声が聞こえた。

「凜莉は香が大好きなんだね。私に大好きな香を理解してほしくて、寝ねないで頑がん張ばって資料を作ってくれたんだろう？」

「どうして寝てないってわかったんですか？」

　寝不足の表情は見せていないはずだ。思わず目を瞬またたかせると、聖雷が片目を瞑つぶった。

「知り合ってまだ間もないけど、君の事を知りたくて観察していたから、少しの変化も気づいたんだ。気持ちは嬉しいが、無理はしないでくれ」

　優やさしい声こわ色いろだった。聖雷は落ちた紙を拾ってくれる。

「聖雷様、そんな事はわたしが……」

　止めようとすると、聖雷が拾い上げた紙に目を留めた。

「龍りゆう涎ぜん香こう……？」

　その言葉を聞いてはっとする。

（しまった！　間ま違ちがって違う資料をもってきちゃった！）

　それは秘宝香の調合に使われているのではと予想される香料を、自分なりに調べたものだった。それだけを見ても秘宝香と結びつくはずはないが、心は焦あせりに焦った。

「それは違うんです！　返して頂いてよろしいでしょうか」

　手をだしたが、さっと聖雷が立ち上がって届かないところに資料を掲かかげた。

「龍涎香か。実は龍涎香にはとても興味があるんだ。これは薬にもなると聞いた事がある。とても高価で金の何倍もの価値があるそうだな。どんな香りか確かめてみたいものだ」

「龍涎香はそう簡単には手に入らないんです。もともとは……」

「クジラの体内から採れるんだろう」

　説明しようとしたのに、聖雷がさらりと答えた。

「ご存じなんですか？」

　龍涎香は名前は知られているが、実際に見て香りを嗅かいだという人物はかなりまれだった。

　それぐらい珍めずらしくて手に入りにくい香料なのだ。聖雷が軽く頷く。

「ああ。クジラの体内で不純物が固まって石状になったものが龍涎香だろう。クジラを捕ほ獲かくする事すら難しいのに、必ず体内にあるとも限らない。だから幻まぼろしの香だとも言われている。でも神瑞国ではたまに採れるらしいな」

「はい。神瑞国の東にある砂すな浜はまには、潮流の関係でクジラが打ち上げられる事がよくあるそうです。そのクジラから龍涎香のもととなる石状のものが、ごくまれにですが採れるそうです」

「そうか。うらやましいな。湖蘭国には湖はあるけど海がない。湖蘭国の東には神瑞国があって、西には蔡倫国がある。南北には険けわしい岩山があるから海には行けないんだ。だから龍涎香にはお目にかかった事がない。いったい、どんな香りなんだろう？」

　聖雷を見つめつつ、気になっていた事が再び頭に浮うかんで首を傾かしげた。

「……聖雷様は、香の知識は十分お持ちではありませんか？」

　思い起こすと、彼の言動の端はし々ばしから、香に対しての知識の深さが垣かい間ま見みえていた。

「そうでもない。視察に来るから少し勉強したんだ」

「少しって、少し勉強しただけでそれほどの知識が？」

「ああ。覚えるのは得意だ。記き憶おく力は湖蘭国一だと自分でも思っている」

　冗じよう談だんかと思ったが、聖雷の表情はふざけているようには見えなかった。

　そういえばと思い出す。煌翔も聖雷の事を湖蘭国一の頭脳を持っていると言っていた。

「湖蘭国一……ですか？」

　それでもにわかに信じられなくて呟つぶやくと、聖雷が肩かたを竦すくめた。

「ああ、湖蘭国にも官かん吏り登用試験……つまり科挙があるんだが、私が科挙の試験を受けたらどのぐらいの成績がとれるかと思ってやってみたら、満点で首席合格だった」

　にこやかな聖雷を見て、目を見開いた。

「満点合格……!?　本当ですか？」

「まあね。昔から覚えるのが得意で一度読んだものは決して忘れないんだ。科挙の試験も二、三日勉強しただけだったけど、余よ裕ゆうで全部答えられた」

　それが本当だとすれば、聖雷はとんでもなく賢かしこいのではないかと思った。

「だったらわたしが香について話をしなくても、いろいろご存じなのでは？」

「勉強した事をすべて記憶しているだけだよ。そこら辺の香士程度の知識はあるかもしれないが、まだまだだ。それにせっかく神瑞国にきたんだから、この国の可愛かわいい女の子とお近づきになりたいじゃないか」

　聖雷はどうやら本気でそう思っているらしい。

　彼に香士ぐらいの知識があるとしたら、寝ないで作った資料はどうやら無む駄だになりそうだ。

「では……わたしは何をご案内したらよろしいのでしょうか」

　自分の役目は、彼に宮きゆう廷ていの案内と香の説明をする事だ。

　しかし彼が香の知識をもっているなら、何をすればいいかわからなくなった。

「そうだね。……じゃあ一つ、教えてほしい事がある」

　ふいに聖雷がまじめな顔になって、こちらに顔を寄せた。

「────秘宝香について、知りたい」

　甘やかな声は、まるで愛を囁ささやく時のように思えた。しかしその形のいい唇くちびるから出てきた言葉は、心臓をわしづかみにされた時のような衝しよう撃げきをもたらした。

　驚おどろいたものの、内心の動どう揺ようを決して顔には出さず、微笑ほほえんだ。

「何の事でしょう？」

　聖雷は優しい笑みのままだったが、彼から発せられる空気が、有う無むを言わせない迫はく力りよくを帯びた事に気づく。その迫力に圧あつ倒とうされるように、やや身を引いた。

「とぼけないで。神瑞国に伝説として語り継つがれている香だ。神瑞国の民たみなら誰だれもが知っているはずだ。特に香士を目指している君ならなおさらだ。湖蘭国でも秘宝香の噂うわさは流れている。どんな敵をも撃退できる香とは、いったいどんな効能なのか知っているか？」

　何とか聖雷が放つ圧迫感から逃のがれようと、更さらに後ろに身を引こうとした。

　しかし後ろは東あずま屋やの大きな柱があって、それ以上逃にげられなくなる。

「わたしみたいな後宮の才人が秘宝香の効能なんて知るはずがないです。ご存じなのは、皇族と香道省の一部の香士の方だけだと思います」

　うまく噓うそをつけたと思ったが、聖雷は探さぐるような目をやめなかった。

「凜莉は噓をつくのが下手だね。君が目を何度も瞬かせる時は、噓をついている時だ」

「えっ？　わたしにそんな癖くせが……!?」

　慌あわてて手を目元にやると、聖雷がほくそ笑えんだ。

「ほら。そうやって慌てるという事は、噓をついているって証しよう拠こだ。目を何度も瞬かせる癖なんてでまかせだけど、君の顔には本当は知っていますって書いてあるよ」

（ああっ!?　わたしの馬ば鹿か……！）

　心の中で焦あせっていると、ふいに聖雷の顔が真しん剣けんみを帯びた。

「湖蘭国でも、秘宝香を手に入れたいと考えている者はいるんだよ」

　皇太子としての顔を見せた聖雷に、どう答えていいかわからず身体からだを固まらせる。

「何をなさっておいでです」

　冷静な声にはっとした。そちらを見ると、我嵐が茶の盆ぼんを持った女官を連れて立っている。

　聖雷はすぐにいつもの柔にゆう和わな笑みを浮かべた。

　彼の恐おそろしい視線から逃れられて、ほっと息をつく。

（軽けい薄はくそうに見えるけど、さすがに一国の皇太子だけはあるわ。すごい迫力だった。油断しては駄目ね）

　気持ちを落ち着けて、姿勢を正した。聖雷がやってきた我嵐を見て椅い子すに背を凭もたせる。

「話をしていただけだ。せっかく口説こうと思っていたのにもう来たのか。無ぶ粋すいだな」

　我嵐が東屋に入ってきて目の前に立ち、聖雷に向かって礼れい儀ぎ正しく一礼した。

「凜莉姫ひめは麗華宮の才人です。お忘れなきよう」

「わかっているさ。ちょっとからかっただけだろう。さあ、凜莉。香の話を始めてくれ。知っている事もあるだろうけど、君がいったいどんな話をするのか興味がある」

　さきほどと空気が一変して、ようやく大きく息が吸えた気がした。

　あのまま秘宝香について問い詰つめられたら、どれだけごまかせるかわからなかった。

（聖雷様は秘宝香の事を知りたがっている。気をつけなくては）

　心に言い聞かせて、用意してきた資料を手に、香の話を始めた。
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「……以上が香こう料りようの説明になります」

　橙だいだい色いろの夕日が辺りを照らし始めたのに気づいて、凜莉は顔を上げた。東屋の向かい側には聖雷が座り、見守るように外に我嵐が立っている。聖雷が残念そうな顔をした。

「もうこんな時間か。凜莉の可愛らしい声を聞いていたら、時間なんてあっという間に過ぎるな。そうだ、夕食を一いつ緒しよにどうだ？　香の話のお礼に」

　表情は変えなかったが、心の中では悲鳴を上げた。

（これ以上一緒にいるのは駄目よ！　さっきみたいに秘宝香の事を聞かれたら、うまく切り返せないし。なるべく早く離はなれたいわ）

　焦っていると、我嵐が静かに東屋に入って来た。

「……聖雷様、特別な理由がない限りは、夕刻には凜莉姫を麗華宮まで送り届けるよう命じられております。食事は遠えん慮りよさせて頂きます」

「そう言わないで。食事ぐらいいいじゃないか。もっとじっくり凜莉と話をしたいんだ。そう時間はとらせない。急いで麗華宮に帰らなくてはならない理由はないだろう」

　聖雷は軽い調子で誘さそってくるが、さきほど秘宝香の事を聞いて来た時の彼は、鋭するどい光を目に宿していた。またあんな風に問い詰められたら、うまくかわせるか自信がない。

（湖蘭国の皇太子の気分を害しないように、うまく断らなくては……そうだ！）

「……実は美人会の最終選考にわたしも出るのですが、舞ぶ踏とうの経験がまったくなくて練習が必要なんです。聖雷様に満足して頂ける舞踏を行えるよう、練習に励はげまなければなりません」

　心底残念そうな口ぶりで、だけどきちんとした理由があると添そえて説明した。

　これで諦あきらめてくれますように……！　と心の中で祈いのった。

「凜莉も美人会に出るのか。舞踏の経験がないなんて、練習が大変だな。美人会の最終選考まであと九日だろう」

　心配そうな口ぶりの聖雷に、心の中でよしよしと頷うなずいた。

（そうそう。本当に練習はしないといけないのよ。昼間は聖雷様の案内があるから、夜に練習に励まないと。だからここで解放してください）

　祈るように見つめると、聖雷がにっこり笑った。

「いい事を考えた。私は凜莉ともっと一緒にいたい。そして凜莉は、舞踏の練習がしたい。二つの希望を叶かなえるいい案がある。────私が舞踏の指導をしよう」

　思ってもいなかった提案に、顔が引きつった。

「……はい？」

「だから、舞踏の指導をしてあげると言ったんだ。そうしたら、ずっと君と一緒にいられる」

「いえ、あの……舞踏の指導なんて、素人しろうとにそんな簡単に……」

　しどろもどろで何とか断ろうと言葉を紡つむいだ。聖雷が両手を拡ひろげて微笑む。

「私は湖蘭国一の舞踏の名手だ。君は舞踏の経験がまったくないのに、最終選考で蘭陵王の一幕を踊おどるんだろう。普ふ通つうに練習していたら、たった九日ではみんなの動きについていくのも不可能だ。だが私の指導を受ければ、姫達より高評価を得られるような踊りが会え得とくできるよ」

　自信ありげで強気な態度は、見ていて気持ちがいいほどだ。

　この人についていけば大だい丈じよう夫ぶではないかとまで思う。

　我嵐が、聖雷を気にしつつ耳元で囁いた。

「……確かに聖雷様は舞踏においては天才だ。指導を受ければ、万に一つだが最終選考で高評価を得られるぐらい踊れるようになるかもしれない」

　それは暗雲の中に一筋の光明がさした瞬しゆん間かんだった。

（でも、聖雷様は秘宝香の事を知りたがっているわ。長く一緒にいると、気をつけていても何かしらよけいな事を喋しやべってしまうかもしれない。それは危険だわ）

　しかし最終選考で四し妃ひに入らなければ、自分の宮ぐうは手に入らない。

　煌翔が初はつ恋こいの人と思いを遂とげられるよう手伝いをする約束もしていた。

　その話をした時の煌翔を思いだして、胸がきゅっと何かに摑つかまれた気分になる。

（煌翔様……。あの話をした時とこの前ではまったく態度が違ちがったわ。きっと何か理由はあるとは思っているけど……）

　胸の痛みをどうにかなだめつつ、いま自分が一番何をするべきかと頭を巡めぐらせる。

　そして考えた末に、心を決めた。聖雷をじっと見つめる。

「────指導をお願いします」

　口を開くのはかなりの勇気がいったが、それでも自分で決めた以上は迷いは振ふり払はらった。

「いい選せん択たくだ。だけど私は厳しいぞ。ついてこられるか？」

「根こん性じようと体力はあるつもりです。精いっぱい頑がん張ばりますので、よろしくお願いします」

　秘宝香についての質問は、うまくかわせるよう自分で努力できる。

　しかし舞踏は未経験なので誰かに指導してもらわなければ、踊れるようにはならない。

　ならば、舞踏の名手である聖雷に頼たのんだ方が勝てる見込みはあるだろう。

（これも秘宝香を作る為ためよ。……でも、聖雷様と昼も夜も一緒か。憂ゆう鬱うつだわ）

　彼には秘宝香の調合に挑ちよう戦せんしている事は知られてはならないと、改めて固く心に誓ちかった。
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　煌翔は香道省を訪おとずれていた。目の前にいるのは、香道省の現在の長おさ、還送だ。

　初老の還送は、厳しく偏へん屈くつだと有名だ。香士としての腕うでは抜ばつ群ぐんだが、魑ち魅み魍もう魎りようが住む宮きゆう廷ていで賄賂わいろさえ拒きよ否ひする還送は、出世の道からは遠ざかっていた。

　しかし前香道省の長である木蓮が反旗を翻ひるがえして宮廷を去った為、彼の香の腕と実直さを見込んで香道省の長へと推挙した。

　彼が長になってから、貴族の縁えん故こで入宮していた香士達は、実力がない者から次々に淘とう汰たされた。おかげで新しい香道省はずいぶんと雰ふん囲い気きが変わった。

　彼の偏屈さは、意志の固さだと理解している。その偏屈具合が自分には好ましかった。

「煌翔様、こちらがご依い頼らいのあった香になります。以前参考にと頂いた練り香と同じものが作れたと思います」

　還送が差し出したのは、白い包みだった。還送が紙を開くと、黒い練り香が入っていた。

「まったく同じものが作れたのか？」

　思わず驚おどろいて声を上げた。前にも違う香士に頼んだ事があったが、どんな香料を使っているのかもわからず、結局同じものは作れなかった。

　還送ならもしやと思って頼んだが、どうやら正解だったようだ。

「はい。実は私はこの香に心当たりがありまして。以前香道省の長をしていた方が同じ香を持っていたのを覚えています。使う香料は大体わかっておりましたが、細かな配合量がわからず、少々時間がかかりました」

　還送が言葉を句切ってこちらを見上げた。

「煌翔様。どちらでこの香を入手されましたか？」

「子どもの頃ころにもらったんだ。気分を落ち着ける香だと言われた。とても効果があったから、同じものがほしくて、お前に頼んだんだ。もう残りも少なくなっていたのでな」

「そうですか。以前これを作るよう依頼された香士に聞きましたが、煌翔様は配合がわずかでも違ってはいけないと、かなりこだわりをもっておられる様子だと伺うかがいました。気分を落ち着ける香なら他ほかにもございます。どうしてこれでなくてはならないのでしょうか？」

　その言葉を聞いて、ある少女の顔が頭に浮うかんだ。

　これは初めて会った時にその少女がくれた香だ。

「これが俺にとって気分を落ち着ける一番の効果があるからだ」

　だが彼女との思い出をやたらに他人には知られたくなくて、違う理由を口にした。

　還送はしばらくこちらを見つめていたが、やがて目を閉じた。

「そうですか。そういえば、この香を持っていた方から昔、娘むすめがとても嗅きゆう覚かくが鋭いという話を聞いた事があります。悪用されるといけないので、内密だぞと念を押されました。香の調合も自分よりうまく、その気分を落ち着ける香も実は彼女が作ったのだとか」

　そこまで聞いて思わず眉まゆ根ねを寄せた。この香をくれたのは、凜莉だった。

　還送の話からすると、その娘は間違いなく凜莉だ。

　しかし自分が知っている彼女と、還送が話している娘はずいぶんと違っていた。

　凜莉は、自作の香を作るのが苦手だ。

　眠ねむり香を作ろうとして爆ばく発はつ物を作ってしまったのも知っている。

「……本当か？」

「ええ。父親は伝説の秘宝香作りに挑戦していましたが、娘はその手伝いをしていました。何度か彼の調合室で娘を見み掛かけて、内ない緒しよで連れて来るなと注意したのですが、娘がいないと秘宝香は完成しないと言い切っていました。つまりそれだけ娘が優ゆう秀しゆうだと父親は認めていたのです」

　腕組みして、言葉を選びつつ口を開いた。

「お前は、その娘が実際に調合しているのを見た事があるのか？」

「はい。一度だけですが、子どもだった彼女が調合している様子を見た事があります。腕はかなりのものでした。父親が作ったと言われている医い療りよう用の香こうはかなりの数がありますが、実はその半分ほどは彼女が作り上げたものです」

　驚きに目を見張った。西堂は医療用の香を作るのが得意だった。

　彼の作った香を求めて、海の向こうの国々からも買い付けに訪れる者達がいたほどだ。

「子どもが作った香だと言うと、真しん偽ぎが疑われる。しかし効能は優すぐれているので病気で苦しんでいる人達の助けになると、父親は自分が作った事にして発表していたようです。いずれ娘が大きくなったら、彼女を表に出してこの国で初めての女性香士として堂々と香の調合をさせると言っていました」

　還送の話を信じるなら、凜莉はもともとはちゃんと自作の香を作れた事になる。

　いったいどういう事かと考えて、ふとある考えが浮かんだ。

　もしや凜莉が自作の香を作れなくなったのは、秘宝香が原因ではないかと。

　秘宝香が彼女の記き憶おくを消す際に、何らかの副作用を起こして以前出来ていた事が出来なくなったのかもしれない。

　もしそうならば、凜莉の記憶を取り戻もどせれば、自作の香を作れるようになるかもしれない。

「……なるほど。ではその娘が香士になれれば、この国で病や怪け我がで苦しんでいる人達の助けになるだろうな」

　呟つぶやくと、還送がわずかに微笑ほほえんだ。

「そう思います。いまは女性が香士になるのは難しいですが、煌翔様が皇こう帝ていとなられた暁あかつきには、きっとよりよい国作りを目指されると思います。民たみの為にも正しい判断をされる事を切に願います」

　還送が頭を下げた。そして顔を上げてから、ふいに探さぐるような目を向けてくる。

「もう一つ、伺いたい事がございます。以前煌翔様から内々に秘宝香の調合に必要だと思われる香料や道具を用意するよう仰おおせつかりました。それを使っていたのは、凜莉ですね」

　射い貫ぬくような視線だった。顔色一つ変えずに肩かたを竦すくめる。

「どうしてそう思う？」

「調香会の時に、凜莉は秘宝香は作れなかったけれど、一歩手前までは成功しているというような事を話していました。ですので私が用意した香料や道具を使っていたのは彼女なのだと思いました。……煌翔様、今も彼女は麗華宮で内密に秘宝香作りを続けているのでしょう？」

　表向きは、凜莉は調香会ではそう言ったものの、やはり秘宝香を完成させるのは無理だったと諦あきらめた事になっていた。彼女が秘宝香作りを続けているのは内密にしているので、返事はしないでいると、還送が何もかも承知していると言いたげな表情で話を続けた。

「私が思うに、凜莉なら秘宝香を完成させられるやもしれません。ですがいまのままでは難しいでしょう」

　黙だまったままでいると、還送がもう一度白い包みを差し出した。

「私は昔、父親である西堂様の助手をしておりました。ですから、西堂様が凜莉に秘宝香をつかって記憶を消したのも存じています。この香を作ったのは凜莉です。嗅覚が鋭するどい凜莉なら、昔自分が作った香かおりを嗅かげば、記憶を取り戻すきっかけになるかもしれません。煌翔様もそうお考えなのでしょう」

　還送の言葉を聞いて、思わず笑みが浮かんだ。

　彼は秘宝香の為に凜莉の記憶を取り戻そうとしていると誤解している。

　確かに秘宝香は欲しい。だがそれよりももっと欲しいものが一つだけあった。

「……いまの話、他言するな」

「もちろんです。私も香士として秘宝香の完成を夢見ていました。自分の手で作り上げられれば一番よかったのですが、そこまでの力量はないとわかっています。西堂様亡なきあと、もし秘宝香を作るだけの力量があるとすれば、凜莉だけでしょう。凜莉が秘宝香を完成させる為ために、陰かげながら彼女の助けをしたいと思っています」

　実力主義の還送がここまで言うからには、凜莉が秘宝香を完成させる期待がもてると思った。

　還送から白い包みを受け取った。

「我が国の為にも、秘宝香は完成させる」

　力強く声を上げると、還送が嬉うれしそうに微笑んだ。

　凜莉の記憶を呼び戻せれば、秘宝香の調合法も、自分との出会いも思い出すだろう。

　しかし凜莉の記憶を呼び戻す為には、この香だけでは難しいかもしれないと思ってもいた。

　それにいまは美人会もあって落ち着かない状じよう況きようが続いている。何もかもが終わってから状況を調ととのえて、凜莉の記憶を呼び戻す作戦を実行しようと考えていた。

　還送から受け取った白い包みを鼻に近づけた。甘いおしろいに似た香りは、子どもの頃に凜莉からもらった香の香りと同じだった。この香は否いや応おうなく彼女を思い出させる。

　事情があっていま凜莉に冷たくしている。

　ひどい言葉を放つと、凜莉は驚いた顔で見ていた。

　その顔を見たとたん、胸がずきりと痛んで仕方なかった。

　誤解を解きたいが、いまはその時ではない。何もかも終わったら、今度こそ凜莉との距きよ離りを縮めよう。煌翔は白い包みを握にぎり締しめて、そう思った。
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　麗華宮に戻った凜莉は、自室へ帰りながら、小さく息をついた。

「我嵐に稽けい古こに必要な場所を用意するから、とりあえず今夜は休めと言われたけど、明日あしたから聖雷様と舞ぶ踏とうの稽古か。緊きん張ちようするな。……あれ？」

　かすかに煌翔の香りがしたように思った。廊ろう下かを曲がった先からのようだ。

　彼には一昨日おととい急に冷たい態度を取られたが、事情があるのかもしれないとも思っていた。

　もしそうなら話を聞きたかった。

　香りは煌翔のものだけのようだ。いままで後宮にまったく興味がなかったのに、最近は姫ひめ達を連れて歩くようになった。しかしおそらくいまは彼一人だろう。

　だったら彼の本音を聞けるかもしれないと思った。着物の裾すそをもって足早に廊下を進む。

　廊下を曲がった先にある庭に、煌翔が佇たたずんでいた。そこには裏庭に通じる道がある。

　彼はその裏庭が気に入っているようなので、きっとそこにいくのだろうと思った。

　声をかけようとして立ち止まる。煌翔の香りは、白びやく檀だんをもとにして作られた匂におい香に、彼自身の香りが混ざり合った、刺し激げき的だけど皇太子としての威い厳げんが感じられる徳の高い香りだ。

　だけど、それとは別にわずかだが違ちがう香りがした。

「これって……」

「何をしている」

　立ち止まって考えようとすると、煌翔の声がした。見ると、こちらを向いて腕うで組ぐみしている。

　冷たくされた時の事をふいに思い出して、つい身構える。

「そろそろ日が暮れるぞ。部屋に戻れ」

　だが、心なしか一昨日より声が柔やわらかかった。

「はい……」

　戸と惑まどいつつ、目を瞬またたかせた。

（今日はお一人だわ。そういえば、冷たい態度をとられた時は、周りに姫達がいたわ）

　何かそれが関係あるのか聞こうとしたが、彼から漂ただよってくる、いつもと違う香りがなぜかとても気になった。甘いおしろいのような香りで、それを嗅ぐと頭に小さな蝶ちよう々ちようが黄色いタンポポにとまって休んでいる姿が浮うかんだ。その姿は可愛かわいらしくて、心が安らぐ光景だ。

　それなのに、胸がざわざわして落ち着かない気持ちになる。

（どうしたんだろう。いい香りなのに、頭痛がしてきた。これっていったい……）

　眉まゆ根ねを寄せると、煌翔が首を傾かしげる。

「どうした？」

「失礼しました。ご挨あい拶さつもせず。ご機き嫌げん麗うるわしく、煌翔様。あの、この香りは……」

　煌翔の冷たい態度について聞くつもりだったのに、彼から漂う別の香りがどうしても気になって違う質問が口をついた。

「……何か気になるのか？」

　探るような声だった。彼が右手にもっている小さな布ぬの袋ぶくろに目をやる。香りはそこからした。

「香りが……いつもの煌翔様とは違う香りがしています。それって何の香こうですか？　わたし、それを知っている気がします」

　頭にもやがかかっているような気がして、はっきりとはわからない。深く考えると、更さらに頭痛がしてくる。この頭痛には覚えがあった。父を思い出そうとした時に、よく起こる頭痛だ。

　煌翔が手元に目をやる。そして何かを考えているそぶりをした。

「……この香は香道省の還送に作ってもらったものだ。嗅いでみたいか？」

　ふと聞かれて、思わず頷うなずいた。

「できたら、嗅いでみたいです。いま、父の事を思い出そうとした時によく起こる頭痛もしているので、もしかしたら昔嗅いだ事のある香なのかもしれません。何か昔の事を思い出せれば、秘宝香作りの手がかりが見つかるかもしれないので」

　布袋をじっと見つめた。煌翔はこちらに目をやって、ふっと微笑んだ。

「これはとても高価で特別なものだ。香を焚たくのは、それなりに場を調えて行おうと思っている。その時はお前も呼んでやるから、待っていろ」

「……はい」

　これ以上しつこくするわけにはいかなかった。呼んでやると言われたなら、待つしかない。

　返事すると、煌翔が懐ふところに布袋をしまった。

「聖雷の案内はうまくやっているようだな」

「はい。機嫌を損そこねないよう細心の注意を払はらっています」

　声がやや温かく感じた。絶対嗅きゆう覚かくのおかげで、相手から漂う汗あせの香りで感情がある程度読み取れる。冷たい態度の時の彼が自分と接する時は、身構えているような時に出る汗の香りがしていた。

　しかし今の彼から発せられているのは、以前と同じ親近感を持った相手と接する時の、くつろいだ様子の香りだ。やはり、一人なら自分に対して冷たい態度をとるつもりはないようだ。

「聖雷に舞踏を習うと我嵐から聞いたが」

「はい。聖雷様はとても舞踏がお上手だと伺うかがったので。……煌翔様は初はつ恋こいの相手と再会できるまで、わたしが四し妃ひに入って正妃になる事を拒きよ否ひして時間を稼かせいでくれと仰おつしやってましたよね」

　煌翔が軽く目を見開いて、やや俯うつむいた。

「ああ」

「わたしも自分の宮ぐうが欲しいので、何とか四妃に入りたいと思っています。ただ舞踏はまったく経験がないので、いまのままだと四妃に入るのは絶望的です。ですが、聖雷様に指導して頂ければ、わずかですが四妃に入れる可能性が見えてくるかもしれません」

　微笑ほほえむと、煌翔は俯いたまま軽く頷いた。

「そうだな。頑がん張ばってくれ。お前が四妃に入ってくれないと困る」

　煌翔が背を向けた。そして軽く手をひらひらと振ふる。

「じゃあな。もう暗くなるから早く部屋に戻もどれ」

　去って行く煌翔を見つめて、はっとする。

「冷たい態度はどうしてですかって聞きたかったのに……」

　香かおりが気になって、頭がそれでいっぱいになってしまった。

　何より、どういう風に聞いたらいいのか戸惑ってしまい、結局肝かん心じんな事を聞き損ねてしまった。残念に思ったが、久しぶりに煌翔とゆっくり話せて、心の底から嬉しくてたまらなかった。
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　凜莉は夢を見ていた。

　これが夢だとわかったのは、子どもの頃ころからいつも見ているものと同じだったからだ。

　どこかの小さな庭で香を焚いていると、少しばかり年上だと思われる少年が現れる。

　少年の顔や姿は歪ゆがんで見えて、どこの誰だれだかまったくわからない。

　夢を見るたびに少年との会話は少しずつ違っていた。

　今日の夢では、少年と二人で敷しき物ものに座り、香こう炉ろから上がる香の煙けむりを吸い込んでいた。

　いつもと違うのは、その様子をふわふわと空中に浮きながら見ている事だ。

　こんな客観的な立場で夢を見た事はないので、おかしいなと首を傾げた。

「いい香りだな」

　顔が歪んで見えるから表情はわからないはずなのに、少年が微笑んでいる気がした。

「でしょう。わたしが調合したのよ。この世に二つとない香なの」

「調合が得意なのか？」

「ええ。わたしの嗅覚は特別で、いろんな香りを嗅かぎ分けられるの。調合も父さまほどとまではいかないけど、かなり上達したのよ。失敗した事なんてほとんどないの」

　嬉うれしそうに話す子どもの自分に〝いつも自作の香を失敗してるけど〟と突つっ込んでやりたかった。だけど子どもの自分は噓うそをついているようにも思えない。

　もしかしたら、記き憶おくをなくす前の自分はそこそこちゃんと自作の香を作れていたのではないかと思った。

　それともう一つ気になる事があった。

（あの香は、どんな香りだったかしら……？）

　二人の間で白い煙を上げている香炉に入っているのは、おそらく練り香だろう。

　その練り香がどんな香りだったのか考えると、頭痛がしてきた。

（確かあの香りは……）

　ふと、甘いおしろいに似た香りが鼻をついた。

　同時に、頭に小さな蝶々が浮かぶ。蝶々は黄色いタンポポにとまって羽を休めていた。

　心安らぐ光景は、以前にも覚えがあった。

（あの香りは、煌翔様が持っていたものと同じ気がするわ。とても高価で特別なものだと話されていたけど……）

　ぼんやりとしか香りを感じられないので、絶対そうだという自信はなかった。

　もっとよく確かめる為に鼻に意識を集中させようとすると、近くにあった植え込みから、がさっと音がした。

　見ると、黒装しよう束ぞくの男達が立っている。

「……一いつ緒しよに来て頂こう」

　男達の放つ香りが混じったせいで、さきほどの甘いおしろいに似た香りが薄うすくなった。

（もう！　もっとよく確かめたかったのに）

　彼らが現れるのもいつもの夢と同じだ。彼らは少年を狙ねらっている。

　少年を守りたくて、子どもの自分は香炉の灰を彼らに投げつけた。

「誰か、誰か助けてーっ」

　助けを呼んだところで、いつも夢は覚めるはずだった。

　しかし、驚おどろいた事に今日は続きがあった。

　男達が顔にぶちまけられた香炉の灰を払いながら、こちらを睨にらみつけたのだ。

「このガキが！　よくも！」

　男達が剣けんを抜ぬいた。子どもの自分はさすがに恐こわくて足を竦すくませている。

（変ね。香炉の灰を投げつけたあとに続きがあるなんて、これまでなかった事だわ。この先はどうなるのかしら……？）

　そのまま成り行きを見守っていると、少年がさっと子どもの自分の前に立った。

「彼女を傷付けたら許さない！　彼女は俺が守る」

　言い切った少年の声が男らしくて頼たのもしくて、こんな状じよう況きようなのに思わず胸がどきどきした。
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「うわっ！」

　凜莉は布ふ団とんをはねのけて飛び起きた。

「びっくりした。いつもの夢に続きがあったわ。こんなの初めて」

　顔も姿もわからない少年は、まるで幼なじみのような気がしてしまうくらい、子どもの頃から何度も夢に出てきた。

　彼女は俺が守ると叫さけんでくれた少年の背中を思い出して、更さらに顔が真っ赤になった。

「どうしたのよ、わたし！　しっかりして」

　勝手にどきどきする胸を押さえつつ、立ち上がる。

　ようやく落ちつくと、夢の中に出てきた香りをふと思いだした。

「甘いおしろいに似た香り。あれはいったい何なのかしら。煌翔様が持っていたものととてもよく似ていた気がするわ。昨日煌翔様に会って久しぶりにお話しできたから、夢の中でも香りを思いだしてしまったのかしら……？」

　首を捻ひねりつつ考えていたが、そろそろ涼果が起こしにくる頃合いだと気づいた。

「気になるけど、煌翔様はあの香を焚く時は呼んでやるって仰ってたわ。もう一度嗅いでみてからじっくり考えよう。今日から舞ぶ踏とうの稽けい古こが始まるし、まずはそちらに集中しなくては」

　そう決めて、さっそく朝の身み支じ度たくを始めた。
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　凜莉は我嵐と一緒に、迎賓宮にある梅ばい雀じやくの間と呼ばれる部屋に来ていた。

　梅雀の間は、十人ほどが入っても十分くつろげる広さの部屋で、普ふ段だんは迎賓宮に泊とまった客人が座談会などを開く為ために使われているらしい。

　この部屋を借りられるよう手配してくれた我嵐には感謝の気持ちでいっぱいだ。

「わぁ、とても綺き麗れいな部屋ね！」

　梅雀の間に入ると、真新しい板の間に、金糸の刺し繡しゆうが入った絨じゆう毯たんが敷かれていた。

　奥は一段高くなっていて、そこに机と銀製の椅い子すが置かれている。

　窓まど枠わくには金の格こう子しがはめられていて、日の光があたってきらきらと輝かがやいていた。

「我嵐ありがとう。ここなら舞踏の稽古に集中できそう」

「気にするな。お前には四し妃ひに入ってほしいと煌翔様も仰っている。その為にはできる限り協力するようにともな。最終選考の舞踏まで時間もないし、しっかり稽古に励はげんでくれ」

「ええ」

　煌翔の名前が我嵐から出て、頷うなずきつつも心の中には彼への疑問が頭をもたげた。

（煌翔様は、やっぱりわたしに四妃に入ってほしいのよね。だったら、どうして冷たい態度をとるのかしら）

　おそらく周りに人がいる時に、冷たい態度を取っているのではないかと思っていた。

　現に昨日会った時は彼は一人で、そう冷たい態度はとられなかった。

　どういう理由があってそんな事をするのかと考えていると、背後にある廊ろう下かの方から声がした。

「ああ、もう来ていたんだね。凜莉」

　振ふり向くと、聖雷が部屋に入ってくるところだった。

　我嵐と一緒にすぐに膝ひざをついて、頭を下げる。

「ご機き嫌げん麗うるわしく、聖雷様。わたしの為に貴重な時間を割さいてくださり、まことに申し訳ありません」

「いいんだ。君と一緒にいたくて指導を申し出たんだから。さっそく舞踏の稽古に入るが、準備はいいか？」

　頷くと、我嵐が顔を上げた。

「凜莉姫ひめに舞踏を指導してくださるのは助かりますが、一つ心配な事があります。香の話はよろしいのですか？」

「昨日の話で十分だ。そうだろう、凜莉」

　聖雷と我嵐を交こう互ごに見て頷いた。

「ええ。昨日お話ししていてわかりましたが、聖雷様は香こう士しになれるほどの知識をお持ちです」

　我嵐が驚いたような表情で、聖雷に目を向けた。

「ではなぜ凜莉姫に香の話をしてほしいと頼まれたのですか？」

「可愛かわいい凜莉と話がしてみたかったから。一緒にいられるなら香の話でも舞踏の指導でもどちらでもいいんだ。……ところで凜莉、いつもと少し様子が違ちがう気がするが、何かあった？」

　ふいに聖雷に顔をのぞき込まれた。

「特に何もありませんけど」

「そうか？　さっきから少しぼうっとしたり、とつぜん顔が赤くなったりしているぞ。恋こいでもしているのか？」

　その言葉にどきりとした。

（か、顔が赤くなるのは、昨夜ゆうべ夢で見たあの男の子の事が頭から離はなれないからで……ん？　なんで、あの男の子の事を考えると顔が赤くなるのかしら？　聖雷様が恋でもしているのかって聞いたけど、まさか、わたし……）

　目を瞬またたかせていると、聖雷がにっこり微笑ほほえんだ。

「やっぱり恋をしているのか？　もしかして、私に恋してくれているんだったら嬉しいが」

「いえ、違います」

　ここはきっぱり否定しておかなければ、大変な事になると本能が囁ささやいた。

　聖雷は苦く笑しようしつつ、肩かたを竦めた。

「そんなにはっきり言わなくても。私が相手ではないのは残念だが、凜莉の恋の話が聞きたいな。凜莉は恋れん愛あいには疎うとそうだから、もしかして初恋じゃないのか？」

　そう聞かれて、頭に浮うかんだのは顔も姿も歪ゆがんで見える夢の中の少年だった。

（どうして彼の姿が浮かぶのよ。まさか、彼に恋してるとでも言うの？　夢の中の少年に？　そんなのあり得ない！）

　あたふたしつつ、ぶんぶん首を振る。

「初恋の話なんてもうやめましょう。時間が惜おしいです」

「そうです。凜莉姫も困っているじゃないですか」

　助け船を出してくれた我嵐に、聖雷が視線を向けた。

「そういう我嵐は初恋はいつだった？」

　我嵐が珍めずらしくびくりとした。

「俺の事はおかまいなく」

「おかまいしたいに決まっているだろう。神瑞国でも煌翔と張るぐらいの男前だと評判の我嵐大将軍。だけど浮いた噂うわさ一つ聞いた事がない。教えてくれ」

　詰つめ寄られて我嵐が二、三歩後ずさった。

　我嵐には申し訳ないが、ほっと胸をなで下ろす。

（落ち着いて。現実にいるはずのない少年に恋しているなんてあるはずないわ。いまはそんな浮かれた気持ちになっている場合じゃない。舞踏の稽古をしなくては）

　大きく深呼吸して、我嵐を壁かべ際ぎわまで追い詰めた聖雷に目を向けた。

「聖雷様、お話し中申し訳ありません。ですが、今度の美人会で高評価を得て四妃に入りたいんです。指導して頂いてよろしいでしょうか」

　聖雷がこちらに顔を向けて、息をつく。

「せっかく我嵐をからかって遊ぼうと思ったが、君がそこまで真しん剣けんに頼むのなら仕方ない。さあ、面をつけて練習しよう」

　蘭陵王を踊おどる時には、金色の面をつける。

　用意してきた練習用の面をつけて紐ひもを頭の後ろで縛しばり、深呼吸した。

（いまは踊る事だけに集中しよう。何とか四妃に選ばれて自分の宮ぐうを手に入れなくては）

　夢を摑つかむ為、聖雷の手て拍びよう子しに合わせてさっそく舞踏を披ひ露ろうした。
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　手拍子が終わって凜莉は動きを終えた。涼果に蘭陵王の舞踏のお手本を見せてもらっていたので、その通りに踊ったはずだ。しかし部屋に流れる空気があまりにも重かった。

　聖雷が初めて見るような厳しい顔付きになっていた。

「────ここまでひどいとは思わなかったな」

　声もいつになく真剣みを帯びたものだった。甘い言葉を囁ささやいている時の彼とはまるで別人のようだ。面を取って、慌あわてて聖雷の前まで進んだ。

「はっきり言うが、君と比べたら犬が踊る方がましだろう。動きはぎこちないし、そもそも手拍子に乗って踊れていない。いまのままでは最終選考で勝つどころか、みんなと一いつ緒しよに踊るのも無理だ。君一人だけ音楽に乗れなくて悪目立ちするだろう」

　彼にここまで言われるほどひどいのだと、さすがに項うな垂だれる。

「これはいくら私でも無理だ。手を引かせてもらおう」

「待ってください！」

　背を向けようとした聖雷を、必死に呼び止めた。

「どんなに厳しくてもついていきます。教えてください。どうしても四妃に入りたいんです」

　聖雷が振り返り、じっとこちらを見み据すえた。

「……そんなに煌翔の四妃になりたいのか？　後宮で出世したいだけなら、他ほかの手を考えた方がいい。それぐらい君の舞ぶ踏とうはひどい」

　腕うで組ぐみした聖雷に、大きく首を振った。

「後宮で出世したいわけではないんです。……ただ事情があって、どうしても四し妃ひに入る必要があります。だから他の方法では駄だ目めなんです」

　膝をついて、聖雷に向かって深々と頭を下げた。

「わたしの舞踏は確かにひどいのだと思います。ですが、努力もしないで諦あきらめる事だけはしたくありません。どうか指導してください」

　頭を下げたまま、じっと待つ。しばらく経たってから、聖雷が息をつく気配がした。

「宴うたげまであと八日だ。指導を受けるなら寝ねる暇ひまもないと思うけど、それでもいいのか？」

「はい。弱音は吐はきません」

　言い切ると、聖雷がふっと笑った。

「いい返事だ。頑がん張ばっている女性を見るとつい応おう援えんしたくなるんだ。……君が舞踏の名手になるのは八日ではとうてい無理だ。だけど最終選考は蘭陵王の一幕を踊るだけだと聞いた。とりあえず、その一幕を踊れるようにするだけなら、何とかなるかもしれない」

　ようやく聞けた色よい返事に、満面に笑みを浮かべてもう一度頭を下げた。

「ありがとうございます！」

「では、さっそく稽けい古こを開始しよう」

　聖雷の指示でもう一度面をつけようとした。そこへ戸の向こうから声が聞こえる。

「聖雷様。陛下との謁えつ見けんの時間でございます」

　戸を開けたのは聖雷の従者だった。彼を見て、聖雷が息をつく。

「ああ、そうだった。陛下とお話しする時間を頂いたんだ。凜莉、気合いが入っているところをすまないが、しばらく席を外させてくれ」

「はい。お気をつけて」

　頭を下げると、聖雷は我嵐に目を向けた。

「我嵐、待っている間に凜莉に柔じゆう軟なんを教えてやってくれ。君は武道の達人だから、柔軟はお手の物だろう。凜莉の一番の問題は身体からだの硬かたさだ。少しでも柔やわらかく、指先まで美しくしなやかにが舞踏の基本だから、まずはその身体の硬さを何とかしよう」

「それなら任せてください」

　頷うなずいた我嵐に心の底から感謝した。聖雷が戸へと向かう。

「では帰ってくるまでに、その針金でも入っているかのようなぎこちない動きをなめらかにしておいてくれ」

　彼の姿が見えなくなってから、ふうっと息をつく。

「聖雷様って軽けい薄はくな印象があったけど、香の知識も香士並みだし、舞踏に関してはかなり真剣に教えてくださるわ。もしかして、けっこういい人なのかな」

　呟つぶやくと、我嵐が隣となりにきて苦笑した。

「どこまで本気なのかわからない言動が多いからな。あまり性格がいいとは言えないが、そう悪い人でもないのではというのが、俺の個人的な感想だ。ただ煌翔様が絡からむとな……」

　困った顔をしている我嵐が言いたい事はなんとなく予想がついた。

　息を一つ吐いて、我嵐がこちらに向き直る。

「さあ、凜莉。言われた通り、柔軟をしよう。お前の身体の硬さはさすがにひどいぞ」

　我嵐に従って柔軟をしようと準備していると、ふいに戸ががらりと開いた。

「聖雷殿どの、いらっしゃいますか？」

　戸を開けたのは煌翔だった。彼の後ろに珠華や蘭々がいるのを見て、驚おどろきに目を見張った。

　麗華宮は煌翔の為ために作られた後宮だ。そこにいる姫ひめ達を彼が連れて歩くのは、何らおかしな事ではない。しかしここは後宮の外だった。

　姫達をこんなところまで連れてくるのは、いままでの煌翔からは考えられない事だ。

　以前の煌翔は後宮が嫌きらいだと言っていた。それなのに最近の彼はまったく違ちがう態度をとるようになった。何か考えがあるのだろうと思っているが、それが何かはまだわからないでいた。

　我嵐が跪ひざまずいて頭を下げる。慌ててそれに倣ならった。

「聖雷殿はどうした？」

　辺りを見回している煌翔に、我嵐が顔を上げた。

「聖雷様は陛下に謁見されるそうで、いまはおでかけになられています」

　煌翔がこちらに目を向けて、一いつ瞬しゆんだけむっとした顔をした。

「……本当に聖雷に稽古してもらっているんだな」

　煌翔はそこで言葉を止めた。いつもはっきり物を言う彼にしては、何か言いたげに言葉を止めるのは珍しかった。首を傾かしげると、煌翔は気を取り直したように隣にいる蘭々に目を向けた。

「姫達が茶会を開くから、お招きしようと思ったんだが、いらっしゃらないなら仕方ない」

　何度か目があった気がするが、煌翔は話しかけてはくれなかった。

（やっぱり、周りに人がいると、態度が冷たい気がするわ。どういう事だろう？）

　ちらりと顔を上げ、蘭々と楽しそうに話をしている煌翔を見つめる。

「煌翔様、あの……」

　まずは挨あい拶さつしようとした。彼の反応が見たかったのもある。

　しかしそれを遮さえぎるように蘭々が前に進み出た。

「まあ、失礼だわ。自分から話しかけるなんて」

　煌翔の右隣にいた珠華がくすくすと笑う。

「礼れい儀ぎを知らないんだわ。たかだか才人が皇太子様に直接話しかけるなんて、どれだけ無礼な事かもわからないのね」

　後宮の側室の中でも才人はかなり身分が低い。だから挨拶とはいえ、直接皇太子と話すなんて恐おそれ多い事だった。煌翔は四妃に入って初はつ恋こいの女性を后こう妃ひにするまで時間を稼かせいでくれと言っていたが、いまはそんな事など頼たのんでいなかったような態度だ。

「……失礼しました」

　やはり何か事情がありそうだった。しかし彼が何も言わない以上、いまは聞いてはいけないという事だろうと思った。頭を下げて後方に下がろうとしたが、うっかり何かにつまずいた。

「あっ……！」

　ちらりと見えたのは、誰だれかが着物の裾すそを踏ふんでいるところだ。煌翔についてきた姫達が近くにいたので、彼女達の誰かかも知れなかった。しかし一瞬だったので、目の錯さつ覚かくかもしれない。

　そのまま倒たおれ込もうとしたところを、とっさに誰かの手が支えてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　声は煌翔だった。身体を支えてくれたのも力強い彼の腕だ。

　顔を上げると、彼は確かに心配そうな表情をしていた。

「まあ、煌翔様自ら才人ごときを助けるなんて！」

　珠華の声に煌翔がわずかに目を見開いた。一度目を閉じて、さっと手を放す。

「……目の前で倒れそうな女性がいたら、たとえ相手が敵国の姫でも助けるさ」

　何でもない事のように言い放って、煌翔が背を向けた。慌てて彼に向き直って、頭を下げる。

「ありがとうございました」

　礼を言ったが、やはり無視された。煌翔は我嵐に目を向ける。

「じゃあな。我嵐。聖雷殿の警護を引き続き頼たのんだぞ」

　煌翔と姫達が去って行く後ろ姿を見送っていると、事情があってあんな態度を取るのだと信じていても、もしかしたら嫌われたのではという不安が心に芽生えた。

「どうした？　顔色が悪いが」

　我嵐がそっと肩かたに手を置いてくれた。その手は大きくて温かかった。

「何か気になる事があるのなら言ってみろ。俺とお前は友達だろう」

「ありがとう。……実は、最近煌翔様に冷たい態度を取られる事があって。でもそんな態度を取られるのは、周りに人がいる時だけのように思えるの。だから何か理由があるとは思っているんだけど、でももしかしたら嫌われたのかなって、少しだけ思ったりもしていて」

　苦く笑しようしつつ、悩なやみを口にした。言うのは恥はずかしい気持ちもあったが、心のもやもやを吐き出したかった。何より我嵐は友達で、強面こわもてではあるが優やさしい性格なのはよくわかっていた。

「理由があるのなら知りたいと思っているんだけど、それを聞こうにもなかなか話もできなくて。どうしたらいいのかなって」

　つとめて明るい表情をした。我嵐が何か考えているそぶりをみせて、しばらくして口を開く。

「……煌翔様がお前に話しかけないのは、俺も理由があるのではないかと思う」

　我嵐の言葉に目を瞬またたかせた。

「何か知っているの？」

[image: ]

「いや、ただそう思っただけだ。……煌翔様は、完かん璧ぺきな皇太子の顔をされているが、実は人の好き嫌いが激しくて、一度嫌いになったらとことん相手を攻こう撃げきする人だ」

　ひどい言われようだが、頷うなずくしかなかった。まさしく煌翔はそういう人物だ。

「しかし、気に入った者には最大限の愛情を示す方でもある。煌翔様は一度守ると決めた相手は、どんな事をしてでも守るはずだ。俺は実際、煌翔様に命を救われた事がある」

「命を救われた？」

　聞き捨てならない言葉だった。我嵐は小さく頷く。

「大将軍に成り立ての頃ころの話だ。俺はある男の罠わなにかかって、罪を着せられそうになった」

　思わず目を見開いた。我嵐が大将軍になったのは、三年ほど前だと聞いた事があった。

　父親からその地位を引き継ついだらしい。まだ十代だった彼が大将軍として軍を率いるのは、きっと大変な苦労があっただろうと察しがついた。

「罪っていったい、どんな？」

「賄賂わいろをもらっていると言われた。ある特定の部下を出世させる為にな。その部下は確かに俺の一存で出世させた。だがそれはそいつが武に優すぐれ、情に厚い人の上に立つに相応ふさわしい男だったからだ」

　我嵐の言葉は凜りんとしていた。

「しかし賄賂をもらってその男の出世の便べん宜ぎを図はかったと言われ、なぜだか俺が賄賂を受け取っていたのを見たという証人まで現れた。その証人も俺の信しん頼らいする部下の一人だった。そいつに裏切られたとわかって、俺は……」

　その時の事を思い出したのか、我嵐がわずかに唇くちびるを震ふるわせた。思わず我嵐の肩に手を置く。

「我嵐。辛つらいなら……」

　我嵐は心根の純じゆん粋すいな人だ。信じていた人に裏切られたなら、衝しよう撃げきは計り知れなかっただろう。

「いや、大丈夫だ。……罪を着せられて牢ろうに入れられた俺のもとに、煌翔様がやってきた。煌翔様とは子どもの頃からのつきあいだが、その時は傲ごう慢まんな性格が合わなくて、敬遠していた。しかし煌翔様はそんな俺を面おも白しろがってからかってばかりいた」

　その光景が目に浮うかびそうだった。

　まじめな我嵐をからかうのは、きっと煌翔の大好きな遊びの一つに違ちがいない。

「煌翔様は牢に入れられた俺を見て、ぶざまだなと言った。情けなかったが言い返せなかった。そんな俺を見て、お前がいないとからかう相手がいなくてつまらないから犯人を捜さがしてやると仰おつしやったんだ。そしてその後に急にまじめな顔にもなって、お前は友だ。友を傷付ける奴やつは許さない。必ず守ってやると言ってくださった」

　それは我嵐にとって、とてもいい思い出なのだろう。彼は笑えみを浮かべていた。

「その次の日には、俺を陥おとしいれた犯人が捕つかまった。証言した男も噓うそをついた事を認めた。俺はあっという間に解放されたんだ。……あの時煌翔様が動いてくれなかったら、いまの俺はなかった。煌翔様は命の恩人だ」

　我嵐はこちらを見つめて、微笑ほほえんだ。

「煌翔様は一度守ると決めた人間は、全力で守ってくださる。俺が見た限り、凜莉は煌翔様が守ると決めた人間だ。それなのに冷たい態度をとられるという事は、きっと何か理由があるんだ。だから、もうしばらく煌翔様を信じて様子を見たらどうだろう」

　我嵐が煌翔を信頼する様子が、手に取るようにわかった。

　そして自分が知っている煌翔の真実の姿は、我嵐が話した煌翔と同じだ。

「……わかったわ。しばらく様子を見てみる。それにいまは舞ぶ踏とうの訓練に集中しなくてはならないし、くよくよしている場合ではないわよね」

　微笑むと、我嵐が大きく頷いた。彼とともに聖雷に指示された柔じゆう軟なんの準備を再開する。

　煌翔がいったい何を考えているのかはわからない。

　それでも彼を信じて、前を向いて目的の為ために進んで行こうと思った。




[image: ]




　手て拍びよう子しにあわせて、優ゆう雅がに踊おどる。

　言葉ではたやすいが、実際に行うのは至難の業わざだと凜莉は思った。

　特に宮きゆう廷てい舞踏として有名な蘭陵王は、ゆっくり踊っているように見えてかなりの運動量だ。

　金の仮面で目元を隠かくしているせいで、視界もあまりよくない。もちろん目の部分は見えるように穴が開いているが、仮面をつけていると舞台の全体を確かく認にんするのはやや難しかった。

　この状態で舞台に立って、他ほかの九人の姫ひめ達の動きを確認しつつ、彼女達に合わせて踊るなんて本当にできるのかと不安にもなった。そんな事を考えながら長い袖そでをひらめかせて回転し、極限まで背をそらすと、膝ひざががくっとした。

「きゃっ！」

　そのまま倒たおれ込むと、稽けい古こを見ていた我嵐が駆かけ寄ろうとした。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　正面にいた聖雷が、我嵐を手で制す。

「凜莉、少々背をそらしたぐらいで体勢を崩くずすなんて、柔軟性がない証しよう拠こだ。それに何か考え事をしていただろう。雑念が踊りに出ている。みんな一いつ緒しよに踊る舞台で君がいまみたいに転んだら、君だけではなくて、他の姫達の舞踏も台無しになる。集中して」

　厳しい声と口調だった。そのひと言は自分の中のやる気に火をつけた。

「すみません。聖雷様、稽古の続きをお願いします。わたしだけ踊れなくて恥はじをかくのは自じ業ごう自得ですが、他の姫達の踊りまで台無しにするわけにはいきません」

　予備選考を突とつ破ぱした姫達は、全員で舞踏の練習を行っているらしい。そこに入ってみんなと練習できないぐらい、自分は下手だった。それがわかっているからこそ、せめて足手まといにはならないくらいになりたい。聖雷が感心したように頷いた。

「根こん性じようがあるな、私の好みだ。私は舞踏に関しては手を抜ぬかない。ついてこられるなら続きをするけどどうする？」

　立ち上がって姿勢を正して、礼をした。

「よろしくお願いします！」

　女性に甘い言葉を惜おしまない聖雷は軽けい薄はくな印象があったが、舞踏に対してはかなり厳しい指導だった。しかしそれがいまはありがたい。

「いい返事だ。では、続けよう」

　我嵐が聖雷に一歩近付いた。そして手で開け放たれた戸の外を示す。

「待ってください。もうとうに昼を過ぎています。稽古を始めてから、茶のいっぱいも飲んでいないんです。このままでは凜莉姫が倒れてしまうでしょう。少し休きゆう憩けいをした方がいいと思います」

　聖雷が廊ろう下かに面した庭に顔を向け、高く上った太陽に目を細めた。

「本当だ。もうこんな時間か。稽古に集中してすっかりわからなかったよ。わかった。少し休憩しよう。食事をしっかりとって体力をつけるのも稽古の一つだ」

　聖雷が肩かたを竦すくめた。我嵐がこちらに向き直ってそっと声を潜ひそめる。

「凜莉、少し休んでいろ。食事の支し度たくを頼たのんでくる。朝から動きっぱなしだろう。俺がいなくても大丈夫か？」

　気持ちは焦あせっていたが、確かにお腹なかも空すいていた。頷くと、我嵐が心配そうな顔をしつつも部屋から出て行った。

「凜莉、手をどうぞ」

　自然な仕草で聖雷が手を差し出した。

「いえ、皇太子様のお手を借りるなんて恐おそれ多いです。自分で歩けます」

「そう言わないで。舞踏の稽古は手を抜かない主義だが、女性には優やさしくするのが生き甲が斐いの一つでもある。稽古の時以外は優しくさせてくれ」

　さきほどまでとはまったく違う柔やわらかい口調に目を瞬またたかせつつも、あまり断り続けると湖蘭国の皇太子を嫌いやな気持ちにさせるかもしれないと手に手を置いた。

　聖雷が微笑んで、手を引いてくれる。二人で上座においてある机の前に移動した。

　そこにある椅い子すに促うながされて腰こし掛かけると、聖雷が正面に座った。

「凜莉、君は舞踏はまったくもって下手だ。君に比べたら、子こ猫ねこが踊る方がまだかわいげがあって喜ばれるかもしれない」

　ぐさっと心に突つきささるひと言だった。しかし自分で踊っていて、いまの言葉が真実だともわかっていたので、反論はできなかった。

「美人会の最終選考で他の姫達と踊ったら、迷めい惑わくをかけてしまうでしょうか？」

　おそるおそる聞くと、聖雷が苦く笑しようした。

「いまのままでは確実にね。だけど、君はやる気と根性だけはある。私の稽古についてこられたら、子猫が踊るよりはましにしてあげるよ」

　聖雷らしい言い方だと思った。彼の稽古は厳しいが、とても的確だ。

　稽古の最中は、いつものふざけた様子はなりを潜め、真しん剣けんな顔で指導をしてくれる。

「聖雷様は舞踏に対してとてもまじめなんですね。何か特別な思い入れでもあるんですか？」

　皇太子様に向かって質問するなんて恐れ多いとは思ったが、聖雷の稽古の様子はいつもの彼とはあまりに違っているので気になった。聖雷がやや微笑む。

「特別な思い入れか……。じゃあ凜莉にだけ、特別に教えてあげる。舞踏は私と妹が、宮廷で生きていく為に必要な手段だったんだ」

「宮廷で生きていくって……聖雷様は皇太子ではありませんか。どうしてそんな……」

「いまは皇太子だが、二年ほど前までは違ったんだ。湖蘭国は皇族の長男が皇こう帝ていの座を継つぐ。私の上には兄がいて、本来は彼が皇帝になるはずだった。だが、二年前に落馬して亡なくなってしまって」

　そんな話は初耳だった。思わず神しん妙みような顔になる。

「お亡くなりになられたんですか。それはお気の毒に……」

「お気の毒というか、実は湖蘭国には皇子だけで十人はいる。みんな母親が違うから、顔ぐらいは知っているが、直接話した事もないような皇子だっている。もと皇太子ともあまり話した事はないから、悲しいとは正直思えないんだ。だが、彼が亡くなったおかげで私は皇太子に繰くり上げられた」

　口調と話しぶりから、ふとある事に気づいた。

「皇太子になるのが、あまり本意ではなかったような感じがしますが」

　失礼かとは思ったが、おずおずと問いかけると、聖雷はふっと微笑む。

「そうだな。皇太子なんて堅かた苦くるしい立場だ。特に私の母は庶しよ民みん出身で、後宮での地位は決して高くなかった。舞踏の名手として有名で宮廷に呼ばれて踊りを披ひ露ろうしたら、父である皇帝に気に入られて私と妹が生まれた。母が庶民出身だというだけで私達も宮廷では肩身が狭せまかった」

　聖雷は膝の上で両手を組んで、小さく息をついた。

「母から指導を受けた舞踏は、私と妹にとって宮廷で自分達の居場所をつかみ取る唯ゆい一いつの手段だった。舞踏がうまく踊れれば皇帝の機き嫌げんもよく、私達の宮廷での地位も安定した。だから死ぬ気で稽古に励はげんでいたよ」

　皇子として何不自由なく育てられたのだと思っていたが、そうでもないようだ。

「長ちよう兄けいが亡くなって、第二皇子だった私が皇太子になったが、私の母は貴族ではないから反対する者も多い。……これは湖蘭国では知られている事なんだが、父が心臓の病を抱かかえていて、けっこう頻ひん繁ぱんに発ほつ作さを起こすんだ」

「そうなんですか？」

　他国の事はあまり耳に入ってこないので、初めて知った。驚おどろいていると、聖雷が頷うなずいた。

「最初は隠していたんだが、父が新年の儀ぎ式しきで民たみの前に顔を出した時に発作を起こしてね。そういう事情もあって、他の皇子達が私を皇太子の座から早く引きずり下ろさなければと狙ねらっているみたいだ。父に何かあったら私が皇帝だ。庶民出身の私が皇帝の座につくなんてと、みんな不満に思っているようだ」

　聖雷の湖蘭国における立場は微び妙みようらしい。彼の話を聞いていて、ある事が気になった。

「妹姫は、いまは宮廷におられるのですか？」

　聖雷は妹の話をするたびに、わずかだが目を細める。

　それは彼が妹を大切に思っている証拠のような気がした。

「ああ、妹は……慧けい花かというんだが、慧花は宮廷にいるよ。とても美しいんだが、少しばかり気が弱くて。舞ぶ踏とうの稽古が辛つらくて泣いている慧花をなぐさめるのが私の仕事だった」

　聖雷が懐なつかしそうに微笑ほほえんだ。

「仲がいいんですね」

　一人っ子だったから兄妹きようだいがいる人がうらやましくもあった。優しい兄には昔から憧あこがれる。

「そうだな。十年前に母が亡くなって、二人で協力して生きてきたからね。舞踏という特技がなかったら、宮廷での立場もなくなって、放ほうり出されていたかもしれない。だけど……」

　聖雷がそこで口を噤つぐんだ。彼の顔が曇くもったのが気になって、思わず口を開いた。

「だけど、なんですか？」

「いや、ちょっと慧花の事で心配事があって。実は慧花は、父の命令である貴族の妻になる事が最近決まったんだ」

　結けつ婚こんという話ならおめでたい事だが、聖雷の表情からはそれが不本意だと見て取れた。

「反対されているんですか？」

「反対なんてできないさ。皇帝のご命令だからな。だが、相手は慧花より三十歳も年上で、正妻が亡くなられたから再婚されるようなんだ。湖蘭国の都からかなり離はなれた山奥に住んでいて、貴族として地位も高いし大金持ちだが、女性にだらしなくて側室がたくさんいるって話だ」

　確かにそんな人物に大事な妹が嫁とつぐのは心配だろうと思った。聖雷が口元を引き締しめる。

「結婚相手は皇帝の娘むすめを正妻にして、皇族と繫つながりをもとうって魂こん胆たんだ。慧花は知り合いのいない田舎いなかでたくさんの側室達に囲まれて暮らせるほど気が強くない。皇太子になれば、もっと宮廷での発言力が上がるかと思ったんだけど、皇帝がいらっしゃる以上父の言葉が絶対になる。皇帝の命令をはねのけるほどの力はいまの私にはない。だが……」

　聖雷が言葉を句切った。彼の真しん摯しな目にどきりとした。

「慧花だけは守ってやりたいんだ」

　妹を思う聖雷の気持ちが痛いほどに伝わってきた。

　軽薄で女性に甘い言葉を惜しまない、いい加減な男。それが聖雷の第一印象だった。

　しかし、いまの彼は妹思いの優しく誠実な男のように思えた。

（こんな真剣な眼まな差ざしを見たのは初めて。聖雷様ってやっぱりまじめな人なのかもしれない）

　そう思うと同時に、胸がどきっと高鳴った。なぜどきどきするのかわからなくて俯うつむく。

「何か慧花姫ひめの結婚をやめさせる方法があるといいんですけど」

「難しいな。父を説得できればいいが、かなり強ごう情じようだから一度決めた事は簡単には覆くつがえさない。慧花の結婚は地方に住む金満な貴族との繫がりを作る為ためだから、それ以上の利益がある何かを取引材料として示せば、あるいは考えを変えてくれるかもしれないが」

　聖雷はそう口にして苦笑した。

「だが父の考えを変える為には、かなり価値のある取引材料が必要だ。父にとって価値のあるものとは何だろうといつも考えているんだ。……私にもっと力があれば慧花を救えるのに」

　聖雷は妹を思う優しい兄の顔をしていた。

　その目を見ていると、胸のどきどきが大きくなる。

　そんな自分に戸と惑まどいつつ、聖雷の言葉を再び頭に思い浮うかべた。

（湖蘭国の皇帝陛下にとって、価値のある〝何か〟か。いったいそれって何だろう……？）

　考え込んだが、聖雷も悩なやんでいるほどの問題はそう簡単に解決できそうにはなかった。
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「足がだるいわ……」

　凜莉は麗華宮に入ったとたん、脱だつ力りよくしてその場に蹲うずくまった。

　聖雷の稽けい古こを受けるようになって五日ほどが経っていた。連日稽古は朝から晩まで続いている。今日もすっかり暗くなるまで稽古は続き、さすがに休んだ方がいいという我嵐の進言でようやく部屋に戻もどれる事になった。

　我嵐と別れて麗華宮に入ったとたん、疲つかれが押し寄せて立っているのも難しくなった。足や腰こしはぱんぱんに張っているし、腕うでの関節はぎしぎし鳴っている。

　身体からだが重くて仕方なかったが、何とか気持ちを奮い起こして立ち上がる。

「もうみんな寝ね静しずまっている頃ころね。わたしも少しでも寝なくては」

　ふらふらしながら自室に向かっていると、ふとある香かおりに気づいた。

「……これって翡翠姫の匂におい香こうだわ。こんな夜よ更ふけにどうして？」

　わずかな香りは、きっと普ふ通つうの人なら気づかないものだろう。人気のない夜の廊ろう下かは他ほかの香りが混じらないので、翡翠の伽きや羅らをもとにした匂い香に気づけた。

　香りは舞踏場からのようだ。

　気になって足を向けると、庭に面した舞踏場の真ん中で、翡翠が一人で練習をしていた。

「わぁ、綺き麗れいだわ……！」

　柱の陰かげから翡翠を見つめた。

　金の仮面をつけて優ゆう雅がに踊おどる翡翠は、まるでこの世のものとは思えないほど美しい。

　翡翠は予備選考を首席で合格したので、最終選考の蘭陵王では主役を踊る事になっていた。

　彼女が顔につけている面を見ると、自分のものよりかなり細工が細やかなのがわかった。

　目元と顔の右半分を隠かくす面は、額に緑色の宝石が飾かざられ、頰ほおの辺りは花びらのような形をしている。主役だけがつける事ができる黄金の面を被かぶって、翡翠はしなやかに踊っていた。

　蘭陵王の舞踏は、ゆっくり踊っているようにみえてかなり動きが激しい。稽古している間、息も絶え絶えになる事もあるが、翡翠は激しく踊っても顔色一つ変えなかった。

　見み惚とれつつ、自分の舞踏を思い出した。舞踏の練習に寝る間を惜おしんで精しよう進じんした。

　聖雷の指導もあって、最初の頃よりはずいぶん上達したとも思っている。

　しかし翡翠の舞踏と比べたら、自分の踊りはまるで小さな子どもがお遊ゆう戯ぎしているようだ。

「きっと他の姫達も翡翠姫みたいに上手なんだわ。彼女達と一いつ緒しよに踊ったら、わたしだけ動きについていけなくて、みんなに迷めい惑わくがかかる……」

　いままで、自分の宮ぐうを持ちたいが為に必死になっていた。

　だが改めて考えてみると、今回の舞踏は麗華宮の姫達が国こく賓ひんである聖雷をもてなす意味がある。その大切な舞踏が自分のせいで台無しになったらと思うと、寒気がした。

（まずいわ。もっともっと練習しなくては……！）

　考え込んでいると、ふいに声が聞こえた。

「誰だれかいるの？」

　舞踏場に目を向けると、翡翠が動きを止めてこちらに顔を向けていた。

　おずおず姿を見せると、翡翠が面を外し、眉まゆ根ねを寄せる。

「凜莉姫、一度くらい舞踏の稽古に顔を出したらどう？　みんなで一緒に踊るのだから、あなたがいないと私達も困るのよ」

「ごめんなさい。みんなと踊れるほどまだうまくないから……」

　近付くと、翡翠が小さく息をついた。

「我嵐様から確かにそう連れん絡らくが来ているけど、最終選考まではあと三日よ。みんなで踊るのだから和を乱してはいけないわ。当日の朝に本番用の面と衣い装しようをつけて最後の稽古をするから、それには必ず出なさい」

「はい」

　三日後までに、翡翠達と一緒に踊っても見み劣おとりしないぐらいに仕上げられるだろうかと不安が襲おそった。俯き加減で返事すると、翡翠がまた面をつけようとした。

「翡翠姫もこんな時間まで稽古ですか？」

　翡翠と二人で話をするなんてずいぶん久しぶりだ。彼女の凜りんとした言動には、憧れている。

　少しだけでいいから彼女と一緒の時間を過ごしたかった。

「ええ。舞ぶ踏とうは奥が深いわ。幼い頃から習っているけど、満足がいくほど踊れた例ためしがないの」

　意外な言葉に目を見開いた。

「翡翠姫の舞踏は完かん璧ぺきなように見えますけど」

「いいえ。まだまだよ。もっと努力しなくては」

　そう口にする翡翠はどこか楽しそうに見えた。翡翠は努力家なのだろう。

　自分を磨みがく事が楽しく感じられるのかもしれない。ならば、やはり彼女はすごいと思った。

「翡翠姫の舞踏がとても楽しみです」

　心からの言葉だった。しかし翡翠がふいにまなじりを決した。

「噓うそをつかないで。あなただって最終選考に出るんでしょう。私達は煌翔様の四し妃ひの座を巡めぐって敵対しているのよ。それなのに楽しみだなんて」

　翡翠は面をして、腕組みをする。

　面の奥に見える黒い瞳ひとみは、怒いかりとも哀かなしみともつかない複雑な色をしていた。

「あなたは煌翔様の妻になりたいわけではない。香士になりたいという夢を叶かなえる為にここに来たって言ってたから、それを信じていたわ。あなたは噓をつかない人だと思っていたから。それなのに美人会に出た」

　非難するような声だった。よく見ると、翡翠の唇くちびるが震ふるえている。

「最初は何か事情があるのかもって思ってたの。あなたはこの噓と陰いん謀ぼうが渦うず巻まく宮きゆう廷ていでも正直な人だと信じていたから。……だけど、あなたは香の調合を放ほうり出して舞踏の稽古ばかりしている。そして私の舞踏が楽しみなんて、噓をついた」

「噓じゃありません。これには訳が……」

「訳って、どんな？」

　聞かれて、思わず言葉に詰つまった。

（本当の理由を言ったら、秘宝香の事や煌翔様の初はつ恋こいの人の話まで知られてしまうかも）

　話してはいけない事を隠しつつ本当の気持ちを伝えるには、何と言えばわかってもらえるだろう。躊ちゆう躇ちよしているうちに、翡翠がため息をついた。

「ほら。言えないって事は、その訳っていうのも噓だからじゃないの？　私はね、噓をつかれた事が一番悲しいの。あなたとは、ともに高みを目指せる友になれると思っていたから」

　翡翠の切れ長の目が潤うるんだ。ぐっと唇を嚙かんで、翡翠が大きく息を吸う。

「あなたと友になれたと思っていたのは私の勘かん違ちがいだったみたいね」

　違うと言いたかった。噓をついたつもりはない。ただ、どうしても話せない事があるだけだ。

　どうしていいかわからず混乱していると、翡翠がこちらを見つめた。

「あなたはもう友ではないわ。私は負けない。どんな事をしてでも四妃に入ってみせるから」

　言い切って翡翠が背を向けた。立ち去る彼女にかける言葉が見つからず、途と方ほうに暮れた。
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　木蓮は、白い陶とう器きで出来た乳にゆう鉢ばちに粉末にした香料を入れた。

「闇やみ香士団の長おさともあろう者が、ずいぶん年季の入った、しかも安物の乳鉢を使っているんだな」

　柔やわらかい口調には覚えがあった。眼鏡を押し上げつつ、正面の戸を見つめる。

　やはり予想通りの人物が部屋に入ってきた。

「これが慣れていて使いやすいので」

　言葉少なに答えたのは、本当の事を話したくないからだ。男が目の前に座る。

「それだけが理由かな。あなたは毒香を使う暗殺団の長だ。『九きゆう尾びの狐きつね』の称しよう号ごうを持ち、神瑞国に革命を起こそうとしている。こだわりも強そうだから選び抜ぬいた道具を使いそうなのに」

　九尾の狐の称号を持つ者は、皇こう帝ていを守るのが務めだ。しかし皇帝に相応ふさわしくない者が主人になった場合は牙きばを剝むく。徳のない皇帝を廃はいして革命を起こすのもまた、九尾の狐の務めだった。

　皇帝直属の暗殺集団として先祖代々仕えてきたが、皇帝はたった一度の失敗で見捨てた。

　そんな情のない者は、皇帝という器うつわには相応しくないと、九尾の狐である自分は判断した。

　だから数年をかけて宮廷に入り込んだ。

　そして皇帝を暗殺しようとして、失敗した。その上正体がばれて宮廷にいられなくなった。

　その原因を作ったのは、この乳鉢を一緒に買ったある少女だった。凜莉の顔を思い出して、心の中で思わず笑えみを浮うかべた。決して表情には出さなかったのに、男は首を傾かしげた。

「いま思い出し笑いをしただろう。冷れい酷こくな君を笑わせるなんて、どんな思い出だろうね」

　どうしてわかったのかとむっとした。しかしそれも顔に出していないのに、男は肩かたを竦すくめた。

「そう怒おこらないでくれ。君は顔には出していないつもりだろうけど、人の感情には聡さとい方だからわかるんだよ。ねえ、君に思い出し笑いをさせているのは、もしかして好きな女性との思い出なんじゃないか？」

「……そんな事はどうでもいいでしょう。計画はうまくいっているんですか？」

　彼の調子にいつまでもあわせていられない。質問に質問で返すと、男は微笑ほほえんだ。

「まあまあかな」

「まあまあでは困ります。そろそろ結果を出してください」

「わかったよ。任せてくれ」

　渋しぶ々しぶといった調子で男が立ち上がって、部屋から出て行った。

　彼の姿が見えなくなってから、乳鉢に目を戻もどす。凜莉とは彼女が子どもの頃ころからのつきあいだ。香の調合を教えた弟で子しでもある。まじめでいつも笑みを浮かべていた。

　だけど、出会ったばかりの頃は、父親が亡なくなって母親は病気がち。下町で食べる物にも困るような生活を送っていた。泣きたくても母親を心配させたくなくて我が慢まんしている少女に、泣いていいよと言ったのは、彼女の信しん頼らいを得る為ためだった。

　秘宝香の調合法を知っているのは、父親の調合を手伝っていた凜莉だけ。

　凜莉から秘宝香作りに必要な記き憶おくを引き出す為に、彼女に近付いた。秘宝香のせいで本人は忘れてしまっているが、何かのきっかけで思い出す可能性はわずかだがあった。

　子どもだった凜莉は、堪こらえていた涙なみだをぽろりと流した。そうしてようやく声を上げて泣いた。そんな彼女を見たとたん、自分の中の何かが動いた。

　けなげな様子を愛いとおしいと思った自分に、人生で最大の衝しよう撃げきを受けた。

　乳鉢は、調合を始めた凜莉に道具を揃そろえてやった時に、彼女と揃いで買ったものだ。

　この乳鉢を見ると、胸が痛んだ。

「凜莉、君が記憶をすべて思い出したら、きっと私を嫌きらいになる」

　それは誰だれにも言えない本音だ。秘宝香の調合法は知りたいが、凜莉には過去を思い出してもらいたくない。しかし自分は闇香こう士し団の長だ。個人の考えで革命を止めるわけにはいかない。

　複雑な思いを抱かかえて、大事に乳鉢を両手ですくい上げて見つめた。
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　朝日が差し込むとともに、凜莉は目が覚めた。今日はいよいよ最終選考が行われる日だ。

　昨夜ゆうべ遅おそくまで聖雷と稽けい古こしていたので、寝ね不ぶ足そくだし身体からだはぎしぎしと悲鳴を上げている。

　本当ならぐっすり眠ねむって起きられないくらい疲つかれているはずなのに、緊きん張ちようのせいか早朝に目が覚めた。布団から起き上がって背せ伸のびする。

「最終選考は夜に行われる宴うたげでだけど、他ほかの姫ひめ達と一いつ緒しよに朝から練習があるわ。それまでに一度自分だけで練習しよう」

　他の姫達とはまだ一緒に踊おどった事がなかった。あまりに舞踏が未熟なせいで、姫達と一緒に踊るとついていけなくて迷めい惑わくをかけてしまうからだ。

「最後の練習をみっちりやってみんなと動きを合わせないと、舞踏を台無しにしてしまうわ」

　不安はつきなかった。唯ゆい一いつの希望は、昨日の聖雷の言葉だ。

　彼曰いわく〝まだまだだけど、最後の練習でしっかりみんなと動きを合わせられれば、一緒に踊っても何とか悪目立ちはしないですむだろう〟という事だった。

「でも聖雷様には悪目立ちしないだけで、よほど奇き跡せきが起きない限り四妃に入れるほどの高評価を得るのは難しいとも言われたわ。……やっぱりあの手を使おうかしら」

　数日前から、舞踏を盛り上げる為にある方法を考えていた。

　舞踏はどうあがいたって、たった十日で子どもの頃から習っている姫達より高評価を得られるはずがない。だから自分にしかできない事は何かないかとずっと考えていた。

　布ふ団とんを片付けて準備をしながら、得意の香を使ったある手段を用もちいようと決意した。

　着き替がえを終えて、戸に手をかけて開き、廊ろう下かに出る。

　このところずっとそばにいてくれた我嵐も、さすがに早朝はいなかった。

　涼果には朝から練習すると伝えていたので、あとから来るだろうと舞踏場へ急いだ。

　稽古場として使われている舞踏場は、早朝のせいか人気はなかった。

「さすがにまだ誰も来ていないのね。……ん？」

　広い舞踏場に入ると、壁かべ際ぎわに木箱がいくつか置かれているのに気づいて足を止める。

「あれって確か、今日の舞踏で使う衣い装しようと面が入っている木箱じゃないかしら」

　数日前、涼果が衣装が身体に合うか確かく認にんする為に、持って来た木箱と同じだった。

「今日の朝からある全員での総練習では、本番用の衣装と面をつけて踊るって言ってたから、きっとその為に置いてあるのね。木箱もちょうど十あるもの」

　人数分置いてある木箱に近付くと、名前が記された紙が貼はられてあるのに気づく。

「翡翠姫の名前もあるし、珠華姫に蘭々姫の名前もある。みんな衣装あわせをして、体形にそって直したんだわ。わたしの衣装は……」

　涼果がもってきてくれた衣装はかなり大きめだった。寸法を直してくれると言っていたが、うまくできただろうかと気になって、自分の名が記された衣装箱の前で足を止める。

「どんな仕上がりになったのかな。裾すそが長くて踏ふみそうだったけど、短くなったかしら」

　箱をそっと開けて見た。そして思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「あれ？　何も入っていないわ。ん？　この香かおりは……」

　箱はからっぽで、衣装も面も入っていなかった。驚おどろいて顔を近づけると、ある香りがした。

　それはきっと普ふ通つうの人なら気づかないようなわずかな香りだ。しかし絶対嗅きゆう覚かくを持つ鼻は、その香りが翡翠が身につけていた伽きや羅らをもとにした匂におい香だと気づく。

「どうして翡翠姫の香りが……」

　気にはなったが、まず衣装の確認が先だと思った。

「他の人のはどうかしら」

　他の木箱を開けて見ると、そこには白地に金糸で刺し繡しゆうがされたきらびやかな衣装と、金色に輝かがやく面があった。他の箱にはすべて揃いの衣装と面があるのに、自分のものだけがない。

「どういう事？」

　もう一度自分の名前が書かれている箱を開ける。やはり何もなくて、頭が混乱した。

「わたしだけ箱に衣装が入っていなくて、ここから翡翠姫の残り香ががした。それって……」

　ある一つの推測が頭に浮かんだ。もしや衣装と面は盗ぬすまれたのではないだろうかと。

　そして犯人は、翡翠姫ではないかと。そこまで考えて、はっとした。

「翡翠姫は、どんな事をしてでも四し妃ひに入ってみせると言っていたわ」

　そう言われてから数日経たったが、とうとう彼女の誤解を解く機会には恵めぐまれなかった。

　翡翠の怒いかりはかなりのものだった。その怒りに駆かられて衣装と面を盗んだのだとしたら……。

「……いいえ。そんなはずない。翡翠姫は清せい廉れん潔けつ白ぱくな方よ。こんな卑ひ怯きような事をするはずがない」

　そう口にしながらも、ではどうして箱から翡翠の残り香がするのかと問う自分がいた。

「香りからすると、翡翠姫が箱を開けたのはついさっきだわ。こんな早朝から他人の衣装が入った箱を開ける理由は？」

　それはやはり、人目を忍しのんで衣装と面を盗む為という理由しか思い浮かばない。

　だけど信じたくなかった。嫌われたとしても、翡翠は友達だと思っている。

「……何か他に手がかりはないかしら」

　手がかりを探す手段は、やはり自慢の嗅覚しかなかった。箱に顔を突つっ込んで、隅すみ々ずみまで匂いを嗅かぐ。じっくり箱に残った香りを確かめてから、ふと眉根を寄せた。

　顔を上げて首を傾かしげる。

「これって……うっ！」

　ある可能性に気づいて答えを出すより早く、誰かが後ろから口を塞ふさいだ。

　人が近付いてきたら、他に誰もいないような状じよう況きようなら香りで気づいたはずだ。

　しかしあまりにも箱を調べる事に集中していたせいか、まったくわからなかった。

（誰……！）

「ううっ……！　うっ」

　白い布が口を覆おおっている。その布から眠り薬の香りがするのに気づく。

　背後にいる相手の力は強く、逃にげられないまま、気が遠くなっていった────。
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「一人、足りないようだが」

　朝から煌翔は麗華宮へとやってきていた。今夜美人会の最終選考を兼かねた宴が行われる。

　凜莉も交えた麗華宮の姫達が、宴で蘭陵王の舞ぶ踏とうを披ひ露ろうする事になっていた。

　聖雷の希望もあって、宴は麗華宮の大広間で開かれる。皇こう帝ていも参加する宴で失態は許されない。麗華宮の主あるじとして、朝から宴の準備を確認するのに忙いそがしかった。

　舞踏場には、最後の練習に励はげんでいる姫達がいる。姿を見せると、姫達はすぐに膝ひざをついて頭こうべを垂れた。その中に凜莉の姿がないのに気づいて眉根を寄せる。

「凜莉姫がいらっしゃいません。いままでもやる気があまり見られなくて、全員での練習に一度も参加されていないんです。わたくし達もとても困っています」

　非難混じりの声を上げたのは、確か珠華という姫だったように思う。

　姫達の顔はみんな同じように見えるから、名前を覚えるのも一苦労だ。最近ある理由があって彼女達と出歩くようにしているが、名前と顔が一いつ致ちしないので困ってしまう事も多かった。

　凜莉が全員での練習に参加しないのは、彼女達ほど踊れないからだとわかっていた。

　しかし彼女を庇かばうような発言はできなかった。

　この中に、凜莉の命を狙ねらった犯人がいるかもしれない。

「……そうか。姫達、今日の舞踏を楽しみにしている。頑がん張ばってくれ」

　微笑ほほえみかけると、姫達の顔がぽっと赤くなった。心の入っていない笑みを浮うかべるのは得意だ。特に女性が喜ぶような笑みがどういうものかわかっていた。

　こんな作り笑いに騙だまされるとは、まだまだだなと心の中で嘆たん息そくする。父の後宮だったら、自分のような若造の笑みに騙されてくれる姫がはたして何人いるだろうか。

　姫達に愛あい想そを良くするのは、はっきりいって面めん倒どうだった。噓うその笑顔をばらまく自分も大だい嫌きらいだが、いまはこうするしかない。自分を殺してでも、大事なものを守りたかった。

　顔を赤らめている姫達の中で、一人だけ浮かぬ顔をしている人物がいた。

「どうかしたのか？　翡翠姫」

　声をかけると、翡翠がはっとしたように目を見開いた。そしてすぐに一礼する。

「お声をかけて頂いてありがとうございます。少々緊きん張ちようしていて」

　声は平常のものだったが、何かがおかしいと感じた。彼女は宰さい相しようの娘むすめなので、どうにか名前を覚えられた。この麗華宮ではもっとも身分が高く、美しさも賢かしこさでも群を抜ぬいている。

　彼女が后こう妃ひの第一候補に挙がっているのは知っていた。凜莉に再会できなかったら、皇族の血を残す為ために彼女を妻にしていただろう。しかし、自分は運命とめぐりあった。

　翡翠の様子が気になったが、いまは凜莉を捜さがすのが先だと思った。

　嫌いやな胸むな騒さわぎがしていた。残念ながら、こういう勘かんはよくあたる。

「今回の舞踏は麗華宮の名前を知らしめるいい機会だ。麗華宮はできたばかりなので、父の後宮である翼舞宮と比べてまだまだ知名度が低い。今回招かれているのは、皇帝陛下と神瑞国の貴族達、そして湖蘭国の皇太子である聖雷様だ。ここで見事な舞踏を行えれば国内のみならず、国外でも麗華宮の評判が上がるだろう。みな練習に励んで素す晴ばらしい舞踏を見せてくれ」

　心の中は凜莉が心配で焦あせっていたが、顔にも態度にも一いつ切さい出さなかった。

　麗華宮の評判も本当はどうでもいい。しかし宮きゆう廷ていでの麗華宮の姫ひめ達の立場もある。

　できれば、それなりの結果を出して欲しくて彼女達を鼓こ舞ぶした。

　焦りを見せないようゆっくりと舞踏場を出る。

　彼女達の姿が見えなくなったのを確認して、足早に廊ろう下かを移動した。

　凜莉の部屋の近くまで来ると、彼女の女官と我嵐が廊下に立っているのが見えた。

「……凜莉様がどこにもいらっしゃいません。どうしましょう。我嵐様」

「泣くな。部下を呼んで、すぐに捜させる」

　ひそひそ話している声が聞こえて、全身が総毛立った気がした。

「我嵐！」

　声を上げると、我嵐が驚いたようにこちらを向いた。

「凜莉がいなくなったのか？」

　大おお股またで近付くと、涼果と我嵐がすぐに跪ひざまずいた。

「今朝涼果がいつもの時間に起こしに来たら、もういなかったそうです。布ふ団とんも片付けてあって身み支じ度たくしたらしいあともあったので、何者かに連れ去られたのではなく、自分で出て行ったようです。しかし部屋から出てどこにいったのか皆かい目もく見当もつきません」

「なんだと!?　お前に護衛を任せておいたはずだぞ。凜莉を守れと言ったはずだ！」

　思わず怒ど鳴なってしまった。我嵐が深々と頭を下げる。

「申し訳ありません……！」

　我嵐は麗華宮に許可なく入れるとはいえ、ずっといられるわけでもない。

　夜中に理由なく麗華宮に入れば、後宮にいる姫と恋こい仲なかなのではとあらぬ噂うわさが立つかも知れない。そうなったら、彼もその姫も処しよ刑けいされる恐おそれがあった。

　妙みような噂が立たないよう、我嵐が夜だけは護衛を部下に任せていたのも知っている。それでも腹の底からこみ上げる怒りと不安で心がいっぱいになって、我嵐を責めてしまった。

「……もういい。とにかく凜莉を捜すぞ。おい、涼果」

　名前を呼ばれた涼果が目を丸くした。

「私のような者の名前を覚えて頂けるとは……」

　麗華宮の姫達の名前を覚えるのは一苦労だが、凜莉の女官の名前はすぐに覚えられた。

　興味があるかないかの違ちがいは大きいと、自分でも思っていた。

「凜莉がどこに行ったのかわからないのか？」

「はい。考えられるところは捜しました。もし早く目が覚めたら、練習しに舞踏場に行くと言われていたのでそちらも捜しましたが、やはり姿が見えません……」

　声がだんだん小さくなっていった。心配のあまり、両方の拳こぶしを握にぎる。

「みんな揃そろってどうしたんだ？」

　背後から声をかけられて、すぐに気を引き締しめて何でもない顔を作った。

　振ふり向くと、片手を上げた聖雷がこちらに近付いてくる。

「何でもありません。宴うたげは夜です。それまでは麗華宮には立ち入らないでください」

　面倒な奴やつが来たと思った。聖雷がこちらを見て、くすっと笑う。

「いま、面倒な奴が来たと思っただろう」

　言い当てられたが、表情は変えなかった。聖雷とは子どもの頃ころからつきあいがある。彼は昔から人の顔色を読むのが得意だった。表情のわずかな変化で相手が何を考えているのかわかるらしい。それはおそらく、彼の複雑な生おい立ちから生まれた能力だと思っていた。

「凜莉の最後の練習につきあおうと思って来たんだ。見み逃のがしてくれ」

　聖雷が片目を瞑つぶった。本来なら後宮に許可なく入った男性は処刑されても文句はいえない。

　しかし湖蘭国の皇太子である聖雷を、そう簡単に罪に問えるはずがなかった。たちの悪い事に聖雷はそれを知っていて、麗華宮に理由をつけては入ってくる。聖雷が辺りを見回した。

「いま、凜莉がいないと聞こえた気がしたんだが」

「何でもないと言ったでしょう」

「そう言わないで、何があったのか教えてくれ」

　にこにこと優やさしげな笑みを浮うかべている聖雷だが、正直あまり彼には近づきたくないと思っていた。

　軽けい薄はくで女好き。何も考えていないようなふりをして、実は目の奥に鋭するどい野望の光を宿している。それが聖雷だ。彼の本ほん性しようは決して見み掛かけ通りに柔にゆう和わでも軽薄でもない。彼は欲しいものの為なら、どんな事でもするだろう。本能が聖雷には気をつけろと警告をならしていた。

　じっと見つめると、聖雷の茶色い瞳ひとみの奥に潜ひそむ野望の光が、更さらに輝かがやきを増しているのに気づいた。数年前までの彼はここまで野心家の目をしていなかった。

　皇太子となってから会うのは、今回が初めてだ。

　次期皇帝の座を手に入れたのに、彼はただの皇子だった時よりずっと飢うえた目をしていた。

「煌翔、凜莉に何かあったんだろう。彼女には舞踏を教えたんだ。舞踏の師し匠しようとして心配している。それにしても……」

　聖雷の笑みが、ふと冷れい酷こくなものに変わった。

「君が一人の女性の為に、青くなったり赤くなったりする姿を見るのはとても楽しい。そんなに感情を顕あらわにして、凜莉の心配をしていていいのか。せっかく彼女に冷たいふりをした〝演技〟が無む駄だになるぞ」

　真実を言い当てられてさすがに驚おどろいたが、顔には出さずに手で廊下を促うながした。

「何を言っているのかさっぱりわかりません。お帰りください」

「おや、心は凜莉が心配で焦っているくせに、何ともないふりをするなんて、神瑞国の皇太子は大変だな。まあ凜莉の心配をするのは当然か。何しろ彼女は、秘宝香を調合できる唯ゆい一いつの女性らしいからな」

　その台詞せりふには、さすがに一いつ瞬しゆん動きが止まった。

「何を言っているのかわからないと言っているでしょう。いったい誰だれがそんな事を？」

「とぼけるな。神瑞国の皇太子であり、顔も姿も龍りゆうの子孫といわれるだけの美しさと凜り々りしさを持つ煌翔が、一才人である凜莉を大事にする理由は、それしか思いつかないんだが」

「凜莉をそんなつもりで麗華宮に置いているわけではありません」

　言い切ると、聖雷がふいに困こん惑わくした顔付きになった。

「不思議だ。いまの煌翔は噓をついていない。顔付きでわかる。では、本当に凜莉は秘宝香の調合をしているのではないのか？」

　戸と惑まどっている彼の姿を見て、ふとある事に気づいた。

　湖蘭国の皇太子は、女好きでたくさんの美女と浮うき名を流していると噂されているが、実は本気で人を愛した事がないのではないかと。

　だから自分に利をもたらさない女性を大事にするはずがないという考え方になるのだろう。

　本当にそうなら、彼が哀あわれに思えた。聖雷の複雑な育ちは知っている。第一皇子が亡なくなって皇太子に繰くり上げられた彼は、きっと周りの人間から急に手の平を返されたような態度を取られただろう。同じ皇太子として、権力に群がろうとする貴族達の嫌な面を見るのがどれだけ辛つらいかよくわかっていた。

「憶おく測そくでものを言われては困ります。……聖雷殿どの、あなたは湖蘭国の皇太子。我が国をあげて歓かん迎げいさせて頂いています。しかしあまりに無む茶ちやが過ぎるようなら、父を通してそちらの皇こう帝てい陛下にあなたの振る舞まいを報告させて頂きます。そうなると、あなたもまずいのでは？　神瑞国に見えられたのは、お父上には内ない緒しよだと噂で聞きましたが」

　聖雷が口元に笑えみを浮かべた。しかし目は笑っていなかった。

「そんな噂をどこで？」

「さあ？　ただ湖蘭国の皇太子ともあろう方が、従者の数も最小限で他国に来られるなんて、おかしいとは最初から感じていました。お父上に内緒で来られたから、目立たないように少人数で行動されているんでしょう？」

　鋭く問いかけると、聖雷は黙だまったまま、やや目を伏ふせた。

「聖雷殿。あまりおふざけが過ぎると、痛い目にあいますよ」

　言葉は丁てい寧ねいだが、これは間違いなく脅おどしのつもりだ。聖雷がふっと微笑ほほえんだ。

「おや、恐こわいな。煌翔はやると言ったら本当にやる男だからな」

　彼の軽口を聞いても、表情一つ変えなかった。

「聖雷殿、湖蘭国も秘宝香の情報を探さぐっているのは知っています。しかし秘宝香は数百年もの間誰も作れなかった幻まぼろしの香こうです。そう簡単には作れるはずがありません。凜莉にちょっかいは出さないでください」

　冷静に言ったつもりだったが、聖雷はふっと笑った。

「煌翔、君は私が知っている中で一、二を争うほど表情が読みにくい男だ。だから君のいまの話が本当かどうかはわからない。だがこれだけはわかっている。────君は油断ならない」

　聖雷と同じように口元だけで笑った。

「それはお互たがいさまです。あなたは湖蘭国一の頭脳と柔やわらかな雰ふん囲い気きの奥に隠かくされた野心家の目を持っている。あなたが見掛け通りの男ではないと知っているから、俺はあなたを警けい戒かいしている。油断ならないのはあなたの方だ」

　微笑みあっているが、視線が混じり合って火花を散らしているのがわかった。

　神瑞国の皇帝となった時、彼が湖蘭国の皇帝になったらかなりやっかいだと思っている。

　だがその反面、相手にとって不足はないと手て応ごたえも十分感じていた。

　聖雷が肩かたを竦すくめてゆっくりと背を向ける。

「褒ほめ言葉として受け取っておくよ。では失礼しよう。……そうそう、一つ言っておく」

　聖雷が、顔だけをこちらに向けた。

　いつになく無表情な彼は、顔立ちが整っている分、ぞっとするほど冷酷に見えた。

「秘宝香は、神瑞国だけに独り占じめはさせない」

　低い声で囁ささやいて、聖雷がその場をあとにした。姿が見えなくなってから、我嵐に顔を向ける。

「ようやく行ってくれたな。我嵐、すぐに凜莉を捜さがすぞ。信しん頼らいがおけて腕うでが立つ奴を集めろ」

「御ぎよ意い！」

　我嵐の声を聞いて、足早に廊ろう下かを進んだ。

「必ず、見つけ出す！」

　決意の声を上げ、凜莉の顔を思い浮かべて彼女の無事を祈いのった。
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　凜莉の目が覚めたのは、薄うす暗ぐらい部屋だった。見覚えのない狭せまい部屋で横になっているのに気づいて、どうしてこんなところにいるんだろうとぼんやり考える。

「ええっと。いたっ……！」

　身体からだを起こすと、ずきっと頭が痛んだ。

「急に起きない方がいい。凜莉の嗅きゆう覚かくは特別だから、薬の効きもいいはずだ。しばらくしたら起きるよう薬の配合をさせたのに、昼過ぎまで目覚めないから心配していたんだよ」

　声はよく知っている人のものだった。驚いてそちらに顔を向け、息を吞のむ。

「木蓮……！」

　部屋の入り口であろう戸の前に座って眼鏡を押し上げたのは、肩までのまっすぐな髪かみとすらりと細身の身体付きをした木蓮だ。彼は皇帝を暗殺しようとした罪で追われているはずだった。

「いったい、いままでどこにいたの？」

　頭痛を堪こらえて立ち上がり、木蓮の前に立つ。宮きゆう廷ていを去ってからの木蓮の足取りは、まったく摑つかめないと我嵐が言っていた。裏切られた思いは強いが、彼は恩人でもあり心配もしていた。

「けっこう近くにいたよ。ここだって宮廷からそう離はなれてはいない。私達の仲間はあちこちに散らばっていて、身を隠す場所にも困らない」

　木蓮が茶を入れて目の前に置いた。

「座って。眠ねむ気け覚ましに飲むといい。毒は入っていないから安心して」

　確かにお茶からは異物の香かおりはしなかった。それでも茶を飲む勇気はなかった。

　木蓮は、もう以前の自分が知っている優やさしくて少しだけ意地悪な彼ではないのだ。

　彼を警戒しつつ、その場に座った。木蓮がゆっくりと微笑む。

「凜莉、秘宝香の調合はうまくいっているかい？」

「まだぜんぜん進んでいないわ」

「本当に？」

　探るように聞かれて、頷うなずいた。

「……噓うそではないようだね。凜莉は噓をつくと、相手の目をまっすぐに見られなくなるからすぐにわかる」

　木蓮が苦く笑しようした。彼とは子どもの頃ころからのつきあいだ。

　後宮に入ったばかりの頃の自分なら、父と同じくらい尊敬できる人だと答えただろう。

　しかし、いまは違ちがう。

　彼は秘宝香の調合法を知りたくて、自分に近付いたのだ。

「わたしをさらったのはあなた達なの？　どうしてこんな事を？」

「秘宝香の調合法を知る為ために決まっている。君をさらおうと機会を狙ねらっていたが、煌翔や我嵐の守りが堅かたくて難しかった。しかし今回、ある人の協力があってようやく君と再会できた」

「ある人って、いったい誰だれ？」
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　それはおそらく、舞ぶ踏とう場にいた自分に背後から近付いて、薬を嗅かがせた人物だろう。衣い装しようの入っていた箱を調べるのに夢中になっていて、その〝誰か〟の匂においには気づかなかった。

　問いかけても、木蓮は答えなかった。茶を一口飲んだ彼に詰つめ寄った。

「……木蓮、秘宝香の調合法を思い出したって、決してあなたには教えないわ。もう革命なんてやめて。煌翔様だって、陛下があなた達の事を思って暗殺なんて仕事から解放したって言ってたじゃない」

　皇こう帝ていは暗殺集団だった闇やみ香士団に日の当たるところで歩いてほしくて、彼らを宮廷から出した。しかし彼らはそれを追放と受け取った。

　その誤解が、すべての始まりだったようだ。

「とつぜん宮廷を追われて、恨うらみを募つのらせたあなた達の気持ちもわかるの。だけど……」

「凜莉、説得の言葉は無む駄だだ。私はもう覚かく悟ごを決めている。現在の皇帝は徳がないと判断した。だから革命を起こす。それが私の宿命だ」

　九きゆう尾びの狐きつねの称しよう号ごうを持つ木蓮は、淡たん々たんとした言葉を吐はいて、小さく息をついた。

「君をさらったのは秘宝香の調合法を教えてもらう為だ。記き憶おくを消す香こうは作れているのなら、それだけでも教えてもらう。君が自ら教えてくれた方がいいんだが、無理なら手を考えてある」

　木蓮が茶器を置いて、すっと立ち上がった。

「少し考える時間を上げるよ。それが君への最後の恩情だ。私に従い、自分の意志で調合法を教えてほしい。そうしたら君に危害を加えないですむ」

　木蓮の口調は優しげだが、内容は震ふるえるほど恐おそろしかった。

「木蓮、待って！」

　呼びかけたが、木蓮は戸を閉めて出て行った。慌あわててあとを追って戸に手をかけたが、ぴくりとも動かない。四方を壁かべに囲まれた小さな部屋で、途と方ほうに暮れてへたりこんだ。
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　木蓮が去ってしばらくしてからだった。戸の外に人の気配がして、凜莉は立ち上がる。

「誰か！　誰かいるんでしょ！」

　戸にすがるようにして叩たたいたが、返事はない。

（落ち着いて。危機の時こそ冷静にならなくては。戸の向こうにまだ誰かいる気配がするわ。……そうだ）

　鼻に意識を集中させた。戸があるのでかなり感じにくいが、わずかに何かの香りがした。

　意識を精いっぱい集中させると、ふといま感じた香りが知っているものだと気づく。

　温かく深みがあってやや甘い香り。品が良く主張が激しすぎず、かといって地味でもない。

　麝じや香こうをもとにした匂い香の持ち主は……。

「……聖雷様？　戸の向こうにいるのは聖雷様でしょう。麝香は神瑞国ではほとんど採れないので、匂い香として使っている人はいません。この香りは絶対に聖雷様です。わたしの絶対嗅きゆう覚かくはごまかせません！」

　わざと強気に言葉を発した。珍めずらしい麝香の匂い香と聖雷が本来持つ自身の香りが混ざり合って、優ゆう雅がでどこか危険な香りとなっていた。この香りは、二つとあるはずがない。

「開けてください！　聖雷様っ」

　どうして彼がここにいるのかわからなかった。しかしいまはとりあえず逃にげる事が先決だと、どんどん戸を叩く。やがて少しだけ戸が開いて、すべり込むように誰かが入ってきた。

　ぴしゃりと戸を閉めたのは、銀色の髪かみを持つ聖雷だ。

「戸が閉まっているのに、相手の香りがわかるなんてやはり素す晴ばらしい嗅覚だな」

　微笑ほほえみを見て、ある疑いが頭をよぎった。

「まさか……わたしをさらったのは、あなたですか？」

　男子禁制の麗華宮。出入り出来る人は限られている。

　だからこそ、木蓮はいままで自分を連れ去る事ができなかったのだ。

　聖雷は隣りん国ごくの皇太子だ。彼の機き嫌げんを損そこねない為、多少の行動にはみんな目を瞑つぶっている。

　彼なら自分を麗華宮から連れ去る事も可能だろう。

「当たりだ。舞踏場に一人でいる君を見み掛かけたからね。ずっと機会を窺うかがっていたんだが、我嵐が君に張り付いていたから難しくて。私ももう明日あすには湖蘭国に戻もどらなければならない。これが最後の機会だと思ったんだ」

「どうしてこんな事をするんです？　まさか、木蓮とあなたは……」

　二人が繫つながっているのではと想像して、背筋が寒くなった。

　聖雷が考え込むように腕うでを組んだ。

「いや、木蓮とはまだお友達未満だ。二人とも共通の目的を持っているんだが、どうも彼はいまいち信用できなくて。手を組もうか考え中なんだ」

　驚おどろいて目を見開く。震える声で口を開いた。

「共通の目的って？」

　聖雷が笑みを浮うかべた。いままでに見た事のない冷たい笑みを。

「神瑞国を手に入れる事に決まっているじゃないか。木蓮は皇帝を廃はいしたい。私は神瑞国を制圧したい。だったら協力しようというのが木蓮の考えだ」

　優やさしい顔付きの聖雷が話す言葉に愕がく然ぜんとした。

「どうして、神瑞国を手に入れたいなんて思うんですか。両国はここ数十年は戦いくさもせず、平和を保っているのに。そんな事をしたら戦争が起こります」

「そうだな。私も戦争したい訳じゃないんだ。ただ、神瑞国と我が国の境にある鉱山の利権を手にしたいだけだ」

　いまは鉱山の利権は神瑞国にある。

　鉱山から採れる金の利益はかなりのもので、昔から両国は利権を巡めぐって戦をしていた。しかし現在は、採れた金の四分の一を湖蘭国に渡わたす事で、お互たがい納なつ得とくしているはずだった。

「どうしてそんなに鉱山にこだわるんですか？　聖雷様はいずれ湖蘭国の皇帝になられるお方です。隣国の後宮にいるわたしをさらうなんて、もし誰かに知られたらあなたの立場だって危あやうくなるかもしれません。こんな事をして何の利があるんですか？」

　必死に問いかけると、聖雷がふと真しん剣けんな表情になった。

「いずれ皇帝になって力を得ても遅おそいんだ。私はいま、切り札となる力が欲しい」

　声には、確固たる決意の響ひびきがあった。

「どういう意味ですか？」

　そう口にして、ふと聖雷と以前話した事を思い出す。彼には妹がいて、皇帝の命令で年の離はなれた田舎いなかの貴族に嫁とつぐ事になったという。妹は嫌いやがっているので何とかしてやりたいと聖雷は言っていた。もっと自分に力があれば、妹を助けられるのにと。

　その言葉を思い出して、顔を上げる。

「切り札と言いましたね。それって妹の慧花姫ひめの結けつ婚こんをやめさせる為ための切り札ですか？」

　聖雷がやや目を伏ふせた。それが答えのように思えた。

「やっぱりそうなんですか？　皇こう帝ていに慧花姫の結婚をやめさせる切り札として、木蓮と手を組んで鉱山の利権を手に入れようとしているんですか？」

　聖雷は一度息をついてから、まっすぐにこちらを見つめた。

「そうだ。父は鉱山の利権を欲しがっている。しかし朱令聞皇帝はかなりやり手だ。三さん平へい安あん国こく儀ぎの話は知っているか？」

　聖雷の言葉に、美人会の予備選考の時に勉強した事を思い出した。

「はい。確か、神瑞国と湖蘭国と蔡倫国の皇帝が一堂に会し、この大陸の平和の為に話し合いを行ったという……」

　大陸には三つの国があって湖蘭国を挟はさんで大陸の反対側に蔡倫国があるという。湖蘭国が間に挟はさまれているという立地の為か、神瑞国と蔡倫国は長い間ほとんど国交がなかったようだ。

　神瑞国と湖蘭国は間に鉱山があるせいで利権を巡って長い間戦をしていた。蔡倫国はそれに関かかわる事なく静観を保っていた。しかし二十年前、朱令聞が皇帝となって行ったその三平安国儀で、三つの国の立ち位置がずいぶん変わった。

「そう。その三平安国儀だが、私の父はいまでも朱令聞皇帝にはめられたと言っている。もちろんおおっぴらには言えないから酔よった時だけだが」

「はめられた……？」

　聞き捨てならない言葉だった。聖雷が小さく息をつく。

「神瑞国と湖蘭国は鉱山を巡って戦を。そして蔡倫国はそれを静観し、どちらの味方もしなかった。それが数百年もの間この大陸で繰くり返されてきた歴史だ。朱令聞皇帝は、戦を止めるには強い味方が必要だと思ったようだ。蔡倫国の皇帝を自分の方へと取り込んだ」

　その話は予備選考の時に我嵐に教えてもらっていた。

　三平安国儀の時に、朱令聞皇帝は蔡倫国の皇帝を味方につけて、湖蘭国の皇帝をやり込めたらしいともっぱらの噂うわさだと。

　しかし真相は三人の皇帝達の胸の中に秘ひめられているらしく、詳くわしい事はわからなかった。

「取り込んだって、どうやってですか？」

「それは父にもわからないようだ。ただ、いままで静観を保ってきた蔡倫国の皇帝が、三平安国儀の時に神瑞国が示す鉱山の条件をのむよう言ってきたそうだ。もし断るなら神瑞国に味方をして、湖蘭国に攻せめ込むと暗に脅おどしてきたらしい」

　いったいどう説得すれば、いままで静観を保ってきた蔡倫国の皇帝にそこまで攻こう撃げき的な意見を述べさせられるのだろうと思った。驚きに目を見張ると、聖雷が苦く笑しようした。

「これは父の秘密だ。宴うたげで酔った父を介かい抱ほうした時に、思わずもらしたのを聞いたんだ。湖蘭国は神瑞国と蔡倫国に挟まれている。両国から一いつ斉せいに攻撃を受けたらさすがに持ちこたえられない。だから金の四分の一をもらう事で、仕方なく合意したそうだ」

　労力はなしで採れた金の四分の一をもらえるなら、それなりの報ほう酬しゆうだといえた。

　しかし、湖蘭国の皇帝がそれでは納得できないのは、さすがに察した。

「父はいまでもそれを腹立たしく思っている。父はいまのところ、神瑞国と蔡倫国を敵に回してまで鉱山の利権には手を出さないつもりだが、欲しがっているのは間ま違ちがいない」

「だったら、よけいにわたしをさらったりしたらまずいのではないですか？　このままでは神瑞国との争いが起きかねません」

　木蓮と手を組み、神瑞国に牙きばを剝むいたとなれば、湖蘭国も状じよう況きようが危うくなるはずだった。

　しかし聖雷は余よ裕ゆうありげに微笑んだ。

「そうでもないさ。『秘宝香』を手に入れて、朱令聞皇帝に香かおりを嗅かがせて記き憶おくを改ざんすればいい。鉱山の利権を彼自ら手放すようにね」

　聖雷の言葉に愕然とした。彼は秘宝香の効能を知らないはずだ。

「秘宝香には、そんな力は……」

「とぼけないで。木蓮から秘宝香の効能は聞いているよ。秘宝香には二つある。一つは記憶を消す香。そしてもう一つは記憶を取り戻す香だ。この香を使えば、記憶を改ざんする事もできると聞いている。秘宝香さえあれば、戦を起こす事なく鉱山の利権が手に入る」

　聖雷は本気だった。木蓮から秘宝香の事を聞いている以上、ごまかすのはもう無理だろう。

「……たとえ秘宝香を使ったとしても、この国全員の記憶を操あやつれるはずがありません。きっと遺い恨こんが残ります。せっかくの平和が崩くずれてしまう可能性は大きいでしょう。戦が起これば民たみの命が危険にさらされます。そんな事になってもいいんですか？」

　聖雷とはまだ知り合って十日ほど。何を考えているのかよくわからない人物ではあった。

　ただ、いままで彼の話を聞いていて、そう悪い人ではないような気がしていた。

　聖雷がやや怯ひるんだように顎あごを引いた。

「私だって戦を望んでいるわけではない。だからうまくやるしかないと思っている。こうでもしないと、妹の結婚をやめさせられる切り札が手に入らないんだ……！」

　最後の言葉は血を吐はくかのような叫さけびに近かった。

　いつもひょうひょうとしている彼が、感情を顕あらわにしたのに驚いて目を見張った。

「父は皇帝だ。欲しいものは何でも手に入る。唯ゆい一いつ手に入らなかったのが、鉱山の利権なんだ。妹の結婚をやめてもいいと、父の考えを変えさせられるほどの切り札は、鉱山の利権ぐらいしか思いつかなかった」

　聖雷がじっとこちらを見つめた。それはいつにない真剣な眼まな差ざしだった。

「だから君にどうしても、秘宝香の調合を思い出してもらいたい。事情は木蓮から聞いている。記憶を消す香こうの調合には成功しているんだろう？　まずはそれだけでも木蓮に教えてくれ。そうしたら、それをうまく使って妹の結婚をとめられるかもしれない」

　大切な妹を救いたい聖雷の気持ちは痛いほどわかった。

　協力はしたいが、秘宝香の事を教えるわけにはいかない。

「本当にそれでいいんですか？」

　真しん摯しに見つめると、聖雷がやや目を伏せた。

「そんな目で見ないでくれ。木蓮は一ひと癖くせも二癖もある男だとわかっているさ。……私がしようとしている事は、一歩間違えば民を傷付ける大きな戦に発展してしまうかもしれない。私もそれは避さけたいと思っているんだ」

　聖雷の言葉は本音のようだ。苦しんでいるのだろう。見た事もないほど表情が曇くもっていた。

「神瑞国に来て君に近付いたのも、君が秘宝香を作れるかも知れないと木蓮に聞いたからだ。君に本当に秘宝香を作れるほどの知識があるのか、実際に話をして見み極きわめようと思ったんだ」

　聖雷は頰ほおにそっと手をさしのべた。

「木蓮の言葉はあまり信用できないと思っていたから、正直に言うと君の調合の腕うでもそう期待していなかった。だけど君は思ったより香の知識が豊富で、調合に対しても真摯だった。君と接するうちに、君ならもしかしたら秘宝香を調合できるのではと考えるようになったんだ」

　聖雷の手をそっと押さえて頰から離はなした。そして改めて彼を見つめる。

「わたしにも聖雷様と同じように大事なものがあって、その為に秘宝香の調合には命をかけるつもりです」

　言い切ると、聖雷がやや目を見開いた。

「聖雷様。記憶を操る秘宝香はとても危険なものです。わたしは確かに記憶を消す香の調合には成功していますが、どの程度記憶を消すかなどの制せい御ぎよはできていない状態です。皇帝陛下に使っていままでの記憶をすべてなくしたりでもしたら、大おお騒さわぎになります」

　聖雷を何としてでも止めたかった。

　彼は賢かしこい。妹の事で我をなくしてはいるが、きっと話せばわかってくれるはずだ。

「木蓮は神瑞国で革命を起こそうとしています。この国で革命が起これば、湖蘭国にだって影えい響きようがあるのではありませんか？　お願いですから、彼と手を組むのはやめてください！」

　止めるのはいましかない、そう思ったら言葉にも声にも熱が入った。

「もし戦いくさが始まったら、慧花姫だって危険な目にあうかもしれないんですよ」

　聖雷の眉まゆ根ねがぴくりと動いた。

「この数十年の平和は、神瑞国の皇帝と湖蘭国の皇帝が作り上げたものです。どうかそれを壊こわすような事はしないでください。慧花姫を戦火に巻き込みたくはないでしょう？」

　聖雷が苦しそうに眉根を寄せる。

「それはもちろんそうだ。だが慧花を救いたいんだ。嫌がって泣くあの子に、もう一度心の底から笑って欲しい。私と慧花は母が庶しよ民みん出身だというだけで、他ほかの皇子達から蔑さげすまれてきた。私が皇太子になるまでずっとだ。たった二人で舞ぶ踏とうで身を立てて宮きゆう廷ていで生きてきた。あの子だけは幸せにしてやりたい」

　まごう方なき聖雷の本音だろう。聖雷はきゅっと口元を引き結んだ。

「しかし戦はしたくないと私も思っている。凜莉、君と会うまでは、君の事を利用してやろうと思っていた。女性を口説くのは得意だから、甘い言葉を囁ささやいて私に夢中にさせて言う事を聞かそうと思ったんだ」

　聖雷がわずかに笑えみを浮うかべた。

「だけど君を知るうちに、考えが変わったよ。君は香の調合に真摯に向き合って、いつも一生懸けん命めいだ。舞踏の練習だって短期間でみるみる上達した。私と別れたあとも、ほとんど寝ねずに練習しているんだとわかった。一生懸命な女性は、世界一美しいと私は思う。君の努力という美しさに、心を惹ひかれたよ。できたら君を傷付けたくないとも思った。だけど……」

　聖雷が悲しげな顔付きで、やや目を伏ふせた。

「妹を守れるのは、私しかいないんだ」

　苦しさを唇くちびるを嚙かんで押し殺す聖雷の表情が、痛々しかった。

「……聖雷様。木蓮と手を組まなくても、慧花姫ひめを助けられる道はあります。湖蘭国の皇帝に対して、慧花姫の結けつ婚こんをやめてもらう為の切り札があればいいんですよね？」

　一歩前に出て囁くような声を出すと、聖雷が眉根を寄せた。

「どういう事だ？」

「考えがあるんです。わたしの策がうまくいけば、鉱山の利権を手に入れずとも慧花姫を助けられるかもしれません。前に聖雷様のお話を聞いた時から考えていた事があるんです」

　聖雷が訝いぶかしむような表情になった。

「いったい、どんな考えだ……？」

「それは……」

　話そうとすると、戸の向こうからがたっと音がした。

「木蓮が戻もどってきたのかも。聖雷様、煌翔様にここの場所を伝えてください。お約束はできませんが、わたしにできる事をさせて頂きます。いまはお話ししている暇ひまはありませんが、わたしを信じて」

　強い視線を送ると、聖雷が戸と惑まどうように目を揺ゆらめかせた。

「君を……信じていいのか？」

「はい」

　頷うなずくと、ふいに聖雷が苦く笑しようした。

「煌翔に君の居場所を伝える……か。もし君をさらった手助けをしたなんて知られたら、きっと殺されるね」

「そんな事はありません。わたしは秘宝香を調合できる可能性が高いので、助けにはきてくれると思います。ですが煌翔様はわたしの為ために湖蘭国の皇太子である聖雷様に何かするほど、感情を高ぶらせたりはされません」

　最近は冷たい態度ばかりだ。きっと何か事情があると信じているが、それでも自分が煌翔の感情を揺さぶるほどの存在だとは思えなかった。聖雷が再び苦笑する。

「君は勘かん違ちがいしている。煌翔は君が大事だから冷たくするんだ」

　言葉の意味がわからなかった。どういう意味かと尋たずねたかったが、戸が開く気配がする。

「……考えさせてくれ」

　聖雷は囁くと、戸の向こうにいる木蓮に軽く手を上げた。
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　戸を開けて入ってきた木蓮に、凜莉は身構えた。木蓮が聖雷へ視線を移す。

「……凜莉とここで会ってもよかったのですか？」

「戸の外で様子を窺うかがおうとしたら、凜莉に私の香かおりがすると気づかれてしまってね。少し話をしていただけさ」

　木蓮が聖雷とこちらを交こう互ごに見つめた。

「凜莉の一生懸命さと正直さは人を惹きつける場合があります。くれぐれも情に流されないようにしてください」

　抑よく揚ようのない声だった。聖雷が苦笑する。

「それ、誰だれに言っているのかな？　私の心配より、自分の心配をした方がいいんじゃないか。君は凜莉とは師し匠しようと弟で子しの関係なんだろう。自分が情に流されそうだから、そんな事をわざわざ私に言うんじゃないか？」

　木蓮は表情一つ変えなかったが、その場の空気が凍こおり付いた気がして、背筋がぞっとする。

　そんな空気を作り上げているのは、木蓮の冷たい視線だ。

「私は情に流されたりしません。聖雷様、そろそろ宮廷にお戻りになった方がよろしいのではありませんか。もうしばらくしたらあなたを歓かん迎げいする宴うたげが始まります。主役がいなくてはまずいでしょう」

「それもそうだな。では、姫達の舞踏を堪たん能のうしてくる事にしよう」

　聖雷が戸に向かいつつ、こちらにちらりと視線を向けた。

（お願い！　煌翔様にここの事を知らせて！）

　心の中で祈いのったが、聖雷はそれ以上は何も言わずに外へと出てしまった。

　木蓮が戸を閉めて、こちらに向き直る。ぴんっと張り詰つめた緊きん張ちよう感かんが辺りを支配した。

「木蓮。宴で他の姫達と一いつ緒しよに蘭陵王を踊おどるの。舞踏は初めてだったけど、一生懸命練習したの。やっと他の姫達と一緒に踊っても、何とか悪目立ちしないくらいにはなれたのよ。宴に出たいわ。ここから出して」

　そんな事を言っても、木蓮の心は動かないと知っていた。

　しかしほんのわずかだが、彼への信しん頼らいが残っていた。さきほど聖雷に情に流されたりしないと木蓮が言っていたのを聞いてもなお、彼を信じたい自分がいた。

「そんな事、できるわけがないだろう」

　答えはやはり予想通りだったのに、衝しよう撃げきで涙なみだが出そうになった。

「凜莉、私は秘宝香を手に入れたい。記き憶おくを操あやつる香こうは使いようによっては、どんな強い武器にも勝まさる。前にも話しただろう。秘宝香を作った正香士の活かつ躍やくを」

「正香士……。数百年前に秘宝香を使って敵の将の記憶を操り、同士討うちをさせて神瑞国を勝利へと導いたっていう、伝説の香士でしょう？」

　それは以前木蓮に聞いた話だった。

　その正香士は麒き麟りんの称しよう号ごうを戴いただき、皇こう帝ていの右みぎ腕うでとして活躍したそうだ。

「君は記憶を消す香のせいで、過去の事を部分的に忘れている。しかし正確には記憶を消すのではなくて、記憶を封ふうじ込めると言った方があの香には相応ふさわしいだろう。何かのきっかけで君の記憶は蘇よみがえる事もあるかもしれない」

　ふと、木蓮の表情が曇くもった気がした。

「どうかしたの？」

　首を傾かしげると、木蓮がはっとした顔になった。

「いいや。何でもない。敵の事を気にかけるなんて、ずいぶん余よ裕ゆうだね」

「木蓮は敵じゃないわ。わたしの大切な師匠よ。わたしは木蓮を家族だと思ってる。だから、木蓮の表情に少しでも変化があったら気になるわ」

　正直な気持ちを伝えると、木蓮は困ったような表情になる。

「私をそんなに信用しない方がいい。私の本当の姿を知ったら、必ず君は私を憎にくむ」

「憎んだりなんてしないわ。たとえ何があっても。だって木蓮は命の恩人よ。木蓮が助けてくれなかったら、母さまと二人で飢うえ死にしていたかもしれないわ」

　子どもの頃ころの下町での記憶は、もうあまり思い出したくないぐらい苦しかった。

「木蓮に香の調合を教えてもらって、やっと自力で生活できるようになって。……わたし、木蓮に買ってもらった乳にゆう鉢ばちをいまでも大事に使っているの。覚えている？　一緒に同じ乳鉢を買ったでしょう。これで調合に励はげみなさいって言ってくれたわ」

　調合の道具を揃そろえてくれたのも木蓮だ。揃いで買った乳鉢は、いまも麗華宮の部屋にある。

「……あんな安物の乳鉢はもうとうに捨てました」

　それは覚かく悟ごしていた言葉だった。それでも、一緒に買い物に行って一緒に選んだ乳鉢を捨てたと言われるのは悲しかった。木蓮が小さく息をつく。

「凜莉、君は勇気があって知ち恵えがある。私が助けなくても自力で何とかできていた。そんなに恩に着なくてもいい」

「いいえ。苦しかったあの時、泣いてもいいって言ってくれたのは木蓮よ。ずっと我が慢まんしていて、そう言われて初めて大声を上げて泣いた時、すごく心が楽になったの。木蓮は恩人よ」

　微笑ほほえんで見つめると、木蓮はやや目を伏ふせた。

「君がどう思おうと、私は闇やみ香士団の長おさ、九きゆう尾びの狐きつねとしての宿命に生きる。凜莉、秘宝香は我ら闇香士団がもらう。記憶を消す香を君は作り上げた。その調合法を教えてもらおう」

「それはできないわ。それに記憶を消す香だけしかまだできていないし、片方だけではとても危険よ。絶対に教えられない」

「いいんだよ。記憶を取り戻す香は、ある程度こちらで調合法ができあがっているんだ」

　思いもよらない言葉だった。驚おどろきに目を見開いて、息すら止まりそうになる。

「記憶を取り戻す香が……？　本当にそうなの？　香を試ためして効能を確かく認にんしたの？」

　身を乗り出すと、木蓮が苦笑した。

「残念ながら、それはまだだ。闇香士団に協力をしてくれているある方が、記憶を取り戻す香にかなり近い香を作り上げた。ただ、記憶を取り戻す香は、それだけでは何の役にも立たない」

　木蓮が腰こしに手を当てて、息をついた。

「記憶を消す香を使って誰かの記憶を封じた場合、その記憶を取り戻す事ができるのがその香だ。つまり、記憶を消す香がなければ、完成しているのかどうかもわからないんだ」

「だったら、記憶を取り戻す香にかなり近いなんて言い方はおかしいわ。実際には、どんな効能があるのか確認もできていないんでしょう。香の調合は、その香を焚たいてみて、効能を確認してどれだけ完成に近づいたかを確かめながら進めていくものよ。香道省の長だったあなたなら、わかっているはず」

「もちろんわかっているさ。ただ、その方が作った記憶を取り戻もどす香は、かなり完成に近い状態だ。それは間違いない」

　木蓮の言葉に、ふと引っかかった。

（記憶を取り戻す香を作った人をその方って呼んでいる。きっと木蓮より立場が上なんだわ）

「……その方って、いったい誰なの？」

　自分以外に秘宝香作りに挑ちよう戦せんしているという人物が気になった。香道省の長だった木蓮よりも、きっと立場も調合の腕も上なのだろう。だからこそ、木蓮は敬意をもった話し方をしているのに違いない。探さぐるような声を出すと、木蓮が口角を上げた。

「そんな事はどうでもいいじゃないか。君はもう二度と外の世界には戻れない。私達闇香士団とともにこれからは生きていくんだ。もう余計な事を考える必要はなくなる」

　木蓮は何かを決意したように、拳こぶしを握にぎった。

「まずは記憶を消す香の作り方を教えてもらおう。君に自分の意志で協力させたかったが、やはり難しいようだ。だから、自白の香を嗅かいでもらう」

　思わず息を吞のんだ。自白の香を嗅ぐと、隠かくし事を何でも喋しやべってしまうと聞いていた。

　木蓮が独自に調合した香で、効果は絶大だとも。

「やめて！　木蓮っ」

「いいや。もうやめない。この部屋は特とく殊しゆな造りになっていて、外で焚いた香を壁かべに開けた穴を通して部屋に送れるんだ。ゆっくり香を嗅ぐといい」

　木蓮がさっと背を向けて、部屋を出て行った。

「待って！」

　戸にすがりついたがびくともしない。すぐに戸の横にある小さな穴から煙けむりが入ってくる。

　濃のう厚こうな甘い香かおりだった。それを嗅いで頭に浮うかんだのは、蜘蛛くもの糸に捕とらえられた自分の姿だ。蜘蛛の糸でがんじがらめにされた自分は、身動き一つとれないでいた。

　すぐに逃にげなくてはと思ったものの、戸は外から鍵かぎがかかっているし、部屋には窓一つない。

　逃げようがなくて混乱していると、足ががくっとした。

「うっ……」

　意識がもうろうとしていた。薄うすれていく意識の中で、ふといつも夢にみる顔や姿が歪ゆがんでみえる優やさしくて頼たのもしい少年の姿が浮かぶ。

「助けて……」

　呟つぶやいたのを最後に、完全に意識は闇へと引きずられていった。
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　身体からだがふわふわしていて、まるで水に浮かんでいるようだと凜莉は思った。

　温かくて柔やわらかい空気に身も心も預けて、ほっと息をつく。

〝気持ちいい……〟

　このままずっと眠ねむっていたかった。だけど、どこからか聞こえた声が眠りの邪じや魔まをした。

〝凜莉、凜莉。聞こえるかい？〟

　眠りたかったけれど、声の主が誰だれかわかって思わず微笑んだ。

　優しくて、でも時々ちょっぴり意地悪で、だけど信頼できる木蓮だった。

〝うん、木蓮〟

　つい、子どものような口調になった。

　彼にはいろんな事を教えてもらった。子どもの頃に熱を出した時も、おぶって医者に連れて行ってくれた。あの時の大きな背中はいまでも覚えている。

〝聞きたい事があるんだけど、いいかい？〟

〝何でも聞いて〟

　木蓮の役に立てるなら嬉うれしかった。だけど、心の隅すみにある何かが囁ささやく。

『木蓮を信用しては駄だ目め』

　どうしてそんな声が聞こえるのかと首を傾げた。

〝凜莉、教えてほしい〟

　木蓮の声が再び聞こえて、心の隅にあった影かげは跡あと形かたもなくふっとんだ。

〝秘宝香の作り方を知りたいんだ〟

　秘宝香って何だっけ？　と頭に疑問が浮かんだ。そしてああ、と頷うなずく。

〝それは、誰にも知られてはいけないの〟

〝私にだけ教えて欲しい。お願いだ、凜莉〟

　木蓮は家族も同然だ。彼の願いは何でも叶かなえたかった。

〝わかったわ。……蘭らん天てん木ぼくが……〟




　ドォーン！




　口にしようとすると、すぐ近くで何かが爆ばく発はつしたかのような大きな音が聞こえた。

　その衝しよう撃げきで、はっとする。

「教えては駄目。木蓮は秘宝香を悪用しようとしている……！」

　はっきりと言葉が出て、優しくて温かな水の中にあった意識が浮ふ上じようし始めた。
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　煌翔は宮きゆう廷ていからそれほど離はなれていない、さびれた寺に来ていた。

　大きな寺だが荒あれ放題だ。もうすぐ建て替かえる事が決まっているらしい。

　伸のび放題の草をかき分けて、お堂へと視線を向けると、隣となりにいた我嵐が声を潜ひそめる。

「調べさせたところ、数人の男達がここ二、三日お堂へと出入りするのを近所の住人が見ていました。寺を建て替えると聞いていたので、その作業をしているのだろうと思っていたそうですが、どうも武装している者もいるようなので、ぶっそうだなと思っていたと」

「凜莉があそこにいるのは確認できたか？」

「まだです」

　手短な言葉に頷いた。あまり大人数で動くと敵に悟さとられる恐おそれがあるので、手て練だれの者を十人ほど連れて来た。お堂から視線は外さず、声を潜める。

「わかった。まごまごしていても仕方ない。中に入れば凜莉がいるのかどうかわかる」

　片手を上げると、武装した軍人がさっと立ち上がった。

「行くぞ。絶対に凜莉を助け出せ！」

　先頭を切ってお堂に駆かけ寄った。凜莉が心配で心配でいても立ってもいられなかった。







　頑がん丈じような木の戸を数人がかりで蹴け破やぶると、ドォーンと大きな音がした。煌翔は止めようとする我嵐を振ふり切って、一番にお堂に入る。広いお堂の真ん中に、凜莉が横になっていた。

　目を瞑つぶっているので、眠っているのか気を失っているのかわからない。

　凜莉の横で座っている人物を睨にらみつけた。

「木蓮……！　貴様！」

　頭に血が上って、拳を握り締しめた。こんなに怒いかりがこみ上げたのは、どれぐらいぶりかわからない。木蓮は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたものの、すぐに表情を引き締めた。

「これはこれは煌翔様。皇太子様がいらっしゃるような場所ではありませんが」

　声にも余よ裕ゆうが感じられた。その態度が更さらに癇かんに障さわった。

「凜莉に何をした！」

　大おお股またで駆け寄ると、前方にある戸が開いて数十人の男達が素す早ばやく入ってくる。

「少しばかり、素直になる香こうを嗅いでもらっただけです。これからだというのに、よくも邪魔してくれましたね。……ですが、ちょうどいい。宮廷にいるあなたには手出しできませんでしたが、自分から出てきてくれるなんて。あなたはいろんな意味で邪魔な人ですから」

　木蓮が手下に目を向けた。

「殺せ」

　冷たいひと言に手下達が頷いて、にじり寄る。

「凜莉の安全を最優先に。こいつらはなるべく生きて捕らえろ。木蓮を逃がすな！」

　手で示すと、それが戦いの合図となった。広いお堂は一瞬で戦せん闘とうの場と化した。







　数十人の男達が剣けんを交かわす死闘の場で、煌翔の意識は凜莉に向かっていた。

　木蓮が彼女を抱かかえ上げて死闘の隙すき間まを縫ぬうように、自分がいる方とは反対側へ移動するのを見付け、すぐにあとを追おうとする。

「そうはさせない」

　敵が二人、目の前に立ちはだかった。彼らを見て、邪魔だという感情がわきあがる。

　早く凜莉のところにいきたかった。彼女に触さわってちゃんと無事なのか、怪け我がはないのか確かめたい。気が急せいていると、右手の方から長い槍やりが敵に向かって突つき出された。

「行ってください。ここは俺が！」

　駆け寄ってきたのは我嵐だ。敵を足止めするように仁に王おう立ちした我嵐の肩かたをさっと叩たたく。

「あとは頼む」

　我嵐の槍の腕うでは神瑞国一だ。敵を任せるのに少しの不安もなかった。

　前に立とうとする敵を剣でなぎ払はらい、木蓮のあとを追う。木蓮は凜莉を抱えて、お堂の左手にあった戸から出て行った。あとに続いて戸を潜くぐると廊ろう下かに出る。

　すぐ目の前に木蓮がいて、こちらに向かって立っていた。足もとには凜莉を横たえている。

「どうしてここがわかったんですか？」

「さあ、どうしてだろうな」

　あえて答えは言わなかった。木蓮が足もとの凜莉に目を移す。

「凜莉を抱えていては追いつかれてしまう。剣の腕であなたに勝てると思うほど、思い上がってはいません。残念ですが、ここで凜莉を手放すしかないようです。もう少しだったのに」

　口ぶりはやや残念そうではあったが、表情はあまり変化が見られなかった。

「木蓮、もういい加減に凜莉を巻き込むのはやめろ。お前が皇族に不満があるのはわかっている。だから俺達に何かを仕し掛かけてくるなら受けて立つ。だが……」

「初はつ恋こいの女性に、手は出さないでくれと？」

　普ふ段だんなら何を言われても動じない精神力を持っているつもりだ。

　しかし木蓮のいまの言葉には、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「どうして知っているのか、というような顔ですね。知っていますよ。凜莉が秘宝香で記き憶おくを消される直前、私は彼女と会っているんです。彼女は忘れていますけどね」

　木蓮がやや口角を上げた。

　その表情は寂さびしいような、だけどどこか後こう悔かいを滲にじませているような顔付きだった。

「その時に、あなたと宮廷の庭で会った話を聞きました。あの男の子は誰なんだろうと言っていましたよ。凜莉はその特とく殊しゆな嗅きゆう覚かくを悪用されないよう、両親が極力外の人間と接せつ触しよくさせないで育てていたので、赤い髪かみを持つ者が皇族だという事すら知らなかった」

　木蓮の視線がこちらに向けられた。

「凜莉の話を聞いて、そしていまの凜莉へのあなたの態度を見て気づいたんです。男にとって、初恋の女性は特別ですからね。守りたい気持ちはわかります。ですが……」

　木蓮の声が一段低くなった。

「凜莉の記憶に秘宝香の秘密が眠ねむっている以上、彼女を放ほうっておくわけにはいきません」

　宣言した木蓮に、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「凜莉にこだわる理由はそれだけか？」

　いろんな意味が含ふくまれた言葉を口にした。そして木蓮は正確にその意味を理解したようだ。

「……あなたにそれを話す義理はありません」

　木蓮が何かを振り上げた。そして振り下ろした瞬間に、白はく煙えんが辺りを覆おおう。

「凜莉！」

　思わず目を一瞬瞑った。すぐに目を見開き、白煙をかき分けて前に進む。

　さきほどと同じ場所に凜莉は横になっていたが、木蓮の姿はどこにも見えなくなっていた。
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「凜莉、凜莉！　しっかりしろっ」

　声は煌翔のものだった。凜莉は自分を叱しつ咤たして、何とか重い目を開けようとした。

　皇太子様のお呼びならすぐに起きなくては！　そう思ったが、目がなかなか開けられない。

　そして身体からだも水に浮うかんでいるかのようにふわふわしていて、力が入らなかった。

　どうして煌翔の声が聞こえるのかとか、自分がいまいったいどんな状じよう況きようにいるのかとか、まったくわからなくて、頭が混乱していた。

「う……ん」

　ようやく声が出た。しかしそれ以上は言葉が続かない。煌翔のほっとした声が聞こえた。

「起きたのか？　すぐ医者に診みせてやる。心配するな」

　どうにかうっすら目を開けると、煌翔の微笑ほほえんだ顔がすぐ近くにあった。

「こう……しょうさま」

「ああ、そうだ。もう大だい丈じよう夫ぶだ。一いつ緒しよに帰ろう。痛いところはないか？」

　心配そうな顔を見たのは、ずいぶん久しぶりだと思った。

　それと同時に、最近の冷たかった煌翔を思い出す。事情があると信じていた。煌翔が自分からその事情を話してくれるまで、待ってみようとも思っていた。

　だが、いまはなぜか心の底から悲しい気持ちが溢あふれてきて堪こらえられなかった。

「痛い……」

「なに？　どこが痛いんだ？」

　煌翔が顔を寄せてきた。優やさしい顔付きの彼を見ると、思わず涙なみだが一筋流れた。

「心が……痛いです。煌翔様に冷たくされて」

　自分で自分が漏もらした言葉に驚おどろいていた。本音ではあるが、こんな事を言うはずがない。

　いつもは我が慢まん出来るのに、どうしていまは駄だ目めなのかと考えて、ふいに木蓮に自白の香を嗅かがされたのを思い出した。

（しっかりして。わたし！　口を開けては駄目！）

　そう思って堪えようとしても、口は勝手に開いた。

「冷たくしないでください……」

　ぽろぽろと涙が流れてきて止まらなかった。こんな事を言っても煌翔は困るだけだろう。

　泣き止やまないとと思っていても、自白の香のせいか少しも落ち着けなかった。

　同時に、煌翔を信じて様子をみようと思っていたのに、実は心の中ではここまで彼の態度を気にしていたのだという事に初めて気づいた。

「すまない。……お前を守る為ためなんだ」

「どういう意味ですか？」

　身体も心もふわふわしていたが、気になって口に意識を集中させて問いかけた。

「怖こわがらせたくなくて黙だまっていたが、お前は命を狙ねらわれている。俺から贈おくられたという菓か子しに毒が入っていた。おそらく後宮にいる姫ひめ達の誰だれかが犯人ではないかと思う。そうでなければ、お前が狙われる理由がない」

　菓子と言われて、そういえばと思い出す。美人会の前に煌翔から椿つばい餅もちが届いた。

　食べようとしたら煌翔が来て、彼が持って来た桃ももを食べるよう勧すすめられた。あれが毒入りの菓子だったのだろうか。そう考えて、ぞっとした。煌翔が優しく頰ほおを撫なでる。

「お前を不安にさせるから、話したくなかった。お前と親しくしていたら、きっとまた狙われると思ったんだ。……六年前、后こう妃ひだった母は、やはり後宮にいる側室達に毒の入った菓子を贈られた」

　うっすら開いた瞳ひとみには、煌翔が唇くちびるを嚙かんで辛つらさを堪えている表情が映った。

「その時も今回と状況が同じだった。父である皇こう帝ていからだと贈られてきて、母はそれを食べてしまったんだ。そして母は亡なくなった。俺の目の前で血を吐はいて」

　それがどれだけ煌翔の心に影かげを落としているか、彼の表情を見ればわかった。

「お前に贈られた菓子に毒が入っているとわかった時、母が死んだ時の事が鮮せん明めいに思い出された。お前をあんな目には絶対にあわせないと誓ちかったんだ。母の菓子に毒を入れたのは側室の一人ですぐに捕つかまった。お前の菓子に毒を入れたのもやはり麗華宮の誰かだと思った」

　煌翔が怒いかりに彩いろどられた瞳で話を続けた。

「人は嫉しつ妬とに駆かられると、残ざん酷こくな手段を使う事をためらわなくなる。お前と距きよ離りを置いて、後宮の姫達に優しくすれば嫉妬はお前には向かなくなると思った。その間に犯人を捕まえようとしたんだが、まだ犯人の目星がついていない。すまない」

　申し訳なさそうに煌翔が目を伏ふせた。

　狙われたのは恐おそろしかった。誰かが自分の命を奪うばおうとしていると思うと、寒気がする。

　しかし、煌翔の冷たい態度は嫌きらわれていたからではないとわかった事の方が嬉うれしかった。

　煌翔にぎゅっと抱だきしめられた。強くて逞たくましい腕うでは、温かくて頼たよりがいがあった。

「二度と危険な目にはあわせない。お前は必ず俺が守ってやる」

　強い言葉に、心が震ふるえた。彼なら絶対に守ってくれる。

　そう、強く思った。

　とたんに、身体がかっと熱くなって、胸がどきどきと大きく鳴り始める。煌翔からは甘いけれど、どこか刺し激げき的で優しい香かおりがした。嗅いでいると、身体の芯しんが熱くなって、頭がぼうっとする。それはいままでの煌翔からは、感じた事のない香りだった。

（この香り……どこかで嗅いだ事があるわ）

　そう思ったものの、どこだったかは思い出せなかった。

　煌翔の頼りがいのある姿を見ていると、ふと夢にいつも出てくる少年の姿が頭に浮かんだ。

（あれ……？　どうしてあの男の子が……）

　自分でも不思議に思ったものの、意識を保てたのはそこまでだった。

　再び水の中に浮かんでいるような浮ふ遊ゆう感かんが強くなって、意識が薄うすれていき、眠りについた。
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　目を覚ますと、麗華宮にある自分の部屋だった。

　凜莉は見慣れた天てん井じようを見つめて、横になったまま思わず眉根を寄せる。

「……夢？　だったのかしら？」

「そんなわけないだろう」

　声が聞こえて死ぬほど驚いた。右手を見ると、枕まくら元もとに煌翔が座っている。

「こ、煌翔様！」

　慌あわてて飛び起きると、ずきりと頭が痛んで思わず目を瞑つぶった。

「痛っ！」

「無理をするな。木蓮に自白の香こうを嗅がされたんだ。木蓮の口ぶりではお前からまだ秘宝香の調合法を聞き出してはいないようだった。少しは根こん性じようがあるじゃないか。秘宝香の事をぺらぺら喋しやべっていたら、打ち首にしてやろうと思っていたが」

　意地悪な顔付きも声もいつもの煌翔だった。もし木蓮にさらわれたのが夢ではなかったとしたら、必ず守ってやると言ってくれた煌翔の言葉も本当ではないかと思う。

　だがいまの彼と、あの優しい顔付きと口調の彼が同じ人物だとは思えない。

「ここまで連れてきてくださったんですか？」

　どこまでが夢でどこまでが現実かわからなくて、おそるおそる尋たずねると煌翔が肩かたを竦すくめた。

「ああ、恐れ多くもこの俺がお前をここまで運んでやったんだ。この上ない名めい誉よだと思って一生俺に感謝して生きろ。お前のように色気もなくて容姿も人並み程度の才人を、俺自ら助けにいってやったんだからな」

（うっ、最近冷たくされてたから、これだけの毒どく舌ぜつを浴びるのは久しぶりだわ。相変わらずカチンとくるけど、でも……）

　あまり怒りはわかなかった。毒舌すら吐いてもらえなかった時よりは、いまの方が煌翔をずっと身近に感じた。そう思ってしまった自分が、だんだん煌翔に毒されていっているような気がしてならなかったが、いまは深く考えない事にした。

「木蓮はどうなったんですか？」

　気を取り直して見つめると、彼が腕組みをした。

「逃にげられた。相変わらず逃げ足だけは速いようだ。凜莉、木蓮と何を話した？　できる限り、詳くわしく俺に話せ」

　煌翔に聞かれて、彼と話した内容を思い出す。

「木蓮は秘宝香の調合法を知りたいようでした。それで……」

　彼と話した内容を詳しく伝えると、煌翔が考え込むように口元に手を当てた。

「なるほど。やつの仲間は記き憶おくを取り戻もどす香を完成させつつあるのか。……わかった。では凜莉、もう一つ聞きたい事がある。警護の厳しい麗華宮からお前を連れ去るなんて、そうそう誰にでもできる事ではない。お前をさらったのは、聖雷ではないのか？」

　鋭するどい言葉にどきりとした。

「どうしてそう思うんですか？」

「聖雷がお前が宮きゆう廷ていから連れ去られるのを見たと言った。あとをつけたら、宮廷の近くにある古い寺に入っていったと、俺に伝えに来た。だが奴やつの話にはいろいろとおかしな点がある」

　思わず目を伏せた。聖雷は木蓮と手を組もうとしていた。それをやめるように説得したのだが、彼は妹を助けたい気持ちもあって悩なやんでいるようだった。

（聖雷様。わたしを信じて助けてくださったんだわ）

　聖雷の妹を救うある方法を考えていた。詳しくそれを伝える前に別れたので、信じてもらえるかが心配だったが、どうやら聖雷は煌翔に居場所を知らせてくれたようだった。

　しかしそのせいで、煌翔は聖雷を疑っているようだ。

「失礼、話が聞こえてしまったんだが」

　そこへ戸が少しだけ開いて聖雷が顔を見せた。煌翔の疑わしい目つきが更さらに険しくなった。

「麗華宮に勝手に入らないでくださいと、お願いしたはずですが」

「そう言わないで。凜莉が心配だったんだ」

　聖雷がさっと部屋に入ってきて、戸を閉める。

　煌翔が立ち上がり、聖雷と対たい峙じした。聖雷は口角を上げて、腕を組んだ。

「私を疑っているような話が聞こえて来たが」

「ええ、あなたが凜莉を連れ去った犯人ではないかと思っています。麗華宮から才人を連れ出すなんて、そうそう誰にでもできる事ではありませんから」

　言葉は丁てい寧ねいだが、声こわ色いろは冷たかった。聖雷が視線を鋭くする。

「私が凜莉に何かしたという証しよう拠こは？」

　煌翔と聖雷の視線が絡からみ合って、火花が散った気がした。

「早朝、あなたと従者二人が大きな荷物を抱かかえてどこかにいく姿が目もく撃げきされています。あなたがとつぜん神瑞国にやってきた時から行動を観察させてもらっていました。────あなたがきたのは、凜莉に近付く為ためでしょう？」

　煌翔の声はいつもより低く凄すごみがあった。聞いているだけで恐ろしささえ覚えるのに、聖雷は表情すら変わらない。煌翔は話を続けた。

「木蓮から、凜莉が秘宝香作りを進めている事を聞いて、様子を探さぐろうとした。だったらあなたがとつぜん神瑞国に来た理由もわかります。前もって連れん絡らくすると凜莉を隠かくされるかもしれないから、あえてとつぜん来て偶ぐう然ぜんを装よそおって凜莉に近付いたのでしょう」

「秘宝香を凜莉が調合しているのかい？　それは初耳だ！　すごいね！」

　聖雷は大げさな口ぶりと態度で、驚おどろいた様子を見せたが、煌翔は冷静な表情のままだった。

「あなたが凜莉を連れ去ったのではないですか？　木蓮と手を組んでいるのでしょう？」

　聖雷は口を閉じた。二人で睨にらみ合ったまま、しばらく無言だった。

　そんな二人の様子をはらはらしながら見つめた。

「じゃあ、私はなぜ君に凜莉の居場所を教えたのかな。私がさらったのなら、そんな事をするはずがないだろう」

「直前になって、木蓮と手を組むのはまずいと考え直したのでしょう。彼は危険な男だ。利用するつもりだったが、このままでは利用される可能性が高いと判断したのでしょう」

　腕組みした煌翔に、聖雷が何かを考え込むように目を伏ふせた。

　しばらくして顔を上げた聖雷は、常にない真しん摯しな目をしていた。

「煌翔、もしもの話だ。もしも私が木蓮と手を組もうとしたとしても、凜莉の居場所を君に伝えて彼を裏切った以上、私は敵ではない。ここで君と私がいがみあえば、神瑞国と湖蘭国の諍いさかいへと発展するかもしれない。それはお互たがい望んでいないはずだ」

　聖雷の表情もまた、真しん剣けんみを帯びていた。声も常になく落ちついたものだった。

「私も父や朱令聞皇こう帝ていが作り上げたいまの平和を、乱したくないと思っている。やはり、戦いくさの火種になるような事はしたくない。民たみが血を流すような事は避さけたいと思っている。君がそれで納なつ得とくしてくれるなら、だが」

　聖雷は改心したと暗に含ふくめて話をしていた。

　煌翔がどう出るか、息が止まりそうなほどに緊きん張ちようしながら、彼の言葉を待つ。

（次に煌翔様がどう出るかで、神瑞国と湖蘭国の関係も大きく変わるわ。煌翔様があくまで聖雷様と木蓮が繫つながっているのではと追つい及きゆうして証拠を摑つかんでしまったら、両国の関係が悪くなって、最悪は戦が始まるかもしれない……）

　心の中で恐ろしい未来を想像して、青ざめた。

「……俺がそれで納得するとでも？」

　怒いかりを抑おさえたような煌翔の低い声だった。

（煌翔様……怒おこっている。じゃあやっぱり、聖雷様と木蓮が繫がっていたと追及するの？）

　祈いのるような目で見つめると、煌翔が一度目を閉じて、やがてため息をついた。

「聖雷殿。俺はそれでは納得はしません。しませんが、今回だけは凜莉が無事だったからこれ以上の詮せん索さくはしないでおきましょう。俺だって湖蘭国ともめたいわけじゃない」

　ぶっきらぼうだが、最高に嬉うれしい言葉だった。

　心の中で喜んでいると、煌翔がむっとした顔を崩くずさず聖雷を睨んだ。

「真相は詳しく調べないでおきます。ですが────」

　言葉を句切った煌翔が一歩聖雷に近付いた。そして乱暴に襟えり元もとを摑んで顔を近づける。

「もしまた凜莉を危険な目にあわせたら────どうなるか覚かく悟ごしてろよ」

　静かな低い声は、いままでのどんな言葉より、壮そう絶ぜつな凄みがあった。

　さすがに聖雷も目を見開いた。そしてややあって、ふっと微笑ほほえむ。

「何の事だかさっぱりわからないけど、君を怒らせないように気をつけるとしよう」

　その言葉を聞いて、煌翔が襟から手を放す。

「そうして頂きたい。俺も湖蘭国の皇太子と喧けん嘩かはしたくない。互いの国の為にも」

「わかったよ。君が丁寧な対応をしてくれているうちに、私は帰るとしよう」

　聖雷の言葉を聞いて、煌翔がふと口元に手を当てた。

「もう一つ気になっている事があります。これは木蓮が姿を消した時から気づいていたことですが、さきほどの凜莉の話を聞いて確信しました。木蓮の仲間が、宮廷内にいます」

　煌翔の言葉に目を見開いた。

「本当ですか……？」

　話の邪じや魔まをしてはならないと思っていたが、驚きのあまりつい口を開いていた。

「ああ、木蓮は秘宝香の一つを完成させつつある仲間がいると言ったんだろう。だが、秘宝香の材料は宮廷でしか手に入らない。だからお前も最初はその材料が目当てで後宮に入ったんだろう」

　そう言われて、確かにと頷うなずいた。秘宝香を作るのに必要な蘭天木は、すべて宮廷が管理している。他ほかの場所では絶対に手に入らなかった。

「木蓮の仲間が宮廷にいて、蘭天木を使って秘宝香作りに挑ちよう戦せんしているんだ。奴が宮廷を去った時から、仲間がまだいるだろうとは思って調べを進めさせていた。しかしまだそれが誰だれかはわからない。凜莉、お前はまた狙ねらわれる可能性が高いだろう。警護をもっと厳重にしないとな」

　向けられた煌翔の目は心配げだった。思わずその目を見つめて、顔が赤くなった。

（煌翔様にこんな目で見つめられるなんて、何だかすごく恥はずかしいような。でも嬉しいような……）

　しばらく冷たい態度をとられる事が多かったので、こうして思いやってくれるのは、嫌きらっていない証拠だといまさらながらに実感できた。聖雷がむっとした表情で口を開く。

「……見つめ合っているところ悪いけど、凜莉、そんなにのんびりしていていいのかい？」

　聖雷の声にはっとなる。そして赤くなった顔を隠すように俯うつむいた。

「な、なんでしょうか？」

「もうすぐ夕暮れだ。そろそろ宴うたげが始まるよ。準備しないと」

　そう言われて、大きく目を見開いた。

「ああーっ。美人会の最終選考がっ！」

　どうやらまだ宴には間に合う時刻らしい。だが宴で舞ぶ踏とうを踊おどるのには、重大な障害がある。

　最終選考の舞踏に必要な衣い装しようと面がないのだ。

　衣装と面が入っていた箱からは、ある人物の香かおりがした。

「煌翔様、聖雷様、最終選考の準備があるので、ここで失礼します！」

「待て、凜莉。急に動くと危ない……」

　煌翔の声を背中で聞きながら、部屋を出て箱に残っていた香りの持ち主のもとへと急いだ。
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　麗華宮でも一番広い部屋が、彼女の私室だ。凜莉はその部屋の前で、大きく息をつく。

「よろしいですか？」

　声をかけるのは勇気がいったが、どうしても譲ゆずれないものが自分にもあった。

「……どうぞ」

　声はいつもの凜りんとしたものだったが、やや戸と惑まどいの色が感じられた。

　そっと戸を開けると、部屋の奥にある文ふ机づくえの前に、翡翠が座っていた。

　翡翠は表情一つ動かさず、じっとこちらを見つめている。

「お話があるので、失礼します」

　部屋に入って戸を閉めた。翡翠が手で促うながした場所に座って、彼女と向き合う。

「私も凜莉姫ひめにお話があったの。……舞踏場にあったあなたの衣装と面を盗ぬすんだのは私です。申し訳ありませんでした」

　翡翠はゆっくりと頭を下げつつも、潔いさぎよい声を出した。衣装と面がなくなっていた時、箱から翡翠の匂におい香こうがした。彼女が犯人ではと、自分でも疑っていた。

　しかしここに来て、そして彼女の態度を見てある事を確信した。

「いいえ。翡翠姫は犯人ではありません」

　言い切ると、翡翠が顔を上げて目を見開いた。

「どうしてそう思うの？」

「実はわたしには嗅きゆう覚かくが鋭するどいという特技があるんです。普ふ通つうの人ならわからないようなわずかな香りも、わたしの嗅覚は感じ取れるんです。香りからはいろんな情報を摑む事ができます。わたしの衣装と面が入っていた箱からは確かに翡翠姫の匂い香がしました。でも、もう一つ違ちがう香りもしたんです」

　その時の事を思い出す。翡翠の香りがしたのが信じられなくて、箱に顔を突つっ込むようにして香りを探った。そして本当にわずかではあったが、違う香りがするのに気づいた。

「翡翠姫の匂い香は、伽きや羅らをもとにしたものです。かなり高価な香料なので、あまり他の姫は使っていません。箱に残っていたもう一つの香りは金きん木もく犀せいの花を加工して作った匂い香のものでした。金木犀は加工も比ひ較かく的てき簡単にできるので、値段もそう高くありません。手に入りやすいので女官達がよく使っています」

　自分の鼻を人差し指でそっと押さえる。

「わたしの鼻はなかなか優ゆう秀しゆうです。残り香がの強さで、どちらの匂い香を持った人物が先に箱に触さわったかまでわかるんです。金木犀の匂い香を持った人物が先に箱に触り、伽羅の匂い香を持った人物がしばらくしてから箱に触っていた。つまり、こう考えられます」

　ここに来るまで整理していた事を順序よく説明した。

「衣装と面を持ち去った人物は、最初に箱を触った金木犀の匂い香を持つ犯人。しばらくして箱に触った伽羅の匂い香を持つ人物は、きっと犯人がした事に気づいて箱を開けて確かく認にんした。犯人は、あなたにとても近しい人物ではないですか？　たとえばあなた付きの女官とか。すぐ右みぎ隣どなりにある襖ふすまの向こうから、犯人と同じ金木犀の匂い香がしますが」

　そちらに目を移すと、ややあって襖がそっと開いた。

　続きになっている隣の部屋に座っていたのは、中年の女官だった。

「すみませんでした……！　私が凜莉姫の衣装と面を盗んだんです。翡翠姫にどうしても美人会で一番の成績を取って、貴き妃ひになって頂きたくて」

　涙なみだを流しながら、床ゆかに頭をこすりつけるようにして、女官が謝罪した。

「翡翠姫が貴妃になるのは間違いないと思っていましたが、凜莉姫は煌翔様と親しくされているようなので、煌翔様が望まれれば貴妃になられる可能性もあるかもと思って、つい。本当に申し訳ありませんでした！」

　翡翠が慌あわてたように彼女に近付く。

「女官の不始末は主人の不始末です。謝罪は私がするわ。寧ね音ね、身体からだの具合が悪いんだから、休んでいなさい」

「いいえ。翡翠姫が私の罪を被かぶるなんてとんでもない。翡翠姫は何も知らなかったんです。私が勝手にやった事。どうか、翡翠姫を罪に問わないでください」

　寧音と呼ばれた女官が、震ふるえながら再び頭を下げた。

　彼女の背中に手を当てつつ、翡翠がこちらに顔を向けた。

「寧音は私が生まれた時から世話をしてくれている乳母うばなの。普段はとても優やさしくて穏おだやかなのよ。だけど麗華宮に来てから、私にどうしても四し妃ひの中で一番位が高い貴妃になってほしいと言って、考え込むようなそぶりをみせていて。凜莉姫、ごめんなさい。私も謝罪します。衣装と面を盗んだのは、許される事ではないと思うの。だけど、寧音を罪に問わないで」

　翡翠が寧音を見る目つきは、まるで母親に向けるもののようだった。

　ふと、身体が弱かった自分の母を思い出す。

（身体が弱くて働けないからって、母さまはいつも申し訳なさそうな顔をしていたわ。働きすぎて身体が心配だわって言ってた時の母さまの目と、寧音さんの翡翠姫を見つめる目は同じもののような気がする……）

　娘むすめ同然の翡翠を思う気持ちが、暴走しただけなのかもしれない。

　そう思うと、それ以上は何も言えなくなった。翡翠が、姿勢を正した。

「いま、あなたが言った通りよ。今朝方、寧音の様子がおかしかったの。問い詰つめたら、衣装と面を盗んだと言ったけど、誰のものなのかは言わなかった。だから舞踏場にある箱を確かめに行ったの。そうしたら、あなたの衣装と面がなかった。あなたに事情を話して謝りに行こうと思ったんだけど、姿が見えなくて」

　さらわれた事は、さすがに翡翠も知らなかったようだ。

　翡翠は隣の部屋から衣装と金色に輝かがやく面を持って来た。

「昼間は準備で舞踏場に人がいて返しに行けなかったの。でもそろそろみんな宴のある大広間に移動する頃ころだから、今度こそ返しに行こうと思っていたの。本当にごめんなさい」

　翡翠が頭を下げる。そこでふいに、ある香りが鼻についた。

　貴族の持つ品のいい匂い香ではなくて、鎧よろいに使うような鉄の香りだ。

　だけど嫌いやな香りではなく、広い大地に佇たたずむ肉食の獣けもののように、誇ほこり高い香りだった。

　その香りは戸の向こうからしていた。

「この香りは……我嵐？」

　眉まゆ根ねを寄せると、戸ががらっと開く。そこに立っていたのは、やはり我嵐だ。

　彼は珍めずらしく、怒いかりを顕あらわにした顔付きだった。

「失礼。煌翔様から凜莉の様子を見てくるように言われて捜さがしていた。いまの話も申し訳ないが聞かせて頂いた。正直な俺の気持ちを言わせて頂こう。────ふざけるな！」

　声は寧音に向けられていた。我嵐がそんな乱暴な口を利きくなんて思ってもみなかった。それだけ怒りが大きいのか、我嵐は大おお股またで部屋に入ってくる。それを見て思わず腰こしを浮うかせた。

「我嵐、ちょっと落ちついて……。それに勝手に後宮の姫の部屋に入るなんて、いくらあなたでもまずいわ」

　我嵐は麗華宮には入れるが、部屋の中まで許可なく入るのは許されていなかった。

　しかし我嵐は意に介かいさず、怒りに燃えた目で寧音を睨にらんだ。

「凜莉の衣装と面を盗んだというなら、その調べを行う権利が宮きゆう廷ていの警護の責任者である俺にはある。捜そう査さの一いつ環かんとして、部屋に入らせてもらった」

　大おお柄がらな我嵐の鋭い目つきに、寧音が怯おびえた表情になった。

「お前が凜莉の衣装と面を盗んだんだな。個人的な事だが、俺は凜莉の友達だ。舞ぶ踏とうはまったく経験がなかった凜莉が、寝ねる間を惜おしんで稽けい古こをしていたのもすぐ近くでずっと見ていた。凜莉がどれだけ頑がん張ばって、美人会の最終選考の舞踏に挑ちよう戦せんすると思っているんだ」

　声はようやく静かなものになったが、迫はく力りよくはすさまじかった。

「直前になって衣い装しようと面を盗むなんて、卑ひ怯きようきわまりない。お前がやった事は、ただの盗みではないぞ。美人会の最終選考を妨ぼう害がいしたんだ。皇族の行事を邪じや魔ました責任は大きいぞ！」

　寧音は震え上がっていた。慌てて我嵐に駆かけ寄って、彼を手で制す。

「違うわ、我嵐。わたしは衣装と面の手入れを寧音さんにお願いしたの」

　噓うそをつくのは苦手だが、この状じよう況きようを何とかしたかった。寧音が母の姿と重なって見えていた。

　娘同然の翡翠が心配でつい魔がさしたのだろうと思う。だったら何とか穏おん便びんにすませたい。

「何だと!?　そんないいわけが通ると思っているのか、凜莉！」

「いいわけも何も、それが真実なの。お願い！　我嵐。衣装と面はここにあるわ。手入れは終わったのよね。寧音さん」

　振ふり向くと、寧音がやや顔を上げて、何度も頷うなずいた。

「は、はい……」

「ありがとう。ではもらっていくわ」

　寧音が翡翠の傍かたわらにあった衣装と面を手に取ってこちらに差し出した。それを受けとって、何か言おうと口を開きかけた我嵐をもう一度手で制す。

「我嵐、舞踏の披ひ露ろうまでには衣装も面も返ってきたし、これでもういいって事にしましょう」

「しかし……」

「心配してくれてありがとう。わたしの為ために怒おこってくれてありがとう。だけど、ここで騒さわぎを起こしても誰だれの得にもならないわ」

　見つめると、我嵐がはっとした顔になった。こちらをじっと見つめて、やがて目を伏ふせる。

　その目がふといつもと違ちがう色を帯びたような気がして不思議に思ったが、とりあえず彼の説得が先だと口を開いた。

「わたしは寧音さんに衣装と面を手入れしてもらっただけ。何もなかったの」

　翡翠は宰さい相しようの娘だ。その翡翠の女官が麗華宮の才人の持ち物を盗ぬすんだなんて事になったら、宮廷は大騒ぎになるだろう。寧音は反省しているし、翡翠の性格からしても二度と彼女にこんな間違いは起こさせないよう言い聞かせるはずだ。

「我嵐、人間誰でも魔がさす事ってあると思うの。わたしも下町にいた時に、食べる物がなくて、お腹なかが空すいてどうしようもなくて、盗みをしようとした事があったわ。その時は助けてくれた人がいたから罪は犯おかさずにすんだ。だけど極限状態になった時、人は誰しも正常な判断力を失う。でも人は反省してやり直す事もできる。だから今回だけは何もなかった事にして」

　静かな声で語りかけると、我嵐がしばらく考え込むそぶりを見せた。

「俺は……お前の努力を無にしようとした犯人がどうしても許せない」

　怒ってくれる気持ちは嬉うれしかった。我嵐が顔を上げて、こちらをじっと見つめた。

「……許せないが、なかった事にしようというお前の判断が、いまこの場でできるもっとも適したものだともわかる。これが正しいなんて言わない。だが、宮廷を荒あれさせたくないというお前の気持ちもわかっている」
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　拳こぶしを握にぎり締しめた我嵐が、翡翠に目を向けた。

「翡翠姫ひめ、本当に二度と間違いはないでしょうな」

　この言葉を口にするのは、我嵐としては納なつ得とくはいかないはずだ。しかしここで騒ぎを起こせばどうなるか、我嵐はよく知っている。だからこその言葉だった。翡翠が頭を下げる。

「私の名前にかけて、間違いはおかさせません」

　凜りんとした声だった。我嵐は不満そうではあったが、それ以上は何も言わずに外に出て行く。

　ほっと胸をなで下ろすと、翡翠の声が聞こえた。

「凜莉姫」

　振り向くと、翡翠が目を潤うるませていた。

「ありがとう。寧音を助けてくれて」

　その言葉に微笑ほほえんで頷いた。そしてそっと彼女に近付く。

「翡翠姫に伝えたかった事があるんです。でもここだけの話です。絶対にもらさないで」

　翡翠がきょとんとしつつ、頷いた。

「わたしが美人会に出るのは、自分の宮ぐうが欲しいからです。香こう士しになりたいという夢を叶かなえる為に、ある特別な香の調合に挑戦しています。調合に専念できる宮が欲しいので、四し妃ひに入りたいだけなんです。だからわたしが美人会に出るのは、自分の夢を叶える為なんです」

　本当は秘宝香の事を知られてはならないので、言ってはならなかった。しかし翡翠は誰にも喋しやべらないと信しん頼らいしていた。念の為、秘宝香の事は隠かくしてそう告げると、翡翠が目を見開いた。

「……そうだったのね。あなたに裏切られたと思ってすごく悲しかったの。一いつ緒しよに女性でも夢を目指せるように頑張ろうってあなたは言ってくれた。そんな事ができるはずがないと思ったけど、でも心のどこかでそうなったらすごく幸せだって思ってた」

　翡翠が、はにかみがちな笑みを浮かべた。

「私は着物が好きなの。糸を紡つむいでいろんな柄がらの着物を織って、自分の力で生活できるようになりたいわ。だけど女の子なんだから働くなんてとみんなに言われるの。それが辛つらかった。あなただけはわかってくれると思っていたけど、美人会に出るって聞いて、結局は後宮で出世したいだけなのかと思って、裏切られた気持ちになったの。ごめんなさい。事情も知らずに」

「いいえ。わたしがはっきり事情を伝えなかったのがいけなかったんです。本当の事を話したかったけど、いろいろあってなかなか言えなくて。だけど翡翠姫を信頼してお話ししました。何より翡翠姫とお友達になりたくて。友達に噓はつきたくありません」

　翡翠が嬉しそうに微笑んだ。

「ええ。私でよければお友達になって。凜莉」

　名前を呼ばれて、頰ほおを綻ほころばせた。

「ええ、翡翠。一緒に夢を叶える為に頑張りましょう！」

　手に手をとって笑い合った。翡翠は初めて後宮でできた女性の友達だ。彼女とは一生を通じた友になれるような気がしていた。翡翠がすっと立ち上がった。

「ではさっそく衣装を着て、宴うたげがある大広間に向かいましょう。もうすぐ宴が始まる時間だわ」

　その言葉を聞いて、ずっと考えていた事が頭をよぎった。

「待ってください」

　その考えを口にするのはかなりの勇気がいった。

　しかしいまの自分の状況を考えると、それが一番の選せん択たくだと思った。

「どうしたの？　凜莉」

　翡翠が首を傾かしげた。彼女を見上げて、心の中である決意をした。

「この間翡翠の舞踏を見てから考えていた事があるんです。実は、わたし……」

　考えを口にすると、翡翠が目を見開いた。

「そんな！　本当にそれでいいの？」

「────はい。それがいまの状況では、麗華宮全体の為になる事だと思います」

　自分でも悩なやんでいた事ではあったが、決意した以上振り返ってはいけないと思った。

「それで、一つ翡翠にお願いがあります」

　ある提案をする為に、声を潜ひそめた。心の中は、今夜の舞踏を成功させたい。

　その気持ちでいっぱいだった。
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　いよいよ、麗華宮の大広間において宴が始まった。

　大広間へと入る裏口の前にいた凜莉は、わずかに戸を開けて中の様子を窺うかがっていた。

　大輪の花が飾かざられた大広間で行われている宴は盛せい況きようだった。

　数百人の貴族達が集まり、酒と豪ごう華かな食事を楽しんでいる。大広間の奥には壇だんが作られていて、そのすぐ近くに朱令聞皇こう帝ていと煌翔、そして聖雷が座って酒を酌くみ交かわしていた。

　今夜の宴には、神瑞国でも名だたる貴族達が集まっているという。

　たくさんの観客がいると思うと緊きん張ちようしたが、何とか気持ちを落ち着かせた。

　そして舞ぶ踏とうを行う姫達が待機している隣となりの部屋に行き、戸を開ける。

　静かな小部屋は、息苦しいほどの緊張感に包まれていた。鏡を見ながら用意している姫達が目に入ったとたん、その美しさに圧あつ倒とうされて思わず足を止める。

　主役以外の者達がつける金の仮面は、鳥が翼つばさを拡ひろげたような形をしていた。

　その仮面で目元を隠した姫達は、まるで重さを感じない軽い生き地じで作られた、薄うすい桃もも色いろの衣い装しようを身につけている。練習の為か姫達がくるりと回転すると、袖そでや裾すそがふわりと膨ふくらんで見えて優美だ。結ゆい上げた髪かみには、本物の赤い牡ぼ丹たんが飾られている。

　今日行われる演目は蘭陵王。

　眉び目もく秀しゆう麗れいであった蘭陵王はその美び貌ぼうを仮面で隠して戦い、見事に勝利を収めたという。

　みんなで踊おどる蘭陵王入にゆう陣じん曲は、彼が仮面を被かぶって数少ない兵で大敵に立ち向かい、勝利した時の勇ゆう敢かんな姿を音楽にしたものらしい。

　蘭陵王は男性が舞まう事も多いが、素す顔がおの美しさと優美さからか女性が舞う事もあった。

「凜莉姫？　あなた舞踏に出るはずでしょう。どうしてまだ衣装を着ていないの？」

　声を上げたのは蘭々だった。確かに自分はいつも着ている赤い曲きよく裾きよだ。

　珠華が立ち上がってこちらに詰つめ寄る。

「あなたいまごろ来て、用意もしていないなんてやる気はあるの？　だいたい、一度も練習に出てこなかったでしょう。私達はとても迷めい惑わくしているのよ。最後の練習くらい出てくると思っていたのに、顔も出さないでどういうつもりなの？」

「申し訳ありませんでした」

　最後の練習にはもちろん出るつもりだった。しかし聖雷に連れ去られたせいで、間に合わなかったのだ。ここにいる十人で踊るのだから、立ち位置などの確かく認にんもある。

　事情があったとはいえ、最後の練習さえ出なかった自分は、確かにみんなに迷惑をかけてしまったと思う。

「謝ってすむ問題じゃないわ。蘭陵王は主役を囲んでみんなで一糸乱れぬ動きをするのよ。それなのに一度も練習に出てこなかった人と息があった踊りができるはずないわ。あなたは四妃に入りたいだろうけど、私達からしたら……」

「わたしは────今回の舞踏には出ません」

　口にするのは勇気がいる言葉だった。声を振ふり絞しぼると、珠華と蘭々が動きを止めた。

「なんですって？」

「珠華姫の言われる通り、蘭陵王の踊りは全員で息を合わせて一糸乱れぬ動きをする必要があります。わたしは舞踏の経験がなかったので一人で特訓をしていましたが、事情があって最後の練習にも参加出来ませんでした。いまのわたしが舞踏に出たら足手まといになります」

「でも、四妃に入りたいんでしょう？　舞踏にでなかったら、四妃には絶対になれないわよ」

　それはわかっていた。調合に必要な環かん境きようを整える為ためにも、煌翔が初はつ恋こいの人と会う時間を稼かせぐ為にも、四妃には入りたかった。

　しかし翡翠が練習していた時の踊りを見て、たった数日必死になって練習しても、子どもの頃ころから舞踏を習っていた姫達と一緒に踊るのは無理ではないかという思いが強くなった。

　それでも最後の練習に出てみんなと動きを合わせてみてから、どうするか決断しようと思っていたが、それも叶わなかった。

　いまの状じよう況きようを冷静に見て、考え抜ぬいた末に出した答えは、今回の舞踏を辞退する事だった。

「今回の宴は、国こく賓ひんである聖雷様を歓かん迎げいする意味もあります。神瑞国でも名だたる貴族の方々もいらっしゃっている。麗華宮はできたばかりの後宮で、陛下の後宮である翼舞宮と比べると、まだまだ知名度は低いです」

　そこまで口にして、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「本音を言うと、寝ねる間を惜おしんで練習をしたので、みなさんと踊りたいと思っています。でも何よりいまは舞踏を成功させる事が、麗華宮の為には大切な事だと思います」

　部屋にいる姫ひめ達に目を向けた。

　みんな煌翔の后こう妃ひを目指して、幼い頃から舞踏や行ぎよう儀ぎ作法の特訓をしてきたに違ちがいない。みんなと動きをあわせる事さえできなかった自分が舞踏に出たら、台無しにしてしまうだろう。

「ここにいるみなさんは、麗華宮で自分の夢を叶かなえる為に努力されてきた方達だと思います。わたしがいまの状態で舞踏に出たら、みなさんの夢の邪じや魔まをしてしまうと思います。だからわたしは辞退致いたします。ただ、わたしなりに舞踏を盛り上げるお手伝いをしたいと思います」

「手伝いですって？」

「いったい、何をやろうっていうの？」

　姫達がざわついた。そこへ立ち上がったのは主役だけが着る赤い衣装に身を包んだ翡翠だ。

「みんな、落ち着いて。もう少しだけ凜莉の話を聞きましょう。私もさっき相談されたのだけど、凜莉はみんなの為にもなる手伝いを提案しているの」

　麗華宮でももっとも立場が上である翡翠の言葉に、全員が静まり返った。

「では、わたしからの提案です。わたしは香こう士しになりたくて、いまも勉強しています。今回の舞踏は美人会の最終選考ではありますが、湖蘭国の皇太子、聖雷様を歓迎する意味もあります。聖雷様に満足して頂けるにはどうすればと考えたんですが」

　言葉を句切ってみんなの顔を一人一人見つめた。

「舞踏の演目は蘭陵王。その一幕をいまから踊ります。そこでわたしは舞踏の雰ふん囲い気きにあわせた香を調合してみました。それを舞踏の最中に舞台の近くで焚たこうと思います。香を焚く事で見ている方達の気分をより盛り上げられると思うんです」

　翡翠が話を聞き終わってから、大きく頷うなずいた。

「さきほどその話を聞いて、いい案だと思ったわ。国賓をもてなす宴で披ひ露ろうする舞踏が盛り上がれば、麗華宮の評判も上がるはず。陛下の後宮である翼舞宮に追いついて追い越こせるぐらいの勢いが麗華宮には必要だわ」

　翡翠の話に姫達がじっと聞き入った。

「翼舞宮には名だたる美び姫き達がいらっしゃる。次期皇帝になられる煌翔様の為にも、麗華宮は翼舞宮以上に優すぐれた姫達がいると印象づけたいの。麗華宮にあって翼舞宮にないもの。それは香を調合する凜莉だと思うの」

　翡翠がこちらに目を向けた。頷いてから話を引き継つぐ。

「香の力は無限です。今回は嗅かぐと心が沸わき立って、戦いの高こう揚よう感かんを疑ぎ似じ体験できるような香を用意しました。きっと観客の方々は、飲んでいるお酒を勝利の美酒だと思えるぐらい、気持ちが高ぶってしまうはずです」

「本当に香を嗅ぐだけでそんな気持ちが味わえるの？」

　訝いぶかしげな声を上げたのは蘭々だ。

「はい。香は気持ちを落ち着かせたり、逆に興奮させたりとさまざまな効能を持っています。今回の香は、ほどよい興奮状態になるよう調合しています。これを嗅ぎながら舞踏を見れば、きっと少数の味方で大敵に打ち勝った蘭陵王の舞踏に感情移入して頂けると思います」

　戸と惑まどいの目を向けている姫達に、両手を組んで話を続けた。

「わたしは舞踏はうまく踊れませんでしたが、香の調合は得意です。どうかわたしを信じて、香を焚く事を許してください」

　勝手に香を焚いて、姫達の集中が途と切ぎれるような事になったらまずい。

　全員の許可をもらってから実行したかった。翡翠が全員を見回した。

「ここにいるみんなが、麗華宮の評判が上がる事を願っているはずよ。私は凜莉の提案に乗ろうと思うけど、みんなはどう？」

　翡翠が見回すと、姫達は戸惑うように互たがいに目を見合わせていた。

「翡翠姫がそう仰おつしやるなら……」

　声を上げたのは、蘭々だった。

「そうね。よほど変な香かおりでなければ私達の損になる事はないだろうし。凜莉姫、本当に舞ぶ踏とうに相応ふさわしい香を調合できたんでしょうね」

　珠華の問いに大きく頷いた。

「はい。きっと舞踏を盛り上げてみせます。では、広間の隅すみで香を焚きますので、みなさん舞踏を頑がん張ばってください」

　精いっぱいの応おう援えんの言葉を贈おくった。そこへ、戸が開いて従者の一人が入ってくる。

「もうすぐ始まります。姫様方、どうぞ準備を」

　知らせを受けて、姫達が緊きん張ちようの面おも持もちで立ちあがった。彼女達が部屋から出ていくのを見送る。姫達が動くたびに、薄うすい桃もも色いろの衣い装しようがひらひらとなびいて綺き麗れいだった。

　自分の衣装も、大きかったものを涼果が直してくれていた。

　あの衣装を着て、みんなと一いつ緒しよに踊りたかった。そんな本音をぐっと吞のみ込む。

「わたしは、わたしにできる事をしよう」

　いまから本番を迎むかえる姫達がうらやましかったが、みんなと踊れるほどの実力がないのはよくわかっている。

　子どもの頃から后妃を目指していた姫達は舞踏を踊る。

　そして子どもの頃から香士を目指していた自分は香を焚く。それが正しい道なのだと思った。

　残念な気持ちはもちろんあったが、辞退した事への後こう悔かいはなかった。
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　大広間に設けられた壇だん上じようで、金の仮面をつけた姫達八人がひとかたまりになって、両手を拡ひろげた。二に胡こと琵び琶わの音が流れ始めて、彼女達が背をそらせて上体を傾かたむける。舞踏は、八人の姫達が衣装をふわりとなびかせて、一いつ斉せいに回転する事から始まった。凜莉はその様子を大広間の隅で見守りながら、やはり自分は舞踏に出なくて正解だったと思った。

「やっぱり、みんな上手だわ……！　わたしが出ていたら間違いなくみんなの動きについていけなくて、舞踏を台無しにしてしまうところだった」

　自分の判断は正しかったと再さい確かく認にんして、香こう炉ろを壁かべ際ぎわにある小さな机に置いてから舞台に目を戻もどす。金の細工が施ほどこされた舞台は、柔やわらかな光を放つたいまつで照らされていた。

　そこで姫達が軽かろやかに踊おどっている。その姿は夢でも見ているかのように幻げん想そう的な光景だ。

　見み渡わたすと、涼果と寧音がそれぞれ大広間の隅で待機しているのが窺うかがえる。

　大広間はかなりの大きさで、人も多いし酒や料理の香りも充じゆう満まんしている。香炉一つでは足りないだろうと、涼果と寧音に頼たのんで同じ練り香を違う場所で焚くよう頼んでいた。

　合図するように頷くと、彼女達がそれぞれ香炉に火をつける。

　それを見届けて、壁にかけてある明かりから火を取り、香炉の中にある練り香を焚いた。
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　練り香に火が灯ともり、じわりと白い煙けむりが立ち上がる。同時に壮そう快かい感のあるすっきりした香りが鼻をついた。香りを胸いっぱい吸い込むと、頭に金の仮面を被かぶった勇ゆう敢かんな将の姿が浮うかんだ。

　戦いくさに勝ったなら嬉うれしいだろうに、仮面をとった彼はなぜか悲しげな顔をしていた。

　その顔が煌翔そっくりだったのに、自分でも驚おどろく。

（そうか。戦に勝ったからって、それで何もかもうまくいくわけではきっとないわ。犠ぎ牲せい者しやも出ただろうし、辛つらい命令も涙なみだを吞んで下さなければならないはず。……煌翔様が戦をする事になったら、きっと同じ思いをされるわ）

　朱令聞皇こう帝ていが築き上げた平和を守りたい、煌翔がそう思っているのはよく知っていた。

　自分にできる事をして、その気持ちに添そいたいとも思っている。

　煌翔はきっと蘭陵王のように美しく勇敢な皇帝になるだろう。

　だがひとたび戦になれば、犠牲者を思って悲しむ顔を、仮面の下に隠かくすだろう。

　彼には、そんな悲しい顔はさせたくない。そう心の底から強く思った。

　どうしてまだ会って間もない相手にそこまで強く思ってしまうのか、わからなかった。




　ジャーン！




　銅ど鑼らの音ではっとした。いよいよ主人公である蘭陵王を演じる翡翠の登場だった。

　燃えるような赤い衣装に身を包んだ翡翠が舞台に登場して、観客達からため息が漏もれた。

　姫ひめ達が翡翠の後ろに並び、音楽に合わせて踊っている。

「よい香りがしているな。なぜか気分がそわそわする。それにしても、美しい舞踏だ……」

　近くにいた客の囁ささやき声が聞こえた。

　目をやると、男は酒を飲むのも忘れ、前のめりになって舞台に釘くぎ付づけになっていた。

　その隣となりにいる男も、そして見渡す限りの観客達もそれぞれ頰ほおを紅潮させていた。

（香がうまく作用したみたい。みんなほどよい興奮状態にあるようだわ。このままなら……）

　自分が作った香でうまく姫達の舞踏の補ほ佐さができた事が嬉しかった。

　麗華宮に入ったのは、香士になりたかったからだ。

　踊るよりも、香で舞踏の評価を上げる手伝いができればそれでいい。

　やはり自分は自分らしく、いままで以上に精しよう進じんして香の道に生きていこう、姫達がのびやかに踊る様子を見ながらそう思った。
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　蘭陵王の舞踏は大成功のうちに幕を下ろした。宴うたげは大いに盛り上がり、舞踏が終わったあとも、貴族達の賞賛する声があちこちで上がっていた。

　凜莉は昨日の宴の様子を思い出しながら、成功してよかったと心から安あん堵どしていた。

　そしていよいよ美人会の最終選考の結果が発表される事になり、麗華宮の姫達は全員昨日宴があった大広間に集められていた。姫達の一番後ろに座り、ゆっくりと辺りを見回す。

（わたしは辞退したけど、誰だれが四し妃ひに入るのか見届けたいわ）

　そのままじっとしていると、しばらくして内侍省の長おさである明後輪と煌翔が大広間へと入ってくる。総勢百人を超こえる姫達が一斉に頭こうべを垂れた。後輪がこちらに向き合う。

「姫達よ。昨日はご苦労でした。姫達の美しい舞踏のおかげで、聖雷様は宴を大いに楽しまれました。私達も舞踏を楽しむのと同時に、四妃に相応ふさわしい姫を選ぶ事ができました」

　後輪の傍かたわらにいる煌翔は、普ふ段だんと変わらない顔付きだ。

　そんな彼を正面から見る事ができなかった。

（煌翔様に四妃に入ってくれって頼まれていたのに、結局辞退してしまった。期待に添えなかったわ。初はつ恋こいの人と会う為ために時間を稼かせいでくれって言われていたのに）

　心の中は申し訳ない気持ちでいっぱいだ。直接謝罪をしたかったが、宴が終わってから彼と話をする機会がまだなかった。それに問題はもう一つある。

（四妃に入れれば、自分の宮ぐうを持つ事ができたけど、辞退したからもうその望みはないわ。秘宝香の調合に集中できる環かん境きようが欲しかったけど……）

　残念だったが、辞退した事は後悔していなかった。あのままみんなと一緒に踊っても、舞踏を台無しにする事しかできなかったはずだ。考え事をしていると、後輪が話を続けた。

「四妃は麗華宮を取り仕切る事になります。麗華宮はまだできたばかり。皇族の後宮は他国の間でも噂うわさの的になる。四妃となったからには、煌翔様を支える事はもちろん、他国にも誇ほこれるような後宮作りを目指してほしいと思っています。それでは四妃となる姫の名を呼びます」

　後輪の声に、姫達の間で緊張が一気に高まった。

「まず、貴き妃ひ、壬翡翠」

「はい」

　翡翠が返事してうやうやしく頭を垂れた。四妃の中でも一番位が高い貴妃の座は、やはり翡翠のようだ。それにはここにいる姫達の誰もが納なつ得とくするだろう。後輪が更さらに口を開く。

「淑しゆく妃ひ、漢蘭々」

「はい！」

　蘭々が続いて選ばれて喜びの声を上げた。蘭々は父親の地位も高く、翡翠ほどではないがかなりの美び貌ぼうだ。蘭々は満面に笑えみを浮かべて、背筋を伸のばした。

「徳とく妃ひ、栄珠華」

「きゃああっ……！　し、失礼しました。はい」

　珠華が悲鳴混じりの声を上げて、慌あわてて姿勢を正して返事した。

　この三人は、早くから麗華宮に入り、美しさでも家いえ柄がらでも他を圧あつ倒とうしていた。

　舞ぶ踏とうでも三人の踊りはため息がでるほどだったので、当然の人選だといえた。

「最後の賢けん妃ひは……廷てい薔しよう瑛えい」

「はい」

　返事をしたのは、前方にいた小柄な少女だった。どうやら彼女が廷薔瑛らしい。自分とそう年は変わらないようだ。翡翠ほどではないが、かなり整った顔立ちをしていて、綺き麗れいというよりは可愛かわいいという印象だった。おそらく最近麗華宮に入ってきた姫だろう。見み掛かけた事はあったが、直接話した事はなかった。

「以上が四妃となる栄えい誉よを賜たまわった姫達です。これからも煌翔様の為に知性と美を磨みがくように」

「はい」

　姫達が返事するのを聞きながら、思わず息をついた。

（四妃の発表が終わったわ。これからどうしよう。まず煌翔様に期待に添えなかった事を謝って、それから、調合できるような場所を何とか探して……）

　項うな垂だれつつ考えていると、後輪が珍めずらしく慌てたような気配がした。

「こ、これは……！」

「まあっ」

　驚く声が聞こえて顔を上げると、皇帝である朱令聞が、従者を従えて大広間に入ってきた。

「陛下……！　いかがなさいましたか？」

　皇帝が来るのは予想外だったようだ。後輪が慌てて頭を下げる。

　すぐに煌翔が椅い子すを差し出した。皇帝がそれに座ってこちらに目を向ける。

「邪じや魔まをしてしまったな。姫達よ、昨日の舞踏は素す晴ばらしかった。直接それを言いたくて来たのだ」

　後輪がさっと翡翠の方に目をやった。一番前に座っている翡翠が顔を上げる。

「麗華宮の貴妃の位を頂きました。翡翠でございます。お褒ほめの言葉、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます」

「おお、翡翠貴妃か。そなたがこれより麗華宮をとりまとめるというわけだな。見知っておこう。みんな、翡翠貴妃を中心に仲良くするように」

　皇族が来た場合の相手は、貴妃を始めとする四妃達の役目だった。皇帝が姫達を見回す。

「昨日の舞踏は美しく迫はく力りよくのあるものだった。舞踏ももちろんだが、舞踏にあわせて焚たかれた香こうも素晴らしかった。香かおりを嗅かぐと心が沸わき立って、まるで戦いの場にいる臨場感を味わっているようだった。聖雷殿どのも同じ意見でいたく満足されている」

　その言葉に、思わず笑みが浮うかんだ。

（よかった。少しは香も役にたったみたい）

「凜莉姫、そなたが香を準備したと聞いたが」

　皇帝の目がこちらに向けられた。どきっとしつつ、礼をする。

「はい。みなさんの同意を得て、舞踏の時に香を焚かせて頂きました」

「うむ。よい香りだった。舞踏の雰ふん囲い気きにもよくあっていた。宴には聖雷殿の他ほかにも、国では名だたる貴族達が来ていた。彼らは舞踏もそうだが、香も絶賛していたぞ」

　四妃にはなれなかったが、皇こう帝ていから香の調合を認められたのは何より誇らしい。

「ありがとうございます」

「凜莉姫、そなたは予備選考での知識や行ぎよう儀ぎ作法ではかなり上位の成績であった。そして国こく賓ひんである聖雷殿の案内もしてくれた。湖蘭国の皇太子である聖雷殿を案内し、満足させられた事はすなわち、湖蘭国との外交に一役かったという事だ」

　思ってもいなかった言葉だった。皇帝が更に言葉を続ける。

「それをわしは高く評価している。麗華宮には香を操あやつる凜莉才人という姫がいると、他国にも噂を広めたいと思っているのだ。香を尊ぶ我が国ならではの後宮作りをしているのだと他国が知れば、麗華宮とその主あるじである煌翔の名も上がるだろう。そこでだ」

　皇帝がやや前のめりになった。

「わしは今回の褒ほう美びとして、凜莉姫に調合に専念できる宮を与あたえようと思う」

　思わず目を見開いた。周りにいた姫達がざわっとしたが、翡翠が静かな声を出す。

「みなさん、お静かに。陛下の御ご前ぜんです」

　小声で諭さとされて、姫達がぴたっと声を静めた。後輪が跪ひざまずいたまま、声を上げる。

「陛下。そのようなお話は伺うかがっておりませんが……」

「ああ、昨日の舞踏を見て、わしが決めたのだ。いけなかったか？　後輪」

　後輪がちらっとだけこちらに視線を向けた。そしてやや俯うつむいたあとに、顔を上げる。

「陛下がそうお望みであれば」

　後輪の声に、皇帝が満足げに頷うなずいた。そして、正面にいる姫ひめ達を見回す。

「麗華宮はまだできたばかりだ。姫達も不慣れな麗華宮で苦労も多いだろう。凜莉姫の香は心身の不調を除く力がある。その香で、麗華宮の姫達の健康を管理してもらいたい。どうだ、凜莉姫」

　話しかけられて心も身体からだも震ふるえた。嬉うれしさと恐おそれ多さといろんな気持ちがないまぜになる。

「もったいないお言葉です。わたしでよろしければ、みなさんのお手伝いをさせて頂きたいと思います」

　人を癒いやす香士になりたかった。麗華宮でその役目を担になえるならこんなに嬉しい事はない。

「では凜莉姫が心置きなく調合に励はげめるよう宮を授さずけよう。これからも香を使って煌翔と麗華宮の姫達を手助けしてくれ」

　皇帝の言葉が信じられなくて、息を吞のんだ。

（四妃にはなれなかったけど、宮を頂けたわ！）

「はい。ありがとうございます！」

　頭を下げて、礼をした。嬉しくて満面に笑みが浮かぶ。顔を上げると、煌翔とわずかに目が合った。彼はこの事を知っていたのか、驚おどろいた様子はなかった。皇帝も秘宝香の調合に挑ちよう戦せんしているのはご存じだ。だから理由をつけて調合に専念できるようにしてくれたのかもしれない。

　応おう援えんしてくれる彼らの気持ちに応こたえたいと、心から思った。
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「凜莉、宮ぐうをもらえたんだってね」

　部屋で調合の道具を片付けていると、戸を開けて聖雷が顔を出した。

「聖雷様。勝手に麗華宮に入ってきたら、また問題になります」

「いいさ。もう今日は湖蘭国に帰るんだし。湖蘭国まで馬が引く輿こしに乗って、半月はかかるんだよ。道中退たい屈くつだったらないよ」

　ため息混じりの聖雷を見て、慌てて立ち上がり廊ろう下かに出た。

　さすがに部屋に入れるのはまずいので、二人で廊下に面した庭に降りる。

　少しばかり離はなれた植え込みまで歩いて、聖雷と向き合った。

「聖雷様。あの時、煌翔様を呼びに行ってくださってありがとうございました。おかげで木蓮に秘宝香の事を知られずにすみました」

　改めて頭を下げると、聖雷が肩かたを竦すくめた。

「私は君をさらった張本人だ。礼なんて言っていいのか？」

「聖雷様がわたしの居場所を知らせてくれなかったら、いまごろどうなっていたかわかりません。……聖雷様は立派な皇太子様だと思います。国の為ために民たみの為に、木蓮と手を組む事を考え直してくれました。皇太子として素晴らしい判断だと思います」

「そう褒められてもあまり嬉しくないな。秘宝香を手に入れて父に鉱山の利権を土産みやげとしてもって帰りたかったんだけどね」

　聖雷は表情は変わらないが、茶の瞳ひとみがやや揺ゆれていた。

「慧花姫の事が心配なんですね」

　ずいぶん年の離れた田舎いなかの貴族と結けつ婚こんするという妹を救う為に、父である湖蘭国の皇帝へ鉱山の利権を献けん上じようしようと聖雷は考えていたようだ。しかし自分を助けた事で機会を失った。

「まあね。母親が違ちがう兄妹きようだいはたくさんいるけれど、父も母も同じ兄妹は慧花だけだ。慧花だけは幸せになってほしい。だけど私は湖蘭国の皇太子だ。民を危険にさらしてまで妹を助けるわけにはいかないと、そう思ったんだ」

　決意はしたようだが、声はやや震えていた。そんな聖雷に向かって、身を乗り出した。

「聖雷様、あの時わたしに考えがあると言ったでしょう。うまくいけば、慧花姫の結婚をやめさせられるかもしれません」

　聖雷が不思議そうにこちらを見つめた。

「あれは本気だったのか？　てっきり助かりたいが為のでまかせかと思っていたけど」

「いいえ。あんな大事な場面で噓うそはつきません。これをどうぞ」

　懐ふところから布ぬの袋ぶくろを取り出した。それは聖雷に会えたら渡わたそうと思って持ち歩いていたものだ。

「これは？」

「わたしが調合した龍りゆう涎ぜん香こうを使った香です。これを湖蘭国の皇帝に差し上げてください」

　聖雷はいまひとつ意味がわからないようで、首を傾かしげた。

「この香が秘宝香と同等の価値があるのなら、妹の結婚をやめさせる取引材料になるだろう。だけど、これは秘宝香ではないのだろう」

「はい」

「だったら、父が妹の結婚を考え直すほどの価値はないと思うが」

「いいえ。湖蘭国の皇帝にとっては、この香はその価値があります」

　言い切ると、聖雷が目を見開いた。

「どういう事だ？」

「これは亡なくなった父が、医術に使う香としてよく調合していたものです。作り方はわたししか知りません。龍涎香が心臓の病に効くお薬として使われているのをご存じですか？」

　聖雷がはっとしたように顔を上げた。

「それは、聞いた事がある。だけど湖蘭国には海がないから龍涎香が手に入らなくて、薬として使われた事はなかった」

　クジラの体内から採れる龍涎香は、海がある神瑞国でもそう簡単には手に入らない。

　秘宝香を作る為に少量は手元にあったが、それだけでは足りなかったので、煌翔に頼たのんで香道省にある龍涎香を融ゆう通ずうしてもらった。

「父の調合した龍涎香を使った香は、心臓の発ほつ作さを鎮しずめる事ができるんです。この香の効果は絶大です。麗華宮に入る前は下町の医い療りよう所に香を調合して売っていたんですが、この心臓の発作に効く香はかなり効果がありました」

　下町では、龍涎香はなかなかお目にかかれなかった。だが一度だけ、医療所の澄ちよう明めい医師がお金持ちの患かん者じやからもらってきたものを使って作った事があった。

　かなりの頻ひん度どで起こる心臓の発作に苦しんでいた老人が、香を焚たけば苦しみから解放されたと言って喜んでくれた。

「湖蘭国の皇帝は、心臓が悪くて頻ひん繁ぱんに発作を起こすと言われていましたよね。心臓の発作はとつぜん訪おとずれます。そんな時、この香を焚けばそれを鎮められるんです」

　聖雷が信じられないような目で、練り香の入った布袋を見つめていた。

「確かに父は発作をたびたび起こしている。飲み薬はあるが、そうすぐには効かなくて、ずいぶん苦しい思いをすると言っていた。本当にこの香を焚くだけで、あの発作が治まるのか？」

「はい。聖雷様、これを慧花姫の結婚をやめさせる取引材料にしてはどうでしょうか？　心臓の病を抱かかえている人は、いつくるかわからない発作に内心いつも怯おびえています。自分の健康を保つ香なら、秘宝香や鉱山の利権と同じくらい価値があるはずです」

　病気にならない人間なんていない。病の前では、皇帝も庶しよ民みんも同じだ。

　健康になる為にあがくのに身分は関係なかった。

「この香を手土産にして、あとは聖雷様がうまく説得できれば、慧花姫の結婚を取りやめにできませんか？」

　聖雷は戸と惑まどうような目でこちらを見つめた。やがてふっと口角を上げる。

「……ありがとう。君が噓を言っていたなんて疑ってすまない。私の妹の事まで心配して、この香を調合してくれたんだね。君の気持ちはありがたく頂くよ」

　聖雷が布袋を受け取った。彼の役に立てた事が何より嬉しかった。

「輿に乗って悠ゆう長ちように湖蘭国まで戻もどるより、馬を飛ばしてすぐに父に届けるよ。そして必ず妹の結婚をやめさせてみせる。凜莉、この恩は一生忘れない」

　晴れ晴れとした表情は、見ているこちらまですがすがしい気持ちにさせてくれた。

「聖雷様の案内役として、あなたの望む香を作ったまでです。どうか、道中お気をつけて」

　頭を下げようとすると、ふいに聖雷が顎あごに手をかけた。そして軽く上を向かせられる。

　何事かと思うまもなく、頰ほおに口付けされた。

「なっ……！」

　驚きのあまり呆ぼう然ぜんとした。

「ほんのお礼の気持ちだ。残念だな。もっとここにいて君を口説きたいが、まずは妹の事を何とかしてくる。またすぐ来るから、待っていて」

　片目を瞑つぶって艶あでやかな笑えみを残して、聖雷はその場をあとにした。

　頰に残った唇くちびるの感かん触しよくに混乱しつつ、彼の後ろ姿を見送って、どうかうまく皇こう帝ていを説得できますようにと祈いのった。
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　黄金と朱しゆ塗ぬりで彩いろどられた宮きゆう廷ていは皇帝の権けん威いの象しよう徴ちようだと、木蓮は思った。

　高台から、宮廷の建物を見つめて、あの中にいる敵を倒たおすまで歩みを止めないと誓ちかった子どもの頃ころの事を思い出す。あれからもうずいぶんと時が経たった。

　あの頃の誓いはもちろんまだ胸の中にある。それなのに……とそっと目を伏ふせて、拳こぶしを握にぎり締しめた。この誓いを脅おびやかす存在ができるなんて、予想外の事だった。

　ふと、背後から何かの気配がした。振ふり向くと、馬に引かれた輿がやってくるところだった。

　馬を操あやつる武人には見覚えがある。輿が目の前で止まって、武人がその場で膝ひざをついた。

「……木蓮、失敗したんだね。だから言っただろう。聖雷はそう簡単に操れるほど馬ば鹿かな男ではないと」

　輿からくぐもった声がした。声の主は知っている。いまもっとも会いたくない相手だというのが、正直な気持ちだ。あまり関かかわりたくないが、一つ気になっている事があって口を開いた。

「聖雷から聞きました。彼が内密に宮廷の動向を探さぐっていたところ、煌翔が凜莉の菓か子しに毒を入れた犯人を捜さがしているようだとわかったと。煌翔は麗華宮の姫ひめ達の中に犯人がいると疑っているようですが……」

　鋭するどい視線を閉じられたままの輿の戸に向けた。

「聖雷が調べたところによると、凜莉は毒入りの菓子を食べそうになったようです。しかし煌翔がうまく気づいて菓子を取り上げたそうです。それを聞いておかしな事に気づきました。凜莉の嗅きゆう覚かくは特別です。彼女に気づかれないような無味無む臭しゆうの毒を作るなんて、私でも難しい」

　暗殺集団として毒香を自由自在に操る自分でも、凜莉に気づかれないような毒はそうそう作れない。ましてや麗華宮の姫達が、そんな特とく殊しゆな毒を手に入れられるとは思わなかった。

　凜莉にも気づかれないような毒を作れるとしたら、自分が知る限りではただ一人。

「そうだよ。僕が毒を仕込んで、菓子を贈おくったんだ。僕は香だけじゃなくて薬にも精通しているからね」

　やっぱりと心の中で思った。どう答えたらいいかと頭を回転させる。

「なぜ、そんな事を？」

「殺す為ために決まっているだろう。秘宝香を作り上げるのは僕だ。あの女じゃない」

　自信に満ちた声だった。彼は香や薬の調合に関しては天才だ。それは自分も認めている。

　秘宝香を作れるとしたら、凜莉か彼だろうとも思っていた。

「凜莉が先に秘宝香を完成させたら腹が立つじゃないか。だから殺してやろうと思ったんだ」

　彼は一度決めたら絶対に引かない。その性格をよくわかっていた。だからこそ、どう説得すれば凜莉への攻こう撃げきをやめるか、表情には決して出さないようにしながら考えた。

「凜莉は……」

「だけど、凜莉を殺すのはやめた」

　説得しようと口を開きかけたが、彼の言葉を聞いて目を見開く。

「どういう事ですか？」

　輿こしからくすっと笑う声が聞こえる。

「殺すより僕の役にたってもらおうって思いついたんだ。記き憶おくを取り戻す香を僕が作ったのは知っているだろう」

「まだ完成はしていないと聞きましたが」

「完成しているよ」

　声が一段低くなった。強い自信を覗のぞかせた彼の言葉に、怯ひるみそうになる自分がいる。

「完成はしているけど、確かく認にんができていないだけだよ。だって記憶を取り戻す香は、記憶を消す香を使われた人がいないと、実験ができないだろう」

　そう言われて、はっとした。

「まさか……」

「そのまさかだよ。凜莉は父親に記憶を消す香こうを使われている。そのせいで秘宝香を調合していた父親の事や、その他いろいろな事を忘れてしまっている。僕が作った記憶を取り戻す香を使ってそれを思い出せたら、僕が作った香は完成していると証明できる」

「待ってください。それは……」

　凜莉には記憶を思い出してほしくなかった。もちろん秘宝香の調合は知りたい。

　だから闇やみ香士団の長おさの自分としては、凜莉に記憶を取り戻してほしい。

　しかし凜莉が記憶を取り戻したら、絶対に彼女は自分を嫌きらうだろう。

　敵対しているいまの状じよう況きようでも、彼女に嫌われたくないという弱い気持ちが心の隅すみにあった。

「嫌いやなのか？────そうか、木蓮は凜莉に過去を思い出してほしくないんだよな。だって六年前のあの時、お前は……」

「やめてください」

　低い声でぴしゃりと言い切ると、彼はようやく口を噤つぐんだ。

　しばらくの沈ちん黙もくが流れたあと、輿から再び声がした。

「木蓮。いまさら嫌われたくないなんて、虫が良すぎるよね」

　冷たい声に身体からだがびくりとした。

「お前は闇香士団の長。そして九きゆう尾びの狐きつねだ。九尾の狐は徳のない皇帝を廃はいするのが務め。その務めをまさか忘れてはいないよね」

「はい」

　自分でもそれはよくわかっていたから、覚かく悟ごを込めた声を出した。

「ならいいんだ。では、凜莉には僕の実験台になってもらうよ。そして記憶を完全に思い出させて、僕が記憶を取り戻す香を完成させたと証明する。記憶を消す香は彼女から聞き出せばいい。そうしたら、いよいよ秘宝香が完成する。麒き麟りんの称しよう号ごうは、僕のものだ」

　わくわくした声は、まるで子どものようだ。

　彼を止める為に何とか口を開こうとしたが、言葉が見つからなかった。

　ちらりと、高台から宮廷を見下ろした。

　もうすぐ大おお嵐あらしが宮廷を襲おそうだろう。凜莉はきっとその中心にいて巻き込まれるに違ちがいない。

　彼女を守りたい気持ちと、宿命に従い、皇族を討うつ為に彼女を犠ぎ牲せいにしなければという気持ちで、心は大きく揺ゆれ動いている。

　自分の気持ちを静める事ができなくて、苦しさのあまり唇を嚙かみしめた。

　凜莉の笑顔を思い出して、木蓮はそっと目を閉じた。
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　美人会の最終選考があった宴うたげから半月ほどが過ぎていた。

　煌翔は一人で裏庭に立ち、香料を入れた香合を見つめる。

　この香合をくれた少女と初めて会ったのが、この裏庭だった。

　蓮はすの花が浮うかぶ小さな池に、緑が目に鮮あざやかな植木と、片隅には小さな東あずま屋やがある。

　この光景は六年前とまったく変わっていない。

　少女との思い出を残しておきたくて、この裏庭には手をつけないよう命じていた。

　自分の後宮をどうしても作らねばならないと言われた時も、この裏庭が近くにある事を条件とした。いつでもここに来て彼女との思い出を懐なつかしめるようにだ。

　名前も知らない少女を六年の間一日たりとも忘れず思い続けて、ようやく再会できた。

　彼女の名前は凜莉。しかし凜莉は初めて会った時の事を何もかも忘れていた。

　初はつ恋こいである彼女を守りたくて、わざと冷たいふりもした。しかし彼女がさらわれて、そして冷たくしないでと泣いたのを見て、自分のやっている事は間違いだと悟さとった。

「冷たいふりなどしなくても、彼女に俺の事を思い出してもらって、全力で守ればいい」

　凜莉を守りきる自信があった。しかし自分との記憶がない凜莉に急に近付いても、彼女は混乱するだろう。だからまず六年前の出会いを思い出して欲しかった。

　何より、彼女を前にして本心を隠かくすのが苦しくなっていた。

　六年前に彼女にもらった香合を握り締めて額にあて、思わず声をもらす。

「凜莉、もう待てないんだ。俺の事を思い出してくれ……！」

　本当に欲しいものはそう多くない。しかしそのどれも手に入りにくいものばかりだ。

　願いを込めて、手に持った香合を敷しき物ものの上に置いた。

　その敷物の柄がらも、あの時凜莉が使っていたのと同じものだ。

　彼女と初めて出会った時と同じ状況を作り上げて、小さく息をつく。

「この香合に入っていた香料と同じものを、還送に作ってもらった。凜莉の嗅覚は特別だ。この香を持っていた時も、香かおりに気づいたようで様子がおかしかった。この香を焚たけば、何か思い出してくれるかもしれない」

　凜莉を呼び出したのでもうすぐ来るだろう。

　凜莉をずっと見ていて思ったが、彼女の絶対嗅覚は記憶と連動しているような気がした。

　だから六年前と同じ光景と、同じ香りを用意した。

　もちろんこんな事をしても絶対に思い出す保証はないが、試ためす価値はあるのではと思う。

　しかしそれは危険な賭かけでもあった。

「凜莉の記憶は秘宝香で封ふうじられている。無理に思い出させると命の危険もあるという。もし、凜莉が苦しい思いをするのなら……」

　そう思うと、やはりやめた方がいいのではと心が揺らいだ。

　だが拳こぶしを握にぎり締しめて、そんな自分の気持ちを抑おさえ込む。

　これ以上好きな女性を前にして、知らないふりをするのは辛つらかった。

　彼女に好きだと言いたかった。抱だきしめて、危険がないように腕うでの中で守ってやりたい。

　凜莉は香士を目指して宮きゆう廷ていに来た。彼女の夢を叶かなえる手伝いもしてやりたい。

　しかし二人の間には、記憶を消す香によって作られた大きな壁かべがあった。

　その壁を取り払はらわない限り、彼女と未来へ進む道は閉とざされていると感じていた。

　過去の事を思い出してくれたら、きっと自分への気持ちも変わるだろう。

　何より、あの特別な時間を彼女が忘れていると思うと悲しかった。

　こんな事で感情を左右される自分は、案外情けないのかもしれないと自じ嘲ちようする。

「凜莉、この香を嗅かいで俺の事を思い出してくれ。そしてあの時互たがいに感じたはずの気持ちを取り戻もどしてくれ」

　祈いのるように天を仰あおぎ、煌翔は静かに凜莉を待った。
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　凜莉は麗華宮の裏庭に向かっていた。

　明日あしたには、皇こう帝ていから褒ほう美びとして与あたえられた宮ぐうへ移る事になっている。

　少ない荷物を整理していたら、涼果から煌翔が呼んでいると言われたのだ。

「今日は煌翔様とようやく話せそう。しばらく麗華宮にいらっしゃらなかったから、会えなかったのよね。助けてもらったお礼を言わなくては。それと四し妃ひに入れなかったお詫わびも」

　心の中は申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　自分の宮は手に入った。宮は独立した建物なので、臭くさいと苦情を言われる事もないだろう。

　しかし煌翔の願いは叶えられなかった。

　煌翔には冷たくされていたが、どうやら夢かうつつかで聞いた彼の話は本当だったようだ。

　我嵐に聞いたら、煌翔の許可が出たからと教えてくれた。

　以前煌翔からもらった菓か子しに毒が入っていた。犯人を捜さがしているが、いまだ手がかりはないらしい。狙ねらわれていると聞いて恐おそろしかったが、逃にげるわけにもいかない。

　煌翔が皇帝の座を継つぐまで、あと九ヶ月ほどだ。

　いま自分にできるのは、それまでに秘宝香を完成させる事だけだ。

　ふと、煌翔が必ず守ってやると言って抱きしめてくれた時の事が頭に浮かんだ。

「……あれも現実だったのかしら。あれからゆっくり煌翔様とお話しする時間がなくて、まだ聞けていないけど」

　本当だとしたら、煌翔とどんな顔をして会えばいいのかと、かあっと顔が赤くなった。

「……あれ？」

　裏庭に辿たどり着くと、ある香りがしているのに気づいた。

　麗華宮の裏にあるこぢんまりした庭は、煌翔のお気に入りだ。蓮が浮かぶ小さな池と植え込みと東屋があるだけで、あまり人が来る事もない。手入れもそれなりにしかされていないようだが、のんびりした空気が流れていて、落ち着ける環かん境きようだ。

「甘い、おしろいの香りに似ているわ。この香りは確か……」

　鋭するどい嗅きゆう覚かくは、嗅いだだけで香こうの原料が何かまである程度わかる。

　しかしこの香りは何が原料なのか、いまひとつわからなかった。

　ただ、以前煌翔から漂ただよって来た香りと同じだと気づく。

　あの時もこの香りが気になって仕方なかった。

　池に近付いていくと、だんだん香りが強くなっていく。

　池の傍かたわらに敷物が敷かれ、白い香こう炉ろと藤ふじの花が描えがかれた香合が置かれている。

　香合は香料を入れて持ち歩くものだ。

　藤の花が描かれた香合は確か、煌翔が初恋の人にもらったと言っていた。

　その香合を目で捉とらえ、辺りに漂う香りを嗅ぐと、ふと頭に何かが浮かんだ。

「あれ？　あの香合って確か……」

　頭に浮かんだのは、いつも夢に出てくる姿も顔も歪ゆがんで見える少年だ。

　彼は手に何か持っていた。それは……。

「ううっ……！　痛い！」

　思わず悲鳴を上げた。頭痛はよくするが、今回はいつもの何倍も激しい痛みだ。

　立っていられなくて、思わず座り込む。堪こらえきれなくて、そのまま地面に倒たおれ込んだ。
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「凜莉！　しまった。焦あせりすぎたか！」

　声を上げて駆かけ寄ってきたのは煌翔だ。凜莉はあまりの頭痛のひどさに口も利きけず、立ち上がる事もできなかった。がんがんと割れそうな頭を抱かかえていると、煌翔が傍らで膝ひざをつく。

「大だい丈じよう夫ぶか。もう香は消した。ゆっくり息をしてみろ」

　身体からだを抱え起こされた。そっと目を開けると、すぐ近くに煌翔の顔があった。

　言われた通りゆっくり息をすると、徐じよ々じよに頭痛が弱くなっていった。完全に痛みがとれるまでしばらくかかったが、その間煌翔はずっと抱きかかえてくれていた。

「……もう、大丈夫です。いまのはいったい？」

　明らかに香を嗅いで頭痛が起こったような気がした。

　目を瞬またたかせると、煌翔が一度目を閉じて、そして優やさしく微笑ほほえんだ。

「いまのは……香道省で作らせた頭痛を起こす新たな香だ。試しに焚いてみたら、お前が来たんだ。すまなかったな」

　香道省が新たに作った自分の知らない香と言われれば、そうなのかもしれないとも思った。

　しかし何かが引っかかる。首を傾かしげていると、煌翔が身体を持ち上げて立たせてくれた。

「大丈夫か？」

「はい。でもいまの香って、以前煌翔様から漂ってきた香りと同じだと思うんです。それよりずっと前にどこかで嗅いだような気がするんですが」

　目をやると、煌翔が苦く笑しようした。

「お前には、まだ早かったんだ。すまなかった」

　彼が二度も謝った事にも驚おどろきだが、そもそも言っている意味がわからなくて眉まゆ根ねを寄せた。

　煌翔がくしゃりと頭を撫なでる。

「気にするな。少しこちらで休きゆう憩けいしよう。そういえば、宮に移る準備は出来たのか？」

　促うながされて東あずま屋やに移動した。手で示されて椅い子すに腰こし掛かけると、煌翔が正面に座った。

「はい。荷物は少ないので。……ずっと言おうと思っていたんですけど、さらわれた時に助けに来てくださってありがとうございました」

「ああ、あれはかなり面めん倒どうだった。この恩は秘宝香をとっとと作り上げて返してくれ。無理なら麗華宮から追い出すからな」

　相変わらずの意地悪な言葉だった。冗じよう談だんとは言い切れなくて、心を引き締める。

「宮に移れる事になったので、秘宝香の調合も進むと思います。それともう一つ、四妃に入ってくれと頼たのまれていたのに、舞ぶ踏とうを辞退してしまってすみませんでした」

　深々と頭を下げた。煌翔はしばらく無言だったが、やがて苦笑した。

「ああ、そうだったな。だがもういい。また別の手を考えよう」

　強きよう烈れつな嫌いやみを覚かく悟ごしていたが、案外あっさり煌翔は頷うなずいた。

「いいんですか？　初はつ恋こいの人に会うまで時間を稼かせぎたかったんでしょう？」

　首を傾げると、煌翔が腕うで組ぐみした。

「まあな。だが無理をするのはよくない。彼女の事はまたじっくり時間をかけてどうするか考えた方がよさそうだ」

　どうやら本当に怒おこってはいないようだった。

　おそるおそる煌翔の顔を見つめて、ほっと息をついた。

　ゆったりとした時間が流れる裏庭で煌翔と過ごすのはずいぶん久しぶりな気がした。

　その時間を楽しみつつ、ふとある事が頭に浮うかんだ。

「そういえば、煌翔様。気になっている事があるんです。わたしが移る宮はかなり歴史があると伺うかがってますが、以前どなたかが住まわれていたのですか？」

　まだ行った事はないが、その宮は前からあったものらしい。

　四妃になった翡翠達が住まう宮は麗華宮の近くにあったが、自分の宮はやや離はなれた場所に建っていた。いまから自分が住む宮が、どういう経けい緯いで建てられたのか気になっていた。

「あの宮か……。あの宮は『香こう妃ひ宮ぐう』というんだ」

「香妃？　初めて聞く位ですね」

　戸と惑まどった顔をすると、煌翔が口元に手を当てた。

「これは古い話なので知っているのはごく一部の貴族と皇族だけだ。数百年前、ある香士がいた。その香士は秘宝香を完成させて、敵を追い払はらい神瑞国に勝利をもたらした」

　その話は以前、木蓮に聞いた事があった。

「秘宝香を作った正香士の話ですよね。その正香士は勝利に導いた栄えい誉よを称たたえられて、麒き麟りんの称しよう号ごうを戴いただいたという」

「そうだ。これからがそう知られていない話だが、その麒麟の称号を持つ正香士は女性だった」

　煌翔の言葉に衝しよう撃げきを受けて、思わず息を吞のんだ。

「女性……だったんですか？」

　初耳だった。秘宝香を作った正香士の事は知っていたが、男だと思い込んでいた。

「そうだ。彼女は当時の皇こう帝ていの目に留まり、后こう妃ひとして迎むかえられた。彼女は香を巧たくみに操あやつる事から后妃ではなく香かおりの妃きさき──香妃と呼ばれた。そして彼女が使っていたのが香妃宮だ」

「すごい……！　わたしなんかがそんないわれのある香妃宮を使ってもいいのですか？」

　不安に思って聞くと、煌翔が微笑んだ。

「かまわない。実は初代香妃は舞踏が得意だったそうだ。夫である皇帝に舞踏を見せる時、その場面にあった香を焚たいて舞台を盛り上げたらしい。父は先日の宴うたげでお前が香を焚いたのを見て、香妃の再来ではと思ったそうだ」

　皇帝にそう思ってもらえたのは、名誉な事だと思った。煌翔が話を続ける。

「父はあの時にお前が舞踏にあわせて調合した香を嗅かいで、もしお前が香妃の再来だとしたら、本当に秘宝香を作り上げられるのではと、改めて思ったそうだ。父は秘宝香の完成を願っている。その期待を込めて、お前に香妃宮を与えた」

　恐おそれ多いと思った。しかし何より、その期待に応こたえたいとも思った。

「皇帝陛下と煌翔様の為ためにも、必ず秘宝香を作ってみせます！」

　微笑むと、煌翔がそっと頭に手を置いた。

「秘宝香は欲しいが、無理はするな。何かあったら俺に言え」

　優しい眼まな差ざしはいつもの傲ごう慢まんな彼とは、まったく違ちがう。

　見つめられると、心臓が飛び出そうなほどどきどきした。

　頭に置かれた手は大きくて温かい。見つめ合うと、更さらに胸の高鳴りが大きくなる。

　この胸のうずきはなんだろうと思ったが、答えは自分の中にはみつからなかった。

　煌翔を見つめると、ふといつも夢に出てくる顔も姿も歪んで見える少年が頭に浮かんだ。

　とたんに、顔がかっと赤くなる。煌翔がふと首を傾げた。

「どうした？　真っ赤だぞ」

　問いかけられても、答えられなかった。

（実際にいない少年と煌翔様が重なるなんて、どういう事かしら……？）

　混乱しつつも何とか気を取り直した。秘宝香の調合を本格的に行う条件がようやく揃そろった。

　父の汚お名めいをそそぐ為、そして香士になりたいという夢を叶かなえる為に、秘宝香を完成させなければならない。

　協力してくれる煌翔の為にも、精いっぱい調合に励はげもうと思った。
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　煌翔が頭に置いた手をそっと離した。温ぬくもりが去って行くのが寂さびしいと凜莉は思った。

「煌翔様、あの……」

　久しぶりに煌翔とゆっくり話せて、嬉うれしかった。だからもう少しだけ、彼と一いつ緒しよにいたい。

　話しかけようとすると、ふいに背後にあった植え込みから誰だれかが飛びだしてきた。

「凜莉！　浮うわ気きしては駄だ目めだよ！」

　驚くより早く、その誰かが背後からぎゅっと抱だき付く。

　よくよく見ると、抱き付いているのは銀色の髪かみをした聖雷だ。

「聖雷様!?　湖蘭国に帰ったはずでは？」

　半月ほど前、湖蘭国に戻もどるといって帰ったはずなのに、どうしてここにいるのだろうかと混乱した。湖蘭国までは輿こしに乗って片道だけで半月はかかると言っていたはずだ。

「帰ったよ。ただ、輿に乗って馬に引かれてじゃなくて、途と中ちゆうで何度も馬を換かえて全速力で走らせて。なんと輿で半月はかかる距きよ離りを馬なら四日でついたんだ」

　にこやかな聖雷に啞あ然ぜんとした。

「それってほとんど寝ねないで馬を走らせたのでは？」

「ああ。久々に寝不足で倒たおれるかと思ったよ。だが、早く凜莉がくれたあの香を皇帝に献けん上じようしたくてね。君の言っていた通り効果は絶大で、父は喜んでその香を渡わたす代わりに妹の結けつ婚こんを取りやめてくれた。命を救う香は何より価値があると言っていたよ」

　聖雷は、以前の彼よりずっと明るい表情をしていた。口調も軽く、やや興奮気味なのが見て取れる。つまりそれは、自分の作った香が予想以上に効果があったのだろうと思った。

「わぁ！　よかったですね。お役に立てて光栄です。ただ……そろそろ放して頂けませんか？」

　聖雷は先さき程ほどから抱き付いたままだ。さすがに煌翔の目の色が変わった。

「……離れてください！」

　強ごう引いんに聖雷の腕を振ふり解ほどいて、煌翔は彼と向き合うように一歩前に出た。

「お帰りになったはずではないですか？　それに香とは何ですか？　妹の結婚とは何の話です？　俺は何も聞いていませんが」

　言葉は丁てい寧ねいだが、怒いかりを堪こらえているのは伝わってきた。聖雷がため息をつく。

「凜莉、相手の事を何でも知っておかないと気がすまない男は、束そく縛ばくが激しいと相場が決まっている。さっさと後宮を出て、私のところに来ないか」

「俺の話を聞いていますか？」

　煌翔が詰つめ寄ったが、聖雷はこちらに顔を向けたまま、煌翔を無視した。

「凜莉。父がもっと香が欲しいと言うんだ。いつ発ほつ作さが起きるかわからないから飲み薬を手放せなかったけど、凜莉の香の方がずっと効果があって即そつ効こう性もある。もっと調合してもらってこいと言われて、国を追い出されたんだよ。香をもらえるまで帰ってくるなとも言われて」

　自分の調合した香で、苦しみから解放された人がいるのなら何より嬉しかった。

「病気をすると不安になるんです。特にいつ起こるかわからない発作を抱かかえていると、薬や香をすぐ近くにおいておきたいと誰もが思うんです」

「父もその状態のようだね。そこで私は考えたんだ」

　聖雷がいたずらっぽく片目を瞑つぶって、さっと顔を近づけた。

「この香を作れるのは君だけ。だから君を湖蘭国に連れて行けば、いつでも香を調合してもらえる。父にこの案を話したら大喜びで、絶対にその女性を連れて帰ってこいと言われた。だから、私の妻になってくれ。凜莉」
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　とつぜんの求愛に、思わず目を瞬またたかせた。冗じよう談だんかと思ったが、どうやら聖雷は本気のようだ。

「えっ、あの……」

「聖雷殿どの……！」

　煌翔が怒りに染まった顔で、地の底を這はうような声を上げた。

「凜莉は俺の後宮の才人です。勝手に口説かないで頂こう！」

「でもまだ正せい妃ひじゃないだろう。凜莉が私に恋こいをしたら、どんな事をしてでも連れ帰るよ。そうそう。香こうの視察を続けるから、またしばらく神瑞国に滞たい在ざいするよ。案内役には凜莉をつけてくれ。これは湖蘭国の皇帝から正式に、神瑞国の皇帝への親書に頼たのみ事として書かれている。両国の平和の為にも朱令聞皇帝は断らないだろう」

　確かにその通りだった。煌翔がふるふると握にぎった拳こぶしを震ふるわせていた。

「ああ、楽しみだね。恋の予感はいつだってわくわくするさ。私のすべてをかけて、君を口説いて見せるから、覚かく悟ごしていてね、凜莉」

　浮うかれた様子の聖雷を見て、煌翔が怒りを爆ばく発はつさせた。

「恋の予感なんか絶対に訪おとずれません！　さっさと帰って頂こう。ここは俺の後宮だ！」

　煌翔が聖雷を追い立てるように、庭の外へ連れ出した。そんな二人を見つつ、ふと気づく。

（またわたしを案内役にって仰おつしやってたわよね。やっと自分の宮ぐうを手に入れて秘宝香の調合に集中できるっていうのに、また聖雷様の案内なんて。秘宝香の調合法は知られてはならないわ。絶対に調合している様子は悟さとられないようにしないと。どうしよう。うまくやれるかしら）

　秘宝香の事はあくまで隠かくして、聖雷の目を欺あざむき、調合に励む。それはどれだけ大変な事だろう。これからの新しい生活に思いを馳はせて、ため息が出そうになった。
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　我嵐は麗華宮の裏庭にある大きな木の陰かげに隠れて、凜莉と煌翔のやりとりを見ていた。

　凜莉を警護するのは、煌翔の命だ。だから美人会が始まる前から彼女のそばにいた。

　彼女は友達だ。香に対しての真しん摯しな態度や一生懸けん命めいで頑がん張ばり屋なところが、好意的だった。

　しかし一月ほどずっと一緒にいて、彼女への気持ちがやや変わっていったのに気づいた。

　嫌きらいになったのではない。そうではないから、たちが悪かった。

「……凜莉」

　名前を呼んだだけで胸がぎゅっと締しめ付けられた。女性相手にこんな気持ちになるなんて、初めてかもしれない。若くして父の跡あとを継つぎ、大将軍として軍を取り仕切ってきた。

　女性に興味を持つ暇ひまがあるなら、武芸の訓練に時間を取りたかった。

　煌翔が凜莉の頭に手を置いて撫なでていた。何気ない仕草だが、凜莉は顔を赤くしている。

　子どもの頃ころから煌翔を知っているが、あんな穏おだやかな顔付きを見たのは初めてだ。

　煌翔は凜莉を特別に思っている。それは以前から感づいていた。

　凜莉の方も煌翔を憎にくからず思っていると思う。二人はとても幸せそうに見えた。

　だが、それを見ている自分は胸が張り裂さけそうに苦しくなっている。

　凜莉が〝好き〟なのだといい加減認めなくてはと思った。

「だが、凜莉は麗華宮の才人だ。主君の側室に恋をするなんて、許されない」

　凜莉に対してこんな気持ちを持ったと初めて自覚したのは、宴うたげの直前凜莉と翡翠との話を聞いてしまった時だ。あの時は怒りに我を忘れそうになった。凜莉がどれだけ努力して舞ぶ踏とうの稽けい古こをしていたか知っていただけに、衣い装しようと面を盗ぬすむなんてどうしても許せなかった。

　煌翔からなるべくそっと警護しろと言われていたので身を隠していたが、その時は我が慢まん出来ずに翡翠の部屋に入った。後宮の姫ひめの部屋に入るなんて、いくら警護の責任者だからといっても許されるはずがない。わかっていたのに、それを忘れるくらい頭に血が上っていた。

　凜莉は翡翠と犯人である女官を許すと言った。衣装と面を盗んだのが翡翠の女官だと知られれば麗華宮に大おお嵐あらしが吹ふくだろう。それがわかっていての発言だと思った。

　凜莉は強いと思った。人を許す強さに、心を打たれた。

　切ない恋心に胸を搔かきむしりそうになる。しかしこの気持ちは、主人に対する裏切りだ。

　鳳ほう凰おうの称しよう号ごうを戴いただき、皇こう帝ていとなる龍りゆうの称号を譲ゆずり受ける煌翔の片かた腕うでとして一生を生きよう。

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、牢ろうに入れられた時、助けてくれた煌翔にそう誓ちかった。

　その誓いに、この思いは反するものだ。

　命の恩人である煌翔の大切な女性を奪うばうわけにはいかなかった。

　しかし気づいてしまった恋心は簡単には止められない。

　痛む胸を押さえて、裏庭にいる凜莉と煌翔にもう一度目を向けた。

「この想いを絶対に凜莉に知られてはならない……」

　血が滲にじむほど拳を握り締めた。

　夕日が沈しずみ始めた小さな庭で、我嵐は凜莉と煌翔の姿を見つめながら、そっと唇くちびるを嚙かんだ。







[image: あとがき]




　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

『後こう宮きゆう香こう妃ひ物もの語がたり　二人の皇太子と真実の想い』をお送りしました。

　めでたく二巻を発売してもらえました！

　この本を読んでくださる皆みな様さまのおかげです。ありがとうございました！

　今回はいろんな意味で癖くせのある皇太子様が初登場でした。

　一巻を執しつ筆ぴつしていた当初から書きたいと思っていたキャラなので、無事に御お披ひ露ろ目めできて嬉うれしいです。彼が登場するシーンはうきうきしながら書きました。

　皆様にも愛されるキャラになれればいいなと願っています。




　このお話を書くにあたって、お香こうをいろいろ勉強しているんですが、香料の資料を見るたびに実際匂においを嗅かいでみたいなという気持ちに駆かられます。

　一番好きなのは柑かん橘きつ系けいの香かおりなんですが、ローズマリーやラベンダーの香りも大好きです。

　仕事のしすぎで目が疲つかれている時は、ラベンダーの香りがするアイマスクをして寝ねます。

　よく眠ねむれて翌朝には目がすっきり。またお仕事を頑がん張ばろうという気になれます。




　イラストを描かいてくださったカスカベアキラ先生。

　先生の描かれるキャラは男性も女性も恰かつ好こよくて可愛かわいくて、とても素す敵てきです。

　美び麗れいなイラストをありがとうございました！




　今回すごくご迷めい惑わくをおかけした担当様。本当に申し訳ありませんでした。

　肉体的にも精神的にも疲れてくると判断力がなくなって、迷いに迷って混乱しまくる私をいつも導いてくださってありがとうございます。




　読んでくださった皆様には最大級の感謝を捧ささげます。どうもありがとうございました！

　一つのお話を作り上げるのはとても大変な作業で、体力のない私は一冊書き終わるとしばらく寝込む事もあるぐらいです。もっと体力をつけて体調を整え、皆様に楽しんで読んでもらえるように、これからも頑張りたいです。

　それでは、またお会いできる事を祈いのって。





伊藤たつき


















カバー・本文イラスト／カスカベアキラ

デザイン／清水香苗（CoCo.Design）










後こう宮きゆう香こう妃ひ物もの語がたり




二人ふたりの皇こう太たい子しと真しん実じつの想おもい








伊い藤とうたつき





[image: ]





平成29年9月1日　発行





(C)Tatsuki Ito 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『後宮香妃物語　二人の皇太子と真実の想い』

平成29年9月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/cover.jpg





item/image/p234.jpg
S W £ W N A -

[ ~CmmOOmR o mCm ¥





item/image/p155.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p037.jpg





item/image/p119.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p068.jpg
S W £ W N S N -

[ ~CmmOOER o mCm ¥ =/





item/image/kugiri.jpg





item/image/p103.jpg
N WY 47 W N S N -

oo o EC ¥





item/image/p002-003.jpg
b
%

%
C

*|*

h

R R [<rrn]
FiE E A E, B0
| BE-BEEORHEY
Fxns

2 & > ¥

g

g&t

(CCESEECTES 1)

AN
AR rviinal

p!
O

| BEE sweew ]

MELEOE RO F AR N H8 AT S
M, HEEOEE Y H & ¢ - PBEC. B
@i VA A | frpsmss L

7 [ o i

i ﬂ‘(ﬁﬁﬂ{bﬁv:ﬁlﬂtﬁ] .} /i i

FHEGE B AT IR
DORIARAD Y . BB
| ¥EOL5

— anl
FFEHcro]

BHokE - BEED
S, G E AR R

N
X

¢

4

&
¢

QY
DN

7,

// - vv,.ol\‘«
QN

w

>
2 a Nl &
AL
v

e

~

oK
(@

&l

(S
%

D> @
o ¥
S) & = Q%‘:;xﬁxr/zzz&ﬁﬁ






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		第六章



		第七章



		終章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/logo-beans.png





item/image/p011.jpg
N WY £ W N A N -

[ ~CmmOOmR o mCm — ¥





item/image/p055.jpg





item/image/p176.jpg
S W47 W N S N -

[ ~CmmOOmR o ms ¥





item/image/p139.jpg
"~V Y £ W A S R N - N

A W Y





item/image/p215.jpg





item/image/toc-001.jpg
1 5

44

252 234 207 176 139 103 68






item/image/p252.jpg
e N\ =\ Qo T Tl

Y A— i  — Y





item/image/p044.jpg
N WY £ W I A N -

e e R T ¥ S





item/image/p005.jpg
\ W5 W I E— N S -

[ [ — [ g





item/image/p203.jpg





item/image/p247.jpg





item/image/p207.jpg
N Y 47 W N S N -

[ ~CmmOOmR o mCm ¥ b/





